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　六月半ば──

「どうしてもっていうなら、私があんたと付き合ってあげてもいいのよ？」

　それは、大層上から目線な告白だった。

　放課後。体育館の裏。シチュエーションとしては絶好だろう。少々できすぎているくらいだ。呼び出された時点でまさかとは思っていたけれど、どうやら予感は的中したらしい。恥ずかしい勘違いにならなくてよかった。

　ここ一ヶ月ほどで、人生初めての告白と失恋、そして人生初めての再告白と成就を経験した俺おれだけれど──女子から告白を受けるのは、これが初めての経験だった。

　改めて、相対する女子を見つめる。

　指宿いぶすき咲さき。

　同学生で、クラスは隣。

　明るい色の髪と、少々着崩した制服。やや濃い目の化粧を施したパッチリとした眼は、悪戯いたずら好きな猫を思わせる。胸は普通ぐらいで……あー、いや。

　このぐらいなら十分巨乳になるのかなあ。

　最近、天上の極乳を間近で拝む機会が多いせいか、自分の中でバストサイズの基準が少々おかしくなっている。テレビで女性タレントがカップ数を発表したとき、「Ｄカップか。貧乳だな」と素で思ってしまった瞬間、自分で自分が怖くなった。俺は知らぬ間に、二度と戻れぬ魔境に迷い込んでしまったのかもしれない。

「ちょっと聞いてるの？　桃田ももた……で、合ってるわよね？」

　指宿が不服そうに問うてくるが、名前はうろ覚えのようだった。

　俺と彼女は、これといって親しい間柄ではない。廊下で見かけたことがある程度で、会話をしたのもこれが初めてだと思う。

　ならばなぜ彼女は──俺に告白をしてきたのか。

　今まで一度も話したこともない、名前すらもうろ覚えな相手に──

「……桃田、で合ってるよ」

　混乱と動揺を押し殺して、声を絞り出すように告げると、指宿は「そう」と素っ気なく頷うなずいた。

「じゃあ桃田。これからよろしくね。よかったわね、こんなかわいい彼女ができて」

　悪戯めいた笑みを浮かべて言う。

　どうやら指宿の中では、俺が告白を受け入れることは確定事項であるらしい。

　自分がフラれることなんて、微塵みじんも考えていないように見える。

「じゃあ、とりあえずライン教え──」

「あー、えっと……ごめんなさい」

　スマホ片手に近づいてくる指宿に、俺は頭を下げた。

　彼女が俺なんかのどこに惚ほれたのかはわからない──しかしそれがなんであれ、俺の答えは最初から決まっている。

「お前とは付き合えない。俺、今、付き合ってる女ひとがいるから」
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　六月初旬の日曜日──

　この日俺おれは、彼女の家に遊びに来ていた。

　高校生が彼女の家に遊びに行くとなれば、往々にして相手の親という特大のハードルが待ち構えているものだけれど、俺の場合、そこらへんは気にする必要がない。

　なぜなら俺の彼女は、一人暮らしをしている27歳の社会人だから。

　織原おりはらさん。

　織原姫ひめさん。

　先月、満員電車で痴漢被害に遭っている彼女を助けたことがきっかけで、俺達は知り合った。そのとき彼女はとある事情によりＪＫ姿で、俺はそんな彼女を好きになって勢いのまま告白しては、一回フラれて──と、まあ、いろいろあったわけだけれど、最終的に俺達は交際することとなった。

　一回りも年が違う、年の差カップル。

　公になればどんな顰蹙ひんしゆくを買うかわからない、秘密の関係。

　周りからどういう目で見られているのかはわからないし、これから先なにがどうなるかは想像もつかないけれど、それでも俺達は、二人で付き合っていくことを決めた。

　で、本日。

　俺は相手に呼ばれて、彼女の家にお邪魔していた。

　部屋にあげてもらうのはこれで二回目。

　前回のお泊まり会ではなにかと恥ずかしい手違いが多く、本来の目的であったゲームがほとんどできなかったため、今度こそ二人で目一杯ゲームをしようと、織原さんからお誘いを受けたのだ。

　今日こそは、二人でのんびりまったり、思い切りゲームを楽しもう。そんな気持ちで彼女の家を訪れ、挨拶あいさつもそこそこにゲーム機を起動させて、きゃっきゃうふふの楽しいゲームの時間が始まる──はずだったのだが。

　訪問から三時間が経過した現在。

　俺達は──真剣ガチで殺しあっていた。


「…………」




「…………」



　無言、である。

　俺も織原さんも、意識は完全に画面に集中している。お互いの顔なんて見向きもしない。一切いつさいの言葉を発さないまま、対人格闘ゲームで、いかに相手のキャラを倒すかだけに集中している。

　恋人と二人きりで和気藹々あいあいとゲームをするムードではない。

　のんびりもまったりも皆無な、緊迫した空気が部屋を満たしていた。

　ｅスポーツの公式大会もかくやという緊張感である。

　画面では俺達が操あやつるキャラクターが、持てる技の限りを尽くしてバトルする。俺達二人の魂が乗り移ったかのように鬼気迫る死闘が繰り広げられ──

　そして決着の時が訪れる。


「ああっ、くそっ……！」



「やーったーっ！　私、ウィーンッ！」

　戦いを制したのは織原さんだった。オーストリアの首都名のような勝利宣言をして、渾身こんしんのガッツポーズを決める。

「ふっふっふ。あれあれー、桃田ももたくん。なんかいろいろと大きなこと言ってたくせに、意外と大したことないなあ」

「……くっ」

「さて。じゃあ約束通り──一枚、脱いでもらおうかな」

　勝ち誇ったような目で、それでいてなにかを踏み越えたかのような目で、俺のことを見つめてくる。

「ほ、本気なんですか、織原さん……」

「当たり前でしょう？　今更待ったはなしだから」


「……………」



「さあ、早く早く」

　格闘ゲームで脱衣バトル。

　俺達は今、対戦で負けた方が一枚ずつ抜いでいくという、思い切りアホなことを、しかし極めて真剣にやっていた。







　最初はよかった。

　二人で、ただただ楽しくゲームをしていた。

　対戦で勝っても負けても、協力プレイでどちらかが失敗しても、お互いに笑って終わるような、俺が理想としていた『彼女とのゲーム』の時間が続いていた。

　事の発端は──俺の不用意な一言だった。

「織原さんって」

『ＳＤＸ』や『スマブラ』を一通り楽しんだ後、今度は織原さんが最近買ったという格闘ゲームをすることになった。

　二人で対戦し、そして俺が三連勝した後──つい、こんなことを言ってしまった。

「別に、ゲームが得意ってわけじゃないんですね」

「うぐっ！」

　深く傷ついた表情となる織原さんだった。

　かれこれ数時間一緒にゲームをした印象だけれど……織原さん、あんまりゲームが得意ではないというか、端的に言って下手。まあ致命的に下手というほどでもなく、ごくごく普通にちょっと下手なぐらい。

　対戦ゲームはコマンドの不発が多かったし、テンパると適当なボタンを連打してしまう。『ＳＤＸ』にしても、最初は俺がヘルパーだったけど、途中からメインの方を操作するようになったし。『スマブラ』じゃメテオで自滅ばっかだし。

「……う、うう」

　俯うつむいて嗚咽おえつを堪こらえるようにする彼女を見て、己おのれの失言を悟る。

「あっ、いや、すみません。責めたつもりはなくて……ただ、趣味がゲームって言ってたから、てっきり凄すさまじい腕前で、ネット上のランキングとかに名を連ねるタイプかと思ってたんですけど」


「…………あーあー、いるいる、いるよねー、こういう人。『趣味はゲームです』って言ったら、勝手に得意だって勘違いする人」



　ゆらりと顔を上げた織原さんは、酷ひどく乾いた笑みを浮かべていた。

「よくないなー、うん。よくないと思うよ、そういう決めつけって。ゲームってさ、大人も子供も、下手な人も上手な人も、みんなが一緒に楽しめることが一番大事だと思うんだよね。下手な人でも楽しめるのが、本当にいいゲームだと私は思うし……」

　饒舌じようぜつに語っていたが、しかし段々と声が沈んでいく。

「……なんなの、もう？　なんで『趣味はゲームです』っていうと、勝手にガチ勢認定されるの？　それで『じゃあ今はどんなゲームやってるの？』って聞かれてＲＰＧのタイトル言ったら、『えー、ＲＰＧは誰だれでもできるじゃーん』とかって笑われてさ……なんで？　なにが悪いの？　誰でもできるから面白おもしろいんじゃん、ゲームって……！」

「お、落ち着いてください」

　なにか変なスイッチが入ってしまったみたいだった。

「ごめんなさい、俺が悪かったです……そ、そうですよね。突き詰めてハイレベルなプレイするだけが、ゲームじゃないですもんね」

「……うん。ていうか、私もごめん。ちょっと、過去の数々のトラウマがね……。社会人にもなって『趣味はゲームです』とか言ってると、やたらとマウンティングしてくる輩やからが多くてさ」

　はあ、と悲しげな息を吐き出す。俺よりも十二年多くこの世界を生きてきた彼女には、年数に応じたトラウマが存在しているらしい。

「まあ……ぶっちゃけ私、ゲーム下手だよ。基本、スーパーエンジョイ勢だから。プレイ時間とプレイスキルがまるで比例しないことに定評がある、織原姫さんとは私のことよ」

　聞いていて悲しくなるぐらい自虐的なことを言ってから、「でもっ」と続ける。

　ビシ、と俺の方を指差して。

「桃田くんだってそこまで上手うまくないじゃん！」

「まあ、そうですね」

　俺も別に、大してゲームが得意なわけではない。自分で言うのもなんだが、極めて平均的な学生レベルだと自負する。

　ちなみに──ウラは結構ゲームが上手い。

　ネットに攻略動画を上げたりするタイプのガチ勢だ。『ウラノス』という名前で定期的に動画配信を行っている。素顔や肉声等の個人情報は完全に伏せているが、チャットや音声ソフトでファンと交流し、なかなかの人気を誇っている。何度か見たことあるけど……現実のあいつとは別人みたいに陽気なキャラなんだよなあ、『ウラノス』。

「桃田くんぐらいの腕前の人に、下手って言われたくないなあ」

「いやでも、俺の方がまだ上手いでしょう。この格ゲーだって、俺、今日始めてやりましたけど、三連勝しちゃいましたし」

「うっ……。せ、接待だったんだけどなあ。うんうん、今日は接待してたのよ、私。この場では一応、桃田くんがお客様だからねー」

「接待って……」

「まあまあ、子供の桃田くんにはわからないかもしれないけど、大人になると、こういう接待が重要だったりするのよ」

「はあ。まあ、じゃあ、そういうことでいいですけど」

「あーっ！　今、面倒臭いからって流したでしょ！　流したよね！」

　面倒臭いなあ、もう！

　どうやら俺は藪やぶをつついて蛇を出してしまったらしい。織原さんにとってゲームとは、たとえ彼氏が相手でも譲れないものがいろいろあるようだった。

「こうなったら桃田くん──決着をつけましょう！」

　切羽詰まった顔で、織原さんは言う。

「遊びなし。手加減なし。言い訳無用の真剣勝負で、白黒はっきりつけようじゃない」

「なんで、そんな……」

「ここで上下関係をはっきりさせるべきなのよ。私達が、今後も恋人として付き合っていくためには」

　そんなに重要なことなの？

　どっちがゲーム上手いかって、そんなに大事？

「……はあ。わかりましたよ」

　どうにもこうにも退ひけない空気のようなので、とりあえずは承諾を口にした。

　まあ、適当に負けてあげればいいだろう。それこそ接待のようになってしまうけれど、ここで織原さんを打ちのめしたところで、俺にはなんのメリットもないし──という俺の思考を予期していたのか、

「お互いに手加減しないように、なにか賭かけてやろうか」

　と、先手を打ってきた。

「賭けるって、お金ですか？」

「ううん、それはさすがに不健全だから……なにか罰ゲームがいいかな。あんまり辛つらくないので、でもちゃんと罰として機能するもの……うーん、デコピン、とか？」

　割とかわいらしい罰だった。

　しかし──

「デコピン、ですか。いいですけど……俺、デコピン、死ぬほど強いですよ」

「……え？」

　昔から手だけは大きいためか、デコピンが異様に強かった。あまりに強すぎたせいで、中学では担任の先生から直々に『桃田デコピン禁止令』が発令されたほどだ。

　まあ、なんの使い道もない、地味な特技である。

「昔、スイカを割ったことあります」

「スイカを!?　デコピンで!?」

　さすがに一発では無理だったが、三回ぐらいやったら普通に割れた。割れたというか、亀裂が入ったぐらいだけど。指にも結構なダメージがあったため、二度とやらんと決めている。

「そんな、指でスイカを割るって……高橋名人じゃないんだから」

「たかはし、名人……？」

「あ。そ、そうか、高橋名人なんて知らないよね……。私世代ですら、ギリ知ってるぐらいだから。桃田くん世代だと、名人といえば、高橋名人より中村名人かな？」

「なかむら、名人……？」

「……中村名人も知らないかぁ」

　よくわからないジェネレーションギャップで凹へこむ織原さんだった。

「えーっと、じゃあデコピンもなしにして……罰ゲーム、なにがいいかな」

「……負けたら、一枚服を脱ぐ、とか？　野球拳みたいに……」

　ふと思いついて言ってみる。

　すると、織原さんの顔が沸騰したみたいに赤くなった。

「や、やだっ、もうっ……な、なに言ってるの、桃田くん」

「す、すみません。なんか、パッと思いついちゃって」

「そんなエッチな罰ゲーム、ダ、ダメに決まってるでしょっ」

「ごめんなさい。そうですよね……これじゃ織原さんが、かわいそうですし」

　あくまで一人の紳士として、『女性相手にする罰ゲームではない』という旨むねを主張したかったのだが、どうも言葉のチョイスが悪かったらしく、

「……ふーん、桃田くん、私が負けることしか考えてないんだね。戦う前から勝ったときのこと心配するなんて、ずいぶんと余裕ですねー……」

　と、拗すねたように言われてしまう。

「いや、あの……織原さん？　今のは、そういう意味じゃ──」

「……よしっ！　やってやろうじゃない！」

　逡巡しゆんじゆんの果てに、覚悟を決めたように織原さんは言った。

「勝負よ、桃田くん！　先に服を脱げなくなった方が負けね！」







　かくして──格闘ゲームの脱衣バトルは始まった。

　大した腕前ではない者同士が、それでも死に物狂いで戦う、ガチバトル。

　織原さんの「さっきまでは接待だった」という言葉はやはり噓うそだったようで、真剣勝負になったからといって格別に強くなることはなかった。しかしそれでも相当集中しているらしく、さっきまでよりは幾分強くなっている気がする。

　なんていうか……威圧感がすごい。

　十代の小僧に負けてたまるか、みたいな気迫。

　ていうかまあ、織原さんが強くなったというよりは……俺が弱くなってんだけど。

　全っ然集中できねえ。

　どんなにゲームに没頭しようとしても、雑念が心をかき乱す。

　だって……これで勝ったら、織原さんが服を脱ぐんだよ？　勝てば勝つほど脱いでって、最終的には全裸になるんだよ？　なんだその最高のご褒美ほうびは？

　前回のお泊まり会でうっかり目撃してしまった極上の裸体が、脳裏に蘇よみがえっては消えてくれない。ああ、どうしよ。本音を言えば見たい。見たいに決まっている。でも彼氏として、彼女を辱はずかしめるような真似まねはしたくない。かと言って手加減して負けようものなら、それはそれで織原さんが文句を言ってきそうだし──

　などと、煩悩ぼんのうと葛藤かつとうに苦しめられる俺は、なかなかゲームには集中できず。

　結果、両者の実力は完全に拮抗きつこうした。

　四回戦って、二勝二敗。

　お互いに一枚ずつ靴下を脱ぐという、大して盛り上がらないパートが終了し、いよいよ脱衣バトルは佳境へと突入する。なお、かなりどうでもいい余談になるけど、織原さんは足の爪つめにペディキュアなるものを塗っていた。靴下履くのになんで？　と思ったが、そこらへんは社会で働くアラサー女子の自己満足であるらしい。うん。かわいい。

　そして続く五回戦は──接戦の末に俺の負け。

　仕方なく、ポロシャツを脱いだ。

　運の悪いことに、今日は素肌に直接ポロシャツを着用していた。おかげで一気に上裸姿となってしまう。脱衣バトルにおいて薄着は致命的な弱点──と、思っていたのだが、ここで思わぬ展開が訪れる。


「う……ぁ……、桃田くんの、裸……」



　織原さんが──照れた。

　俺の上裸姿を凝視して、しかしすぐに目を逸そらす。顔は真まっ赤かっ赤か。

「大丈夫ですか、織原さん」

「だ、大丈夫っ！　大丈夫だからっ。ほら、次、行くよ！」

　強引ごういんに六回戦を始めるも、全然ゲームに集中できていない。横目でちらちらとこっちを見てくる。

　僥倖ぎようこう、である。

　こちらとしては、今更上裸を晒さらすぐらいなんとも思ってなかったんだけど、つい最近まで彼氏いない歴＝年齢だった彼女にとっては、男の上裸姿は未いまだに羞恥しゆうちと緊張を覚えるものだったらしい。

　もしかしたら俺と同じように、前回のお泊まり会のことを思い出しているのかもしれない。浴室で自分の裸体を晒してしまったことや、俺の局部を思い切り目撃してしまったことを──

　当然、そんな注意力散漫な状態で勝てるはずもなく、六回戦は俺が勝利した。

「ああっ……負け、た……」

　世界が終わったような嘆きの声を上げる。無理もない。織原さんの今日の格好は、いつも部屋着として着ているらしい、セーターとジーンズ。すでに靴下は脱ぎ終わっているため、上下のどちらかに手をかけるしかない。

　つまり──上下いずれかの下着を晒さなければならないということだ。

　自らの下着姿を晒すハードルは、男女で大きく異なると思う。

　彼女にとっては今の六回戦が、勝負の分水嶺ぶんすいれいであった。

「……うう、あう……」

　セーターに手をかけては引っ込め、羞恥に悶もだえながら葛藤する。

　興奮……よりも罪悪感が先に立つ。

　かわいそうで見ていられない。

「あの……織原さん。もう、やめにしましょう。引き分けってことで──」

「──そうだっ！」

　聞いちゃいねえ。

　なにかを思いついたらしい織原さんは、俺の優しい提案を無視して──ズボッ、と。

　セーターの中に腕を引っ込めた。

「え……え？」

「桃田くん、ちょっとだけあっち向いてて！」

「は、はいっ」

　慌あわてて後ろを向く。

　シュルシュル、という衣擦れの音が耳に入る。いや待て。ちょっと待って。すげえ嫌な予感がするんだけど。

「はい。もういいよ」

　許可をもらって振り返ると、得意げな顔が目に入る。

　パッと見では、さっきまでとなにも変わっていない──しかし、俺にはわかる。おそらくこの世の誰よりも彼女の胸部に注目している俺には、わかってしまう。

　普段から圧倒的な存在感を伴ってセーターを突き上げている豊麗な乳房が──さっきまでより、三センチほど位置が低くなっている。それでいて、サイズ感は少しばかり増したように思えた。まるで、なんらかの拘束具から解放されたかのように。

　その事実が意味することは──

「ま、まさか」

「そうっ。下着だけ取ったの！」

　ドヤ顔で、なぜかドヤ顔で。

　胸を張って、ノーブラの胸を張って、織原さんは言った。

「ふっふっふ。これなら見た目はなにも変わらないもんね。いやー、我ながらよく思いついたなあ」


「…………」



「残念だったね、桃田くん。勝負はまだまだ終わらないよ！」


「…………」



　一人で勝ち誇る織原さんだったけれど、俺は正直、それどころではなかった。

　え、え、え？

　待って待って。ちょっと待ってって。

　ノーブラ？

　織原さん、今ブラジャーしてないの？　マジで？

　愕然がくぜんとしたまま視線を下ろすと、織原さんが腰掛けるクッションの陰から、ヒモみたいなものがはみ出していた。考えるまでもなく、ブラジャーのヒモ部分だろう。下着を見られないために隠したようだけど……いやいや、待って。

　恥ずかしがるとこおかしくない!?

　ノーブラはいいの!?

　そこは恥ずかしくないの!?

　織原さんがノーブラって……なんかもう、それだけで性犯罪だろ。青少年の教育に大変よろしくない。存在自体が18禁と言っていい気がする。

　ごくり、と思わず生唾なまつばを飲み込んでしまう。

　確かに見た感じは、いつもとほとんど変わらない。けれどセーターのすぐ下に、下着から解放された双丘が存在していると思うと、こっちの見る目が変わってしまう。

　ノーブラセーター。

　なんか……全裸より逆にエロくない!?

　ああもう、なんなんだろうなあ、この人。

　無防備っつーか、無頓着むとんちやくっつーか。

　自分がどれだけ男を狂わす肉体をしているのか、まるで理解していない。

「さあ、続けるよ、桃田くん！」

　こちらの懊悩おうのうなど知る由よしもなく、織原さんは次戦に移ろうとする。
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　七回戦が始まってしまうけれど俺はもうゲームどころじゃなかった。頭が煩悩だけで埋め尽くされてしまう。さっき俺の上裸でテンパった織原さんと同じように……いや、おそらくそれ以上に平常心を失っている。

　脱衣バトル。

　相手を脱がせて追い詰めれば追い詰めるほど、同時に自分も不利になっていくゲームだったのか。クソ。無駄に奥が深えよ、アホなルールのくせに。

　吸い寄せられるように横を向けば、織原さん（ノーブラ）が画面に集中している。ちょっとボタンを連打したりすれば、そのわずかな動きに呼応して……揺れる揺れる。

　拘束具から解き放たれし禁断の果実は、もはや止とどまるところを知らない。

　たぷんたぷん、というオノマトペが聞こえてきそう。

　ああ……なんだろうなあ。

　もはや性欲とか煩悩とかの低次元な話を超えて、神聖さすら覚える。揉もみたいを通り越して、合掌したくなってきた。この星に人類が誕生してから脈々と受け継がれてきた命の尊さ、重さ、儚はかなさ……そういった言葉では表現できない森羅万象の真理を感じて、悲しくもないのに涙が出そうになった。すげえな。おっぱいって、すげえんだな。この世界にはこんなにも素晴らしいものがあるのに、なぜ人は憎み争い合うのだろう──とか。

　俺がどこかやばい世界にトリップしそうになっているうちに、対戦は終わった。

　もちろん、俺の完敗で。

「やったーっ！　はい、桃田くん、一枚脱いで！　次はズボンだよ！」

「……脱げません」

　快哉かいさいを叫ぶ織原さんに、俺は深く息を吐き出すように言った。

「もう、これ以上は脱げないんで、俺の負けです」

「……え？　あれ、噓。じゃあ、私の……勝ち？　や、やったっ」

　予期せぬ勝利に、どこか釈然としない様子だったけれど、小さくガッツポーズを取る織原さん。その動きだけで、ゆらゆら、ぶるんぶるん。

「うーん。でも意外だなぁ。男の子って、下着ぐらい平気で見せられるんだと思ってた」

「ははは……まあ、いくら男と言えど、さすがにパンツ一丁は恥ずかしいんで」

　適当に誤魔化ごまかす。別に、勝ちを譲ったわけではない。今の俺は本当に、これ以上一枚も脱げない状態にあったのだ。

　ノーブラ織原さんのせいで……うん、アレがアレでさ。今ジーパンという拘束具を失ったら、いろいろ大変なことになっちゃうから。

「と、とにかく……完敗です。もう二度とゲームが下手なんていいませんから。織原さんは、ゲームがとっても上手な女性です」

「えへへー。なんか照れるなあ。まあ、わかればいいのですよ」

　頰ほおに手を当てて、恥ずかしそうに身を捩よじらせる。すると肘ひじが自分の胸に当たって、セーター越しでもわかるぐらいに、ぶよんぶよんと形が変わって……なんというか、ご馳走ちそう様である。

　ゲームには負けてしまった俺だけれど、これ以上ない眼福を味わっていた。

　試合に負けて勝負に勝った、とはまさにこのことだろう。
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　と、まあ。

　こんな感じで休日の家デートは、てんやわんやとなりながらも楽しく終わった。

　そう。

　楽しく終わるはずだったのだ。

　最後の最後で、俺が余計なことをやらかさなければ──
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　翌日の月曜日──

「やれやれ。二人とも、今日はずいぶんとご機嫌みたいだね」

　昼休みの空き教室。

　友人のカナは穏やかな微笑を浮かべながら、皮肉たっぷりな台詞せりふを吐いた。呆あきれた眼差まなざしは、普通とは言えない状態にある俺おれとウラへと向けられる。

　ウラの方はひどく不機嫌そうな様子。眉間みけんに思い切りシワをよせて、ブッスー、という効果音が聞こえそうなぐらいむくれている。

　一方俺の方はというと……ちょっと洒落しやれにならないレベルで落ち込んでいた。机にぐったりと突っ伏し、スライムのような状態となっている。

　果てしない後悔に押し潰つぶされ、すり潰されてしまいそう。

　できることなら時間を巻き戻して、昨日の失態を今すぐに挽回ばんかいしたい。

　ああ……くそ。

　なんで、どうして、こんなことに──

「二人して『なにがあったの？』って聞いて欲しそうなアピールが激しいんだけど……まあ僕は優しいからちゃんと聞いてあげるね」

　余計な前置きをしてから、

「じゃあ、まずはウラの方から。なにがあったの？」

　とカナは言った。

「……死ぬほどムカつくことがあったんだよ」

　低い声で（でも元々の声が高いのであんまり低くない）、不機嫌そうな表情で（でも元々が童顔なのであんまり怖くない）、怨念おんねんに塗まみれた言葉を吐き出す。

「あの女、絶対許さねえ……！　この恨みは一生涯忘れねえぞ……！」

「女って……珍しいね、ウラが女絡がらみで揉もめるなんて」

「今日の休み時間のことだ……」

　口調の端々に煮えたぎる憤怒ふんぬを滲にじませながら、ウラは告げる。

「僕がトイレに行って帰ってきたら、僕の席にクラスの女が座ってたんだよ……！」

「ふむ。それで？」

「……座ってたんだよ」

「え？　それだけ？」

　思いの外短かった恨み節に、きょとんとするカナ。

　ウラは机をバン、と叩たたいて激昂げきこうする。

「それだけ、じゃねえだろ!?　許されざる領土侵犯だろうが！」

「大げさな。そんなの、『どいて』って言えばいいじゃないか」

「ぐっ……おま、お前……ふざけんな。できるかよ、そんなこと」

「もしくは『なに話してるの？』って、話に混ざればいいじゃないか。そこから新しく友達になれるかもしれないし」

「……なんだてめえは？　勇者か？　前世勇者なのか？　そんな和睦わぼく交渉が可能なら、この世界から戦争ってもんは一つ残らずなくなってるんだよ……」

　まるで嚙かみ合わない議論に、ウラは頭を抱える。コミュ力が高いカナはピンと来ていないようだけれど、俺にはウラの気持ちが痛いほど理解できた。

　わかるわかる。

　自分の席に大して仲良くない奴やつが座ってると、どうしたらいいかわからなくなるよな。『どいて』の一言で解決すると頭じゃわかっていても、その一言が言えないのが問題なのである。加えて、他人の席に躊躇ちゆうちよなく座るような輩やからは、スクールカースト上位に君臨する人気者と相場が決まっている。そんな連中相手に、俺達下層に住まう民は交わす言葉を持たないのだ。

「……あのクソ女、人様の席でベラベラとくだらねえ話で盛り上がりやがって。僕が視界に入るようにさり気なく動いてみても、一切いつさい気づく素振りを見せやしねえ……。結局休み時間が終わるまで、僕は教室とトイレを意味もなく往復し続けるハメになったんだ……」

　怨嗟えんさの声は止まらない。

「これで三度目だぞ、あのクソ女……！　なんで、いっつもいっつも狙ねらいすましたように僕の席に座ってるんだよ……？　呪のろわれろ、疎うとまれろ、蔑さげすまれろ……僕の神聖なる椅子いすに腰掛けていたデカいケツにイボでもできやがれ……！」

「やれやれ。例によって例の如ごとく、ウラの悩みはしょうもなかったね」

「ああん？　カナ、お前、僕に喧嘩けんか売ってんのか？　やんならやんぞコラ。ちょっと表出ろや！」


「…………」



「ひぃぃいいっ！」

　カナが無言で椅子から腰を浮かせると、ウラはそれだけで椅子から転げ落ちた。

「や、やめろぉ！　お前は未開の地の蛮人かよ！　もうちょっとこう、戦いの前の駆け引きってもんがあるだろ！　口で戦え、口で！」

「わかったから。ごめんね、おどかして」

　半端はんぱなくビビったウラを宥なだめながら、カナは椅子に座り直す。まあ、カナも俺と同じで、口が悪いくせに死ぬほど小心者なこいつの扱い方は熟知している。

　長い付き合いだからな。

「それで、モモの方はどうしたの？　なんでそんな落ち込んでるわけ？」

　ようやく俺の方に話が回ってきたらしい。

「もしかしなくても、織原おりはらさん絡み？」

「な、なんでわかった!?」

「そりゃわかるよ。ここ最近のモモは、頭の中織原さん一色なんだから」

　苦笑して肩を竦すくめるカナ。俺は少し迷ってから、

「……織原さんと喧嘩した」

　と言った。

「喧嘩？　へえ、それはそれは。カップルらしくなってきたじゃない」

「……バカにしやがって」

「あはは。ごめんごめん」

　傍はたから見れば痴話喧嘩のようにしか思われないのだろうが、当事者の俺からすれば大問題だ。

　付き合い始めて、もうちょっとで一ヶ月。

　これまで順風満帆まんぱんに……とまでは言えないが、それなりに上手うまくやってきた俺達が──昨日、些細ささいなことで、本当に些細なことで揉めてしまった。

　付き合って初めての喧嘩に、俺はかなり参ってしまっている。

「それで、なにが原因で喧嘩したの？」

「……まあ、喧嘩っつっても、俺が悪いんだけどな。余計なこと言ったせいで、相手のこと怒らせちゃった感じで」

　相当お冠らしく、昨日から電話もラインも全く繫つながらない。ここ最近、毎日のように連絡を取っていたせいか、たった一日（というか実質一晩）、声と言葉が繫がらないだけで、尋常じゃない喪失感が襲ってくる。

　ああ──本当にバカだ、俺は。

　なんで、あんなことを──

「怒らせた、ねえ。織原さん、話で聞く限りじゃ、すごく優しくてホワホワした性格っぽいと思ってたんだけど……そんな彼女を怒らせるなんて、モモ、いったいどんな失言をしたの？」

　問うてくるカナに、俺は陰鬱いんうつな気分のまま説明する。

　何気なく口にしてしまった、己おのれの許されざる失言について──
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　俺の敗北で脱衣バトルが終わった後、俺達は今度こそのんびりゲームをやることにした。もちろん、お互いにきちんと服を着て。

「へえ、結構コスチュームの種類があるんですね」

　コントローラーを操作して、キャラ達の別衣装を眺める。

「期間限定の配信イベントやったら、いろいろともらえたんだよね。課金しないと買えない衣装は、買ってないんだけど」

「ああ、最近そういうの増えましたよねー」

「ねー。まさかゲームキャラの別衣装を、別途にお金を出して買う時代が来るとは思わなかったよ。昔は隠し衣装なんて、裏ボスとか倒すだけでもらえたのに」

　かすかな憂いを滲ませた瞳ひとみで言う織原さん。

　まあ、俺世代でも少しはわかる。時代の流れと言えばそれまでだけど、でも欲を言えばやっぱり、最初にソフト買ったお金だけでそのゲームの全部を遊びたいよなあ。

　時代と共に移り変わるゲーム業界へと思いを馳はせながら、俺は期間限定イベクエの報酬である衣装を眺めていく。

　今回のイベントテーマは『体育祭』だったようで、『体操服』『ジャージ』『応援団服』などなど、キャラ達は様々な衣装に身を包んでいた。

　一応、ファンタジー世界が舞台の作品なのにね。

　この世界観をガン無視してる感じ、すごく期間限定衣装っぽい。

「……体育祭って言えば」

　女キャラの下半身を覆う『とある』衣装を眺めながら、俺はふと言ってしまう。

　隣に座る彼女の顔を見て、何気なく言ってしまう。

　悪気も悪意もなく、ただただ思ったことを、正直に──




「織原さんぐらいの年だと、高校までブルマーはいてたんですよね？」
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　ブルマー。

　それは、女性用衣類の一種。

　主に運動時に着用するもので、昔は多くの女子学生がブルマーを履いて体育の授業を受けていた……らしい。

　現実世界では完全に廃すたれているが、アニメやゲーム等の二次元作品には近年でも登場する事が多く、一つの萌もえ属性として定着している……とは言うけれど。

　正直、俺はあまり惹ひかれない。

　というか、よくわからない。

　俺ら世代はブルマーなんて、フィクションでしか見たことがない奴がほとんどだと思う。漫画やアニメの体育のシーンだったり、あるいはソシャゲキャラのイベント仕様だったり。

　基本的に馴染なじみが薄い。

　会話の中でブルマーなんて単語がでてきたら、真っ先に想起するのは紺色のアレではなく、ベジータの嫁さんの方だ。

　だから、だろうか。

　実用品としてのブルマーを見ないまま、萌え属性としてのブルマーだけを押し付けられるように見せられているからなのか、いまいちピンと来ない。好きなキャラが体操服を着て、それがブルマー姿だったところで、それで？　という感じ。サービスでやるなら、普通に水着とか着てくれてた方が嬉うれしいし。

　本当に萌え属性としての需要があるのかなあ、ブルマーって。

　なんか作り手も「俺はピンとこないけど、たぶん一定数需要があるから、とりあえず衣装差分で作っとこ」という感覚で作って、受け手も大多数が「俺にはピンとこないけど、好きな奴は好きなんだろうな」って思ってる状態なんじゃないのかなあ。それとも俺が知らないだけで、世の中にはブルマーが性癖にドンピシャな男達が、今でもたくさんいるんだろうか？　青春時代がブルマーと共にあったオジ様方には、見事にぶっ刺さっているのだろうか？

　まあ、閑話休題。

　萌え属性としてのブルマーについてはひとまず置いといて。

　とにかく俺にとって、ブルマーとはよくわからないものだった。二次元でしか見たことがないもので、一昔前の女子は全国的にブルマーを着用していたと言われても、正直疑わしいぐらいで。

　だからなんとなく、興味本位で織原さんに尋ねてしまったのだが──

「う、わ……」

　俺の話を聞き終えたカナは、なんとも言えない困惑の表情を浮かべた。

「モモ、それは、ダメでしょ……」

「や、やっぱり……ダメ、なのか？」

「うん……酷ひどいよ。これはキレられてもしょうがない。ちょっと擁護できないな」

　マジなテンションで言って、咎とがめるように俺を見るカナ。糾弾きゆうだんの視線から逃れるように顔を逸そらすと、ウラの方も似たような眼差しでこっちを見ていた。

「モモ……お前、失礼にもほどがあるだろ。織原がかわいそうだ」

「お前がそこまで言うぐらい!?」

　常日頃つねひごろこの世全ての女性を悪しざまに語り、なにかにつけては織原さんを悪く言いがちなウラまでもが、相手の肩を持っていた。

　こいつが女側につくってことは、相当だぞ。

　ガンジーが「それはさすがに殴った方がいいよ」って言ったぐらいの衝撃だ。

「ちょ、ちょっと待て。待てってお前ら。いや、まあ、俺が悪いのは認めるよ。でも、そこまで、か？　そこまで批難されるようなことじゃない気も……」

「いやいや、ブルマーはひどいよ、モモ」

「ああ。ブルマーはさすがにない」

　完全に同意見の、カナとウラだった。

　噓うそだろ。

　この二人からフルボッコにされるぐらい酷いことを、俺は言ってしまったのか？

　二十代女性に『昔はブルマーはいてたんですか？』って尋ねるのって、そこまでの重罪だというのか？

　確かに──織原さんのキレ方はかなり怖かったんだけど。

　例の発言をした瞬間、まず完全に固まった。

　段々と顔から表情が消えていって、しばらくの間なにを言っても反応しなくて、無言のまま立ち上がったかと思えば、ベッドに入って布団ふとんをかぶり、「ごめん。今日は帰って」とただ一言言われた。

　なんていうか……静かな感じがマジ過ぎて怖かった。

「モモってば、なんでそんな酷いこと言っちゃったの？」

「わ、悪気はなかったんだよ。普通に、履いてたかと思ったから。織原さん、俺より一回りぐらい年上だから、そういう世代かなって……」

「一回り年上のアラサーって言っても、織原さん、今27歳ってことは、普通に平成生まれでしょ？　ブルマーみたいな昭和の遺物、はいてるわけないじゃないか」

「そりゃ、そうなんだけど……」

「織原のことを、面と向かってババア扱いしたようなもんだよな」

「ち、ちげえよ、ウラ！　俺はバカにするつもりなんか全くなくて、ただ普通に、純粋な疑問として訊きいただけで……」

「冗談じゃなくて、素で言われたことが、むしろ悲しかったのかもね」

　カナは溜息ためいき混じりに言う。

「ショックだったと思うよ。ただでさえ織原さんは、モモより一回りも年上なこと、いろいろと気にしてるんだろうから」

「うう……」

「お。待てよ、モモ。朗報だぜ」

　ウラがスマホの画面をこちらに見せてきた。

「今ちょっと調べてみたんだけどよ……ブルマーって完全に廃止になったのは、二〇〇五年らしいぞ」

「え……マジか!?」

「性的フェティシズムとしての『ブルマー』が男達の間で確立されて、変態どもの窃盗や盗撮が社会問題になり、廃止運動が激しくなったのが一九九〇年代中盤……以降、全国の学校でどんどんブルマーが廃止されていくが、それでもブルマー着用の学校はいくつか残ってて、日本から完全に消滅したのは二〇〇五年……平成十七年らしい」

　平成十七年。

　そこまで昔でもないな。

　俺もとっくに生まれてる。

　昭和の遺物と思っていたブルマーが、平成の世でも十年以上生き延びていただなんて。

「今から十年ぐらい前なら、織原もギリ学生だろ？」

「そ、そうか。ブルマーが二〇〇五年までは完全に消滅しきってなかったってことは、思春期にブルマーをはいていた二十代女性も、日本のどこかにいるかもしれないってことだよな」

「となれば、織原に『ブルマーはいてたんですか？』って質問したことも、そこまで無礼でもなくなるってことだ。世代的に、完全に外れてるわけではないんだから」

　現状、俺の発言の問題点は『27歳の女性』を『ブルマー世代』扱いしたことにある。

　おそらく織原さんにとって、ブルマーなんてものは完全なる過去の産物であり、自分にとっても縁遠いものだったはず──それ故ゆえに、俺の無知ゆえの見当違いな発言を許せなかったのだろう。

　しかし──ブルマーは平成の世にもあったのだ。

　日本のどこかで根強く息を続けていた。

『27歳女性』を『ブルマー世代』扱いすることは、厳密には間違いではなかったのだ！

「なるほど……よくやったぜ、ウラ」

「はっはっはー。もっと褒ほめろ。もっと崇あがめ奉たてまつれ。とりあえず、この事実を織原に説明すれば、モモはなにも間違ったことを言ってなかったってことを証明でき──」

「……やめなよ」

　起死回生の妙案に喜ぶ俺とウラに、冷めた声が割って入る。

「モモ、ウラ。きみ達の今後の人生のため、とてもためになる話をしてあげるね」

　カナは遠い目をして、それでいて切実な口調で告げる。

「一度怒ってしまった女性相手にはね、どれだけ理論立てて自分の正当性を主張したところで……なんっっっにもならないよ」

　その声には、悲しいぐらいの重みがあった。
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『ブチ切れていいわね』

　雪ゆきちゃんの意見は予想以上に辛辣しんらつだった。

『無自覚な悪行と自覚的な悪意、私はどちらかと言えば後者の方が恐ろしいと思っていたタイプだけれど、今の話を聞いて価値観がひっくり返ったわ。無自覚な一言が、こんなにも人の尊厳を踏み躙にじるだなんてね。「高校までブルマーはいてたんですよね？」……なんて、なんて屈辱的な響きなのかしら。この世にこれ以上の侮辱は存在しないかもしれない』

「えっと……」

『姫ひめ。今回の件、私は全面的にあなたを支持するわ。むしろお礼を言いたい気分よ。ありがとう。怒ってくれてありがとう。この国に住まう全ての二十代女性に代わって、私があなたにお礼を言うわ』

「あの……」

『桃田ももた薫かおる……彼は触れてはならない禁忌きんきに触れてしまったようね。これは戦争よ。この世全てのアラサー女子を侮辱した十代の小僧に、きっちりと落とし前を──』

「いくらなんでもキレ過ぎじゃない!?」

　さすがに突っ込んだ。

　会社の昼休み。ビルの近くにある小さな公園。

　一人で悩んでいてもラチが明かないと思って、いつものように雪ちゃんに相談したところ、彼女の怒りは止とどまるところを知らなかった。

『なによ、姫。今回の件は、あなたもさすがに頭に来たんでしょう？』

「そりゃちょっとはムカッとしたけど……なんか、一晩寝たら割とどうでもよくなったっていうか」

　──織原さんぐらいの年だと、高校までブルマーはいてたんですよね？


　はぁー……改めて、キッツイ台詞だなあ。



　面と向かって言われた瞬間には、胸の奥から怒りが湧わき上がる……というよりは、ショックの方が大きかった。眼の前が真っ白になった。悲しいまでの年齢差ギャップを感じて、何食わぬ顔で素朴に問うてくる彼を直視することができなくなってしまった。

　十代の少年から見た自分が、どういう存在に映るのか。その現実を思い切り突きつけられた気がした。

　けれど。

「……段々とこんなことで怒ってる自分が馬鹿ばからしくなってきて」

　ブルマーって。

　付き合って初めての喧嘩の原因がブルマーって。

　いくらなんでも……しょーもなさ過ぎるでしょ。

「桃田くんだって、別に悪気があったわけじゃないだろうから」

『なにを言っているの？　相手に悪気がないからこそ……涙が出そうになるのでしょう？』

　雪ちゃんの声は震えていた。私と同じアラサー女子として、やり場のない憤いきどおりと悲しみに悶もだえているらしい。

『ここでキッチリと格付けを済ますべきね。このまま放置すれば、桃田くんはそのうち「織原さんぐらいの年だと、子供の頃はベーゴマで遊んでたんですよね？」とか言い出すわよ』

「さ、さすがにそこまでは」

　ないといいなあ。

　こちとらバリバリのベイブレード世代なんだから。

『いい、姫？　桃田くんの第一声が深い謝罪でない限り、決して許してはダメよ』

「そんなに厳しくしなきゃなの……？」

　海賊王を目指す海賊団じゃないんだから。

「も、もういいんだよ、雪ちゃん。私、もう全然怒ってないから。今日電話したのは、どうやって仲直りしたらいいかを相談したかったからだし」

『ふうん？』

「……一回、電話やラインを無視しちゃったら、返事を返すタイミングがわかんなくなっちゃって」

　本音を言えば今すぐ仲直りがしたい。

　こんなくだらない喧嘩なんて、とっとと解決したい。

「どうしよう……もう20時間ぐらい桃田くんの声聞いてないよ。寂さびしくて死んじゃいそう」

『……それはノロケかしら？　それとも、旦那だんなが出張に行ってる私への当てつけ？』

「ていうか……今回のことで、私、桃田くんに嫌われちゃわないかな？　すぐキレる女って絶対ウザいよね……？　『こんな小せえことで怒るなんて、アラサー女って本当に面倒臭え』って思われちゃったらどうしよ……」

『なんの心配してるのよ』

　雪ちゃんは呆れたように言う。

『もう少し自分に自信を持ちなさいよ』

　自信？

　そんなもの──あるわけない。

　大好きな男の子と付き合うことができて、これ以上ないくらいの幸せの絶頂にいるけれど、だからこそ不安が大きくなる。

　怖い。

　今の幸せを失ってしまうことが、本当に怖い。

　相手を魅力的に思えば思うほど、こんなにも素敵な男の子が、私みたいな一回りも年上のおばさんと付き合ってていいのかな、と思ってしまう──

「……はあ」

　電話を終えた私は、憂鬱ゆううつな気分のまま公園から会社へと戻る。

　ああ……これからどうしよう。

　もういっそ、こっちから謝っちゃおうかな？　うん、なんかその方がいい気がしてきた。くだらないことで怒ってごめん、って謝ろう──と。

　そう決意したところで、着信があった。

　相手は──桃田くん。

　画面を見て思い切り動揺してしまう。まさかこのタイミングで電話が来るなんて。気まずい気持ちはあったけれど、これ以上無視を続けるのは相手に悪いし、私も辛つらい。

　いろいろ考えてから電話を取ると、

『……本当に申し訳ありませんでした』

　第一声は、深い深い謝罪であった。
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　その日の夜、桃田くんは私の家を訪れた。

　菓子折りを持って。

「……この度は、私の浅慮な発言のせいで、あなたの尊厳を著しく貶おとしめてしまい、誠に申し訳ありませんでした……」

「謝罪がガチ過ぎるでしょ！」

　玄関先で菓子折りを差し出しながら、芸能人の謝罪会見ばりに全力で頭を下げ始めた桃田くんに、思わず突っ込んでしまった。

　尊厳ってなんだ、尊厳って。

　いろいろ大げさすぎるから。

　ひとまず菓子折りを受け取り、今にも死にそうな様子の桃田くんを部屋へと入れる。

　顔色は悪いなんてもんじゃない。横領がバレた会社員とか、不倫がバレた政治家とか、熱愛発覚のアイドルとか……人生を左右するレベルの大ぽかをやらかしてしまった人みたいな顔になっている。

「……織原さん、俺……本当に、すみませんでした」

「いやっ、もう、いいから！　本当にもういいから！」

　もはや罪悪感しかない。

　私のせいでここまで桃田くんを追い詰めてしまうなんて。

「私、もう全然怒ってないから、気にしないで。ていうか、こっちこそごめんね。つまんないことで怒っちゃって」

「つまんないことなんかじゃないです！　俺が……俺が、悪いんです。織原さんの尊厳を、著いちじるしく損なうような発言をしてしまったから」

「……うん、尊厳は大丈夫だから、尊厳は」

　ブルマーにそこまでのパワーはない、と思う。

　こうして深く謝罪されればされるほど、『私がブルマーでキレた』という事実が強調される気がして……なんだろう、虚むなしさしかない。

「どうしたの、桃田くん？　いくらなんでも気に病みすぎじゃない？」

「……最初は俺も、そこまで酷いこと言ったとは思ってなかったんですけど、ウラとカナに相談したら、口を揃そろえて『お前が悪い』って言われて……段々と、本当に酷いこと言っちゃったんだっていう、後悔の気持ちが湧いてきて」

「そう、なんだ」

　うーん。

　ウラくんとカナくんにそこまで理解されてしまうのも複雑と言いますか。暗に『アラサー女子はデリケートなんだから気をつけろ』と言われてるみたいに感じてしまうのは、被害妄想なのでしょうか？

　なんかもう一周して、平然と『ブルマーはいてたんですか？』って言ってきた桃田くんが、一番気持ちがいい気がしてきたなあ。

「このまま織原さんにフラれたらどうしよう、ってすげえ不安になって……」


「…………」



　ああ──そうか。

　桃田くんも、同じように不安だったんだ。

　付き合って初めての喧嘩で、たった一日連絡を取らなかったぐらいで、お互いに信じられないぐらい不安になっていたみたい。

　桃田くんはカーペットの上に正座して、大きな体を小さくしながら、今にも泣きそうな顔になって俯うつむいている。申し訳ないけれど、そんな彼のことを──かわいいな、と思ってしまった。

「大丈夫だよ、桃田くん」

　私はゆっくりと手を伸ばし、相手の手を握る。大きな大きな、桃田くんの手。もう何回も握っているけれど、やっぱりまだドキドキしてしまう。

「私、もう怒ってないから」

「本当、ですか？」

「うん。ごめんね、不安にさせて」

「……よかったぁ」

　心の底から安堵あんどしたように微笑ほほえむ。ああもう、かわいいなあ。こんなにかわいい桃田くんが見られるなら、たまには怒ってみるのもいいかなあ、なんて。

「じゃあ、これで仲直りね」

　あー、よかった。これで悩みも万事解決。さて、なにか美味おいしい夕食でも作ってあげようかなあ──と考えながら、立ち上がろうとしたところ、

「やっぱりダメです！」

　と、桃田くんが叫んだ。立ち上がろうとした私の手を摑つかむ。

「こんな簡単に許されちゃ、やっぱりいけないと思うんです。織原さんが許してくれたとしても、俺が自分を許せない！」

　……面倒臭いこと言い出したなあ。もういいよ。本当に私のことを思うのであれば、今回の件はさっさと流して欲しいのだけれど。

「織原さんを傷つけてしまった分、ちゃんとお詫わびしないと」

「お詫びって」

「今日、いろいろ考えてて……それでその、肩を揉む、というのはどうでしょうか？」

「肩を揉む？」

「はい。織原さん、肩こりとか、結構あるんじゃないかと思って」

「え。なんでわかったの？」

「そりゃ……」

　言い淀よどみ、そして私の胸を一瞥いちべつしてから、慌あわてて目を逸らす桃田くん。

　あー……うん、なるほど。

　確かに、見るからに肩こりありそうだよね、私って。

「す、すみません」

「い、いいよ、気にしないで」

　変な空気になってしまった。

　咳せき払いをしてから、話を戻す。

「うん、まあ……昔から、肩こりは慢性的にあってさ。やっぱり……あの、なんていうか、重いんだよね、結構。今の役職になって座り仕事が増えてから、またちょっと酷くなった感じもする」

「その辛い肩こりを、俺が少しでも緩和できればと思って」

「じゃあ、お願いしようかな」

「はい、精一杯揉ませていただきます」

「……変なとこ揉まないでよ？」

「も、揉みませんって」

　慌てふためく桃田くん。私はくすりと笑う。

　肩揉み、か。

　なんだか、かわいいお詫びだなあ。ふふふ。桃田くんも意外と子供っぽいことを言い出すんだなあ──

　なんて思っていた私は、すぐさま自分の勘違いを思い知ることとなる。

「では織原さん」

　桃田くんは言う。

「まず、服を脱いでください」







　もちろん、全裸になれという意味ではなかった。

　まずはセーターを脱いで、ラフな姿になってくれということらしい。

　本格的な施術のために。

　桃田くんに少しの間部屋を出てもらって、私はＴシャツ姿となる。

　ちなみに……下着もつけないようにと指示された。

「すみません。別にしててもできるんですけど……織原さんぐらいのサイズだと、うつ伏せになったとき、ブラジャーの形が悪くなっちゃうかもしれないんで」

　とのことだった。

　着替えた後、桃田くんが部屋に入ってくる。

　ノーブラの私と向き合う。

　うう……は、恥ずかしいっ。ノーブラでＴシャツ一枚の姿を、男の人に見られてしまっている。羞恥しゆうち心で頭が沸騰してしまいそう。こんなに恥ずかしいのは生まれて初めて……ああ、いや。

　そういえば私、昨日もノーブラになったっけね。

　今になって思い返すと……な、なんて恥ずかしいことをしてたんだろう。ダメだなあ。ゲームに熱中しすぎると、本当に周りが見えなくなっちゃう。

「じゃあ、ベッドにうつ伏せになってください」

　桃田くんは少し顔を赤くしていたけれど、そこまで動揺することはなかった。昨日のことで多少の耐性がついているのかもしれない。

　私は指示に従い、ベッドにうつ伏せとなる。すると桃田くんは背中にバスタオルをかけてくれた。タオルの上から揉んでいくらしい。

「では、施術を開始します」

「はい……いやちょっと待って！」

　遅ればせながら、私は突っ込んだ。体を起こして後ろを振り返る。

「なんで!?　なんでこんな本格的なマッサージなの!?　普通肩を揉むって言ったら、後ろから、こう、両手で揉み揉みする感じじゃ……」

「あー、その両手で後ろから揉むやつって、あんまり効果ないんですよね」

「そ、そうなの……？」

「肩こりって肩だけじゃなくて、首や背中の筋肉とかの全体的な問題ですから。他ほかにも、眼鏡めがねの度が合ってないのが、肩こりの原因だったりもしますし」


「…………」



「人体って、全部繫がってるんですよ」

　なんかそれっぽいことを言ってきた。なんとなく言いくるめられてしまい、結局私はまた大人しくうつ伏せに戻る。

　すると肩に、桃田くんの手が置かれる。

　そして──グッ、と。


「ひぐぅっ……!?」



「痛かったですか？」

「い、痛くは、ない……ない、けど……」

「じゃあ、続けますね」

　グッ、グッ、グッ、と。

　肩や背中に、指が食い込んでくる。痛……くはない。力強い手つきだけれど、決して乱暴ではなく、優しく包み込むように筋肉を解ほぐしてくれる。


　ほんの少しだけ痛くて、くすぐったくて──き、気持ちいいぃ……！



　ま、まずい。

　気持ちよすぎて……変な声が出ちゃいそう。

「あっ……ああっ、ふぅ……んっ。～～っ」

　みっともない声を聞かれたくなくて、慌てて唇を引き結ぶけれど──

　直後、真面目まじめな声で言われる。

「織原さん、息止めないでください。筋肉固まっちゃうんで」

　そんな！

　この状況で、もっと声を出せって言うの!?

　ドＳなの!?

　なんか急にサディスティックなんだけど桃田くん！

　なんて反論したかったけど、桃田くんは極めて真剣な様子なので、突っ込むわけにもいかない。仕方なくゆっくりと口を開いて呼吸をする。

　その間にもアグレッシブな指圧が続く。

　息止めを封じられた私は、指に押し出されるように喘あえぐ他なかった。

「んっ……あ、あっ……」

「次、首周りいきますね」


「え……あっ、あ～～っ…す、すごいっ、あんっ……うっ、ふぅ……」



「肩甲骨、剝はがしていきますよ」

「え？　は、剝がす!?　剝がすってどういう──んはぁっ！　な、なにこれぇ……噓っ、指が、桃田くんの指が入ってきて…ああっ……ああんっ！　はぁぅんっ！」

「棘下筋きよくかきん、ほぐします」


「なにそれ!?　どこの筋肉……うっ、あああ～～っ！　ダ、ダメダメ！　そんなとこ触っちゃ……あっ、あんっ。もう、ダメ……コ、コリコリしないでぇ……」



「次は、ちょっとボキボキ鳴るかもしれません」


「え、ええーっ!?　や、やだやだっ、怖い、怖いよ……あっ、ダメ、あっ、そんなっ、あっ、あんっ……んはぁ～～～～っ！」



　猛々たけだけしく雄々しい腕が、無慈悲でありながらも繊細な指先が、私の肉体を弄もてあそんでは喘がせていく。もはや羞恥心は消え去り、肉体はひたすらに快楽に溺おぼれようとしていた。

　身も心も、ドロドロに溶かされていく──







「わっ。すごいっ、肩が軽い軽い！」

　たっぷり三〇分ほどの施術が終了した後、私はベッドに腰掛けて肩を回す。

　いつになく快調だった。

　肩こりが噓みたいになくなっている。

「喜んでもらえてよかったです。マッサージに慣れてない人だと、『揉み返し』があるかもしれないんで、今日は寝る前に水分を多めに摂るようにしてください」

「うん、わかった。でも……すごいね、桃田くん。どうしてこんな、本格的なマッサージができるの？」

「大したことないですよ。ほら、俺、家が整骨院やってるって言いましたよね」

　その話は聞いている。

　お父さんが整骨院の院長で、桃田くんはたまに手伝ってるって。

「今はただのバイトなんで、基本は洗濯とかの雑用と、たまに電気かけたりするぐらいなんですけど、時々親父や従業員の人にマッサージのやり方教わったりもしてて。あと、本当はいけないんですけど、混んでるときに『別に俺でも構わない』っていう常連さんには、俺が施術したりとか」

「そうなんだ。すごいね」

「全然すごくないです。まだ、本当に簡単なことしかできませんから」

「桃田くんは、将来はお父さんの後を継ぐつもりなの？」

「はい、一応。高校卒業したら専門学校行って、柔道整復師の資格取って、いずれは親父の後を継ごうと思っています」

「……すごい、すごいよ、桃田くん。まだ15歳なのに、しっかり将来のこと考えてるんだね」

　私が15歳の頃なんて……ゲームしかしてなかった。

　就職や仕事について具体的に考え出したのなんて、大学で就職活動が始まってから。今の仕事だって、本当に心からやりたかった仕事というわけじゃない。就職氷河期真っ只中ただなかで、手当たり次第にあちこち就職活動した結果、たまたま内定が出たのが今の会社だったというだけの話。

　それなのに桃田くんは、15歳にしてすでに、きちんと将来のビジョンを持っている。

「……織原さんのおかげ、ですよ」

　桃田くんは少し照れくさそうに言った。

「前は、将来のことなんか漠然としか考えてなかったですし、家の手伝いとかも正直適当にやってたんですけど──織原さんと付き合ってから、ちゃんとしなきゃな、って思うようになって。一日でも早く、織原さんに見合う立派な大人になりたいですから」

「桃田くん……」

「まあ、シンプルにバイト代が欲しいってのもあるんですけど」

　誤魔化ごまかすように笑う。私も笑ってしまう。言いようのない幸福感が、胸を満たしていくようだった。

　本当に本当に、なんていい子なんだろう、桃田くんは。

　ああ、いや。

『いい子』なんて、そんな風に子供扱いするのは失礼かもしれない。

　訂正しよう。

　本当に本当に──なんて素敵な男性なんだろう、桃田くんは。

「あの、それで……俺のマッサージ、お詫びにはなりましたか？」

　お詫び……？

　あー、そういえばそんな話だったね。ブルマー発言の贖罪しよくざいのために肩を揉むとか。

　もうすっかり頭から消えていたなあ。

　答えなんか決まっている。

　私はベッドの上で正座し、三つ指突いて頭を下げた。

　今度はこっちがお願いする番だ。

「──今後も定期的にお願いします！」
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　かくして──俺達の初めての喧嘩、『ブルマー事変』は決着を迎えた。

　たった一日二日の話だったが、ずいぶんと密度が濃い事件だったように思う。全体的に織原さんのノーブラ率が高くて、精神的にいろいろ疲弊してしまった。

　ノーブラでマッサージとかね……。

　整骨院で働く男にとって、施術対象の女性を性的な目で見ることは、タブー中のタブー。ちょっと変なことすりゃ一発でお縄となる。だから心のプロフェッショナルスイッチを入れて、『これは姉ちゃんの背中！　これは姉ちゃんの背中！』と思いながら頑張ったけど……それでもやはり、多少の興奮は抑えきれなかった。俺もまだまだ未熟らしい。つーか織原さん……体も声もエロすぎるんだよ。

　ともあれ。

　これでようやく、平穏な日常が訪れる。

　そう思っていた──矢先だった。

　指宿いぶすき咲さきという隣のクラスの少女に呼び出され、告白されてしまうのは。
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　人生初めての告白（される側）と、人生初めてのごめんなさい（する側）を経験することになった日の、翌日。

「そういえばモモ、二組の咲さきちゃんに告白されたらしいね」

　何気なく言われた台詞せりふに、昼飯を吹き出しそうになる。

「……なんで知ってんだよ」

「唄うたちゃんから聞いたんだよ」

　カナはからかうような笑みのまま言った。唄ちゃんというのは、カナが今付き合っている女子のことだ。以前紹介され、少しだけ話したことがある。

「咲ちゃんは、唄ちゃんの友達だからね。中学も一緒で、ずっと仲がいいみたい。モモに告白することも、事前に唄ちゃんに相談してたみたいだよ」

「そんな繫つながりがあったのか」

「で、モモ。咲ちゃんの告白には、なんて返したの？」

「……普通に断ったよ。『他ほかに付き合ってる女ひとがいるから無理だ』って」

「へえ。ちょっとは未練とかなかったの？　咲ちゃんって、気は強そうだけどかなりかわいいじゃん。織原おりはらさんは学校には来ないわけだし、二股でイケるかなって気持ちは──」

「ねえよ。当たり前だろ」

　他の女のことなんて考えられない。

　俺おれの心の容量は、織原さんですでに使い切っている。

「さすが。男らしくていいねえ」

　茶化すように言うカナ。

　するとウラが、不機嫌そうに鼻を鳴らす。

「ふんっ。織原に続いて、またもやモモに惚ほれるような奴やつが現れやがったのか。物好きな女がいたもんだぜ」

「ほんとだよな。俺なんかのどこがよかったんだか」

　皮肉めいた台詞にも反論する気は起きなかった。

　むしろ同意する。

　自分でいうのもなんだが……俺はモテない。少なくとも、なにもせずに女が向こうから寄ってくるタイプではない。

　そんな俺が、今まで一度も話したこともない同級生の女子から告白される？

　あり得ないだろう。

「たぶん、罰ゲームかなんかだったんだろうぜ」

「そんな卑屈にならなくても。自分じゃ気づいてないかもしれないけどさ、モモって結構かっこいいよ？」

「お世辞はいらねえよ」

「いやいやお世辞じゃなくて」

　カナは真面目まじめな顔で言う。

「背は高いし、顔だって悪くない。身だしなみはいつもキチッとしてるし、基本的に真面目で、クラスの雑用とかも進んでやる。普通に女子から好かれるタイプだと思う。ていうかぶっちゃけ、中学のときも、モモのことを好きな女子、何人かいたし」

「は？　う、噓うそだろ？　そんな奴いたのか……？　じゃあ……なんで俺は、今までモテてこなかったんだよ？」

「それは、まあ……モモは、ほら……運動が、ちょっとアレじゃん？」

　大変に言いにくそうに言われた。

　ウラは「あー」と納得の頷うなずきを見せる。

「ひでーなんてもんじゃねえからな、運動してるときのモモは。ダセえを通り越して哀れになってくる」

「そう……あの姿を見れば、百年の恋も冷めるよ。モモのこと好きだった子達も、みんな体育祭とか球技大会とかで、一気に熱が冷めてたね」

「なまじっか、運動できそうな見た目なのがまた悪いんだよな。バスケットボールを片手で摑つかめるくせに、ドリブルすらできねえって………がっかり感がハンパねえんだよ」

「なにげに筋肉があるのも考えものだよね。サッカーやるとパスを場外ホームランしてばっかだし、バレーやるとすぐに体育館の天井てんじようからボールが落ちてこなくなって、場の空気を盛り下げるし」

「パワー系運動音痴って始末に負えねえよな」

「そのくせモモって、体育も球技大会もサボらずに一生懸命やっちゃうからなあ。だからみんな、責めるに責められなくて、笑うに笑えなくて……」

　二人からボロクソに言われ、俺は際限なく落ち込んでしまう。マジかよ。そんな酷ひどかったのか、俺の運動神経って。ちょっと苦手ぐらいに思ってたんだけど、周囲から気を遣われるレベルだったのか。百年の恋も冷めるレベルだったのか。

「モモ。お前、織原と『ラウワン』に行ったって言ってたけど、よく嫌われなかったな。いろいろスポーツやったんだろ？」

「やったけど……織原さんは普通に笑ってくれて」

「まあ、運動神経どうこうでモテるモテないが決まるのなんて、学生だけだろうからね。社会人ぐらいになれば、彼氏の運動神経なんてどうでもいいだろうし。織原さんが大人で本当によかったね、モモ」

　やや皮肉めいたカナの台詞に、俺は「……ほんとにな」と力なく返した。

「さて。少し話を戻すけどさ──モモ。咲ちゃんをフるのに、『付き合ってる相手がいるから』って言っちゃったの？」

「ああ」

「そっか」

「なんだよ、なにか問題あったのか？」

「いや、モモらしい誠実な答えだと思うけどさ。うーん。どうなんだろう？　咲ちゃんの性格を考えると、ややこしいことになりそうな気がして」

「指宿いぶすきってそんな面倒くさい奴なのか……？」

「──悪かったわね、面倒くさい奴で」

　と。

　いきなり、声が割り込んできた。

　驚いて顔を上げれば、目つきを鋭くした少女が、不機嫌そうに頰ほおを膨らませていた。

「指宿……なんで、ここに」

「別にぃ。たまたまこの教室の前を通りかかったら、なんか私のこと話してるのが聞こえたから」

　つっけんどんな口調で言う。この空き教室は、たまたま通りかかるようなところじゃないと思うんだけど。
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　彼女は剣呑けんのんな目つきで俺を睨にらみつけてくる。

「桃田ももた……あんた、私とのこと、こいつらに言ったのね」

　怒りと羞恥しゆうちが滲にじむ眼差まなざしを受けて、理解する。そうか、俺が昨日のことを言いふらさないかどうか心配で、様子を見に来たってわけか。

「サイテー……。ふ、普通、こういうのって秘密にしとくもんでしょっ！　それを面白おもしろおかしく話して、私のこと笑いものにするなんて……」

「いや、俺は……」

「モモは話してないよ。ごめんね、咲ちゃん。僕が唄ちゃんから聞いちゃったんだ」

　言葉に詰まる俺の代わりに、カナが助け舟を出してくれた。

「金尾かなお……あー、そっか。唄が話したのか。あの子、あんたにだけはすごく口が軽くなるのよね」

「ねえねえ。咲ちゃんは、モモのどんなとこを好きになったの？」

　空気を読めないのか、それともあえてなのか、カナはとんでもない質問を口に出す。

　指宿は一気に顔を赤くした。

「は、はあ!?　バ、バカじゃないの……い、いきなり、なに言ってんのよ！」

「えー？　だって、好きだから告白したんでしょ？」

「す、好きじゃないし、こんな奴！　桃田っ！　あんたも勘違いしないでよ！　私はあんたのことなんか、なんとも思ってないんだから！」

「お、おう……」

　剣幕に圧されて頷いてしまうけれど、いまいちよくわからない。なんとも思ってないなら、なんで俺は告白されたのか。やっぱり罰ゲームかなにかだったんだろうか。

　指宿は羞恥に耐えるような顔で、ポツポツと語り始める。

「べ、別に、桃田がどうこうってのじゃなくて……誰だれでもよかったのよ」

　誰でもよかった？

「最近、周りの友達はみんな彼氏できちゃって、彼氏なんて絶対にできそうになかった唄まで金尾と付き合い出すし……だから私も、そろそろ彼氏欲しいなあと思って。それで、絶対に彼女いなそうで、でも最低限のスペックぐらいはあって、私がコクったら断らなそうな奴を選んだの……」

「……それが、俺だったってわけか」

　複雑な気分だが、まあ納得行く話でもあった。

　要するに俺は、完全なる安牌あんぱいだと思われてたってわけだ。

「絶対にイケると思ったから告白したのに……なんで私がフラれなきゃいけないの!?」

「それを俺に言われても」

「つーか、私をフるとかありえないから！　桃田は私のどこが不服なの!?　かわいいでしょ、私!?　私と付き合えたら幸せでしょ!?」

「かわいい、とは思うけど……いやだから、指宿がどうこうって問題じゃなくてだな。言っただろ？　俺、彼女いるって」

「噓ばっかり！　ああもうっ、その断り方もムカつくのよ。嫌いなら嫌いってはっきり言えばいいじゃない。それなのに、彼女がいるフリして体ていよく断ろうとして」

　……おや？

　これはもしや、俺の『彼女いるから』発言は、まるで信じてもらえてないのか？

　まあ指宿からしたら、『絶対に彼女いなそうな奴』と思って俺に告白したわけだから、信じられないのもしょうがないのかもしれないけど。

「う、噓じゃねえよ。俺、本当に彼女いるから」

「誰よ。じゃあ教えてよ。何組の子？」

「何組って言われても……」

「なに？　他の学校の子なの？」

「えっと……」

「ほら、やっぱり噓じゃん」


「…………」



　口を噤つぐむ他なかった。そうだった、うっかりしていた。俺と織原さんの関係は、世間におおっぴらにできるようなものではなかったのだ。

　さっきカナが告げた懸念が、ようやく理解できた。

　どう返答するか迷っていると、

「……けっ。モモがてめえみてえな尻軽しりがるビッチと付き合うわけねえだろうが」

　ウラが口を開いた。

　俺の背後から、だ。

　指宿が来た瞬間、自前のコミュ障を存分に発揮して俺の背後に隠れたのだけれど、なにを思ったのか、急に顔を出してきた。

　露骨に喧嘩けんか腰な台詞を受け、指宿はギロリとウラを睨みつける。ウラは一瞬身を竦すくませたが、再び俺の後ろに隠れるようなことはなかった。

「は？　なに？　尻軽ビッチって、私のこと？」

「ふんっ。そうに決まってんだろ。んだよ、誰でもいいから彼氏が欲しかった、って。ビッチ丸出しじゃねえか」

「ウザ……てか、急になに？　あんた誰？　なんでここにいんの？」

「ああ!?　て、てめえ、僕を知らねえのか!?」

「知るわけないでしょ、あんたなんか」

「……ふざけんな。僕がてめえに、どれだけの苦汁くじゆうを舐なめさせられたと思ってやがる。指宿咲……名前は知らなかったが、顔はよーっく覚えてたよ。いっつもいっつも、僕が席を離れた隙すきに僕の席に座りやがって……！」

　凄すさまじいまでの憤怒ふんぬを滲ませた声であった。どうやら、やたらとウラの席に座っている女子とは、指宿のことだったらしい。

　ウラとしては、入学当初からの恨みをここぞとばかりに吐き出したのだろうけれど、指宿の方はピンと来ていないようだった。

「席……？　ああ、そう」

「ああ、そう!?　人に迷惑かけといて、それで済ます気か!?」

「だって知らないし。席なんか適当に座ってるだけだもん」

「……ふざけんな。てめえの適当さで、僕がどれだけ辛つらい思いをしたと思っている」

「ふぅん？　まあよくわかんないけど、悪かったわよ。ごめんごめん」

「なんだその適当な謝罪は!?」

「謝ったんだから、もういいでしょ。しつこいわねえ、席ぐらいで。背がチビっこいと器まで小さくなんの？」

「くっ……てめえ、人の身体的特徴を揶揄やゆするとか、人として最低だぞ。このクソビッチ！」

「はあ？　人のことクソとかビッチとか言う奴の方が最低だと思うんですけど？」

　火花を散らして睨み合う二人。しかしやはり性格上の問題なのか、段々とウラは気圧けおされていき、最終的には俺の背中に隠れた。

「おら、モモ！　お前も言ってやれ！　てめえみたいなブスとは付き合わねえよ、バーカ、ってな！　やーい、フラれ女！　ブース、ブース、ブスブスブース！」

「……小学生かよ」

　そうこうしているうちに、予鈴のチャイムがなった。

　俺達三人は慌あわてて昼飯を片付ける。弁当を持ってきていない指宿は一人先に教室を出ていこうとしたが、去り際に俺の方を見て、

「……私とのこと、これ以上言いふらさないでよ」

　鋭い目で、念を押すように言ってきた。

「わ、わかってるよ」

「あと、私をフッた理由もちゃんと説明してね。じゃないと納得できないから」

　そう言い切り、足早に去っていく。

　ちゃんと説明できたら苦労しねえんだけどな。
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「桃田くん。今、大丈夫？」

　カナの彼女──魚海うおみ唄から声をかけられたのは、放課後だった。

　廊下を歩いている途中に、背後から呼び止められた。

「久しぶり、だね」

「ああ、久しぶり」

　魚海唄。

　小柄な少女である。

　髪型はショートカット。体つきは華奢きやしやで、身長なんて俺の鳩尾みぞおちぐらいまでしかない。顔立ちは整っているけれど表情に乏しく、精巧に作られた人形みたいな印象を受ける。

　前に一度、カナから紹介されたときに二、三言葉を交わしたぐらいで、こうして一対一で話すのはこれが初めてだった。

「咲が迷惑かけてるみたいで、ごめんね」

　大した前置きもなく、淡々と魚海は言った。

「別に迷惑ってわけじゃ……つーか、魚海が謝ることでもないだろ」

「でも、私のせいでもあるから。遥はるかくんと付き合いだしてから、どこどこにデートに行ったとか、こんなプレゼントもらったとか、ずっと咲に自慢しちゃってたし」

「そのぐらい普通だろ」

「調子に乗って、『今度みんなで、自分の彼氏を連れて一緒にＢＢＱしようよ。あ。ごめーん、咲はまだ彼氏いないんだったね、プーックスクス』とか言っちゃったから」

「……じゃあちょっとはお前のせいかもな」

　真顔で言う魚海に力なく突っ込んだ。

　しかし……相変わらず表情筋動かないなあ、この子。ちょっと面白いこと言ってるのに、ずっと無表情だ。『プーックスクス』も超棒読み。

「咲ってイジるとムキになって面白いから、昔からついついからかいすぎちゃって」

　指宿は仲間内じゃイジられキャラであるらしい。現時点での俺の印象じゃ、気が強そうでおっかない女子、って感じなんだけど。

「桃田くんに告白することは聞いてたんだけど、まさかこんなすぐに行動に移るなんて思ってなかった」

「まあ……俺じゃなくても誰でもよかったらしいからな。慎重になる必要もなかったんだろ」

「ううん。それは違うよ」

　自虐的に言った俺に、魚海は静かに首を振った。

「彼氏が欲しくて悩んでたのは本当だと思うけれど──でも、誰でもよかったわけじゃないよ。フラれたのが悔しくて、照れ隠しでそう言ってるだけだと思う。咲はあの性格だから、全然素直に気持ちを伝えられなかったんだろうけど、ちゃんと、本気で、桃田くんと付き合いたかったはず」

「……そう、なのか？」

　誰でもいいから断らなそうな奴に告白した。

　俺としては、十分納得できる理由だったんだけれど──彼女の友人である魚海唄は、それはただの照れ隠しだと言う。

「これ以上は、私の口からは言えないけど」


「…………」



「でも、どっちにしても、桃田くんの答えは変わらないんだよね？　桃田くん、付き合ってる相手がいるんでしょ？」

「……まあ、な。指宿には信じてもらえなかったけど」

「私は信じるよ。桃田くんは、女の子の告白を噓で誤魔化ごまかすような人じゃないと思うから」

「ずいぶんと俺の評価が高いんだな」

「桃田くんは、遥くんの親友だって聞いてるから。だったらいい人に決まってるよ」

　ストレートすぎる過大評価に、妙なくすぐったさを感じる。

　親友、ね。

　なんか高校生にもなると恥ずかしいな、そういうノリ。

「ねえ、桃田くん」

　魚海は言う。

　一歩踏み出して、俺への距離を詰めながら。

「桃田くんは、もう彼女さんと、チューしたの？」

「……は？」

　耳を疑って問い返すも、魚海は動じない。それどころかさらに距離を詰めてくる。無表情のまま顔色一つ変えずに、同じ言葉を繰り返す。

「もう彼女さんと、チューしたの？」

「え、えっと」

「したの？」

「……し、してないよ、まだ」

　視線の圧力に気圧されて、思わず本当のことを言ってしまう。

「そうなんだ」

「ま、まあ、こういうのはお互いのタイミングが大事っつーかさ。焦あせる必要はないし、がっついて無理やりするのもよくないと思うから…‥」

「私も、まだしてない」

　必死に言い訳を並べる俺を無視して、魚海は静かに言った。

　いや、聞いてないんだけど。てか聞きたくないんだけど、友達のそういう話って。興味ないって言えば噓になるけど、でも彼女サイドからいきなり暴露されても反応に困る。

「そ、そっか。大事にされてるんだな」

「チューよりもすごいことは、いっぱいしてるんだけど」

「……へ？」

「チューよりもすごいことは、いっぱいしてるんだけど」

「いや、聞こえなかったわけじゃなくて」

　もうやだよ、この子……。

　話してるだけで、恥ずかしくて死にそうになってくる。

　言いようのない気まずさに苦しむ俺を無視して──魚海は、独り言のように囁ささやく。

「遥くん、チューだけはしてくれないんだ」

　感情の読めない無表情のまま吐き出された声には、どこか寂さびしげな響きがあった。

　俺は──なにも言わなかった。

　金尾遥。

　小学校からの付き合いで、いわゆる腐れ縁。

　親友と表現して問題ない程度の関係だろう。

　けれど。

　たとえ親友と言えども──お互いの全てを知っているわけではないし、心の全てを開けっぴろげにしているわけでもないのだ。
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『へえ、今週末は仙台デートなの。楽しそうね』

　仕事の都合で少し遅めになった昼休憩。

　私は会社の外に出て、いつもの公園で雪ゆきちゃんに電話をかけていた。

『どこに行くかは決まってるの？』

「それが……まだ。仙台に行くことだけは決まったんだけど」

　私達が外でデートをする場合、お互いの知り合いと鉢合わせしないような場所を選ばなければならない。

　県外の仙台にまで行けば、エンカウント率はグッと下がるだろう。まあ、そうは言っても、この辺りの県民が休日に『ちょっと遠出して遊びに行こう』となれば、仙台は真っ先に挙がる候補地の一つなので、完全な安全地帯とは言い難いんだけど……それでも、やっぱりデートがしたい。

　できる限り一緒にいたい。

　二人で一緒に楽しいことをしたい。

　この気持ちは、どうしようもないものだと思う。

「だから雪ちゃんに、おすすめのスポットがあったら教えてもらおうと思って」

『わかったわ。後でラインしとく』

「ありがと。さすが雪ちゃん、頼りになる」

『いえいえ。それにしても、姫ひめが仙台でデートなんてね……感慨深いものがあるわね』

　物思いに耽ふけるような口調で、雪ちゃんは言う。

『学生時代、私が仙台に遊びに行こうと誘ったら、「え？　仙台って、オタクショップ以外に行くとこある？」と言い放ち、そして本当にオタクショップ巡りだけして帰ろうとしたあなたがねえ』

「や、やめてよ！　黒歴史を掘り起こさないで！」

　言ったなあ、そんなこと。学生時代の私はそんなキャラだった。

　まあ実際、オタクショップ巡りは超楽しかったんだけど。仙台駅周辺は、東北住みのオタクにとっては聖地みたいなものだからね。昔、雪ちゃんと行ったときも、魚屋さんの二階にあるせいで、『魚臭いアニメイト』の愛称で親しまれるアニメイトで、ＦＦやテイルズのグッズをいっぱい買ったっけなあ。今はその場所は、アニメイトが移転した後にメロンブックスが入って、『魚臭いメロンブックス』になっちゃったんだけど。

　桃田くんとのデート、オタクショップ巡りというのも楽しそうだけれど……いや、やめとこう。それはそれで楽しいと思うけれど、桃田くんも反対しなそうだけれど、初仙台デートぐらい、もうちょっとリア充っぽいことをしたい。

『ちなみに、泊まりなの？』

「ま、まさかっ！　日帰りに決まってるでしょ！」

『あら、残念』

「もう……面白がって」

『心配しているのよ。あなた達、諸々の歩みがすごくスローペースのようだから。こないだのお泊まり会でも、結局なにもなかったそうだし』

「うう……」

『今度のデートでは、せめてキスぐらいできるといいわね』

「……そ、そういう雪ちゃんは、どうだったの？」

　からかわれっぱなしは悔しかったので、反撃に出ることにした。

『どうだった、って？』

「今の旦那だんなさんとは……ど、どのぐらいのタイミングで、キスしたの？」

『っ!?』

　電話越しにも動揺の気配が伝わってきた。

『……別にいいでしょう？　私のことなんて』

「お、教えて欲しいなあ。結婚して子供まで作っちゃってる人生の先輩から、キスするタイミングについて教えを請いたいなあ」

『私の経験なんて、大して参考には……』

「あれれー。私はたくさん自分のこと話してきたのに、そっちはなんにも教えてくれないの？　なんか、フェアじゃないような気がするなあ」

『……っ』

　数秒、相当な葛藤かつとうを感じさせるような間があってから、

『……は、初デートのとき、向こうから』

　と、雪ちゃんは言った。

　常に冷静沈着な彼女らしくもない、羞恥に震えた声だった。

「へ、へえ……そうなんだ。初デートでしちゃうなんて、ずいぶんとハイペースな……って、あれ？　待って。初デートってことは、もしかして……まだ付き合ってないタイミングなんじゃ」

『そう……なるわね』

「へえ。へえー。なんていうか……へえぇー。付き合ってもないうちから、ずいぶんと気が早いことで……ち、ちなみに、場所は？」

『……帰り際に、道路の隅の方で』

「路チュー!?　路チューしてたの雪ちゃん!?　初デートで路チューって……うわぁー、意外と情熱的な恋をしてるんだね……」


『…………ごめん。姫。そろそろ勘弁して』



　今にも死にそうな声で謝られてしまった。

　常に凛りんとした空気を纏まとい、なにかと高潔に振る舞う雪ちゃんにとっては、自分の恋愛譚たんを赤裸々に語ることは、拷問にも似た恥辱だったのかもしれない。

「あはは……なんか、雪ちゃんのこういう話を聞けるのが新鮮だったから、調子に乗っちゃった。ごめんね、もう聞かないから」

『そうしてくれると助かるわ』

「また今度、お酒を飲んだときにでも聞かせてね」

『……ほどほどにお願いします』







　雪ちゃんとの電話を終えてから、私は会社へと戻った。スマホの充電が切れそうになっていたので、充電器が置いてあるロッカールームへと向かう。

　ドアを開いた瞬間──

「──やっぱり十代の彼氏とかありえないって！」

　心臓が、止まるかと思った。

　ロッカールームにいたのは、後輩の小松こまつさん一人。

　オシャレなオフィカジに身を包む23歳で、趣味は音楽フェス。会社の後輩でもなかったら私とは一生関わることがなかったであろう、パリピーでリア充で陽キャな女性。彼女はスマホを耳に当て、誰かと会話しているようだった。

「だから私、さんざんやめとけって言ったでしょ。学生なんかと付き合っても、うまくいくはずないんだから。親の金で暮らしてる学生を、男として見ろって方が無理だもん。あんた自身、無意識に見下してるから説教みたいなことして相手を怒らせ──あっ」

　ドア付近で硬直してしまった私に気づいたらしく、小松さんは「ごめん、また仕事終わったらかけるから」と言って、慌てて通話を切った。

「すみません、織原チーフ。誰もいないと思ったからつい大声で話しちゃって。うるさかったですよね？」

「う、ううん。大丈夫……えと、今のは？」

「ああ、大学の友達です。なんか、恋愛相談みたいなことされちゃって」

「そ、そっかー。友達の話ね……」

　あ、あ、焦ったーっ！

　バレたかと思った！

　社会人として死んだかと思った！

　なんだ、私のことじゃなかったのか。あー、よかった。

　ホッと胸を撫なで下ろす私だったけれど、

「織原さんは、年下の彼氏ってどう思いますか？」

　撫で下ろした胸が、再び跳ね上がるような質問を投げかけられた。

「今話してた友達、私と同じ23歳なんですけど……実は今、19歳の大学生と付き合ってるんですよね」

「へ、へえ、19歳」

「ありえなくないですか？　19歳って」

「そ、そうだねー。ありえないねー」

「もはや犯罪みたいなもんですよね」

「そ、そうだねー。犯罪みたいなもんだよねー」

　ごめんなさい。

　15歳と付き合っててごめんなさい。

　犯罪みたいなもんどころか、割と犯罪でごめんなさい。

「こ、小松さんは、年下は恋愛対象として見れない感じ？」

　これ以上私のことを掘り下げられたくなかったので、質問には答えないまま何気なく質問で返すという戦略を取ることにした。幸い、彼女は私の作為には気づかなかったようで、少し考える素振りを見せてから、

「別に、年下が絶対ダメってわけじゃないですけど──でも、年下の彼氏って尊敬できなくないですか？」

　と、質問に答えてくれた。

「私、付き合うなら、尊敬できる男がいいんですよね」

「尊敬……」

「男として、人間として、尊敬できる男の人。私よりも頭がよくて、私よりも稼いでる人。そうなると必然的に、恋愛対象は年上になっちゃうんですよね。社会人になってからというもの、年上で仕事ができる格好いい男を間近で見る機会が増えたせいか、どうも年下の男が頼りなく見えちゃって」


「…………」



「あ。もちろん、常に三歩下がって男を立てたい、みたいな健気けなげなことは考えてないですよ。なんていうか……私が尊敬する分、相手にも私を尊重して欲しいっていうか。お互いがお互いをリスペクトできる関係が理想っていうか。とにかく、大事だと思うんですよね。男にとっても女にとっても、相手を尊敬できるかどうかって」

　私とは違う価値観──だけど、まるで理解できないというわけではなかった。

　そういえば雪ちゃんも、結婚相手は年上がいい、という考えの持ち主だった。

　年下だと下に見ちゃいそうだから。

　子供扱いしちゃいそうだから。

　とのこと。

　雪ちゃんらしいな、と思う。彼女とは高校時代からの付き合いだけど、当時から博識で聡明で、年齢よりずっと大人びていて、同年代や年下の男じゃ考えが合わないだろうとは、私も感じていた。

　実際に彼女が選んだ旦那さんも、一回り年上の男性だった。

　きっと彼は、雪ちゃんにとって尊敬できる相手だったのだと思う。

「その友達、19歳の彼氏のこと、最初は『母性本能くすぐられてかわいい』とか言ってたんですけど、結局段々と頼りないところに苛々いらいらしてきたみたいで。とうとう『もっと将来のこと考えろ』とか言い出しちゃったらしいんです……でも、そんなの相手からしたらただの鬱陶うつとうしい説教じゃないですか？　だいたい、そういう『私はあなたのためを思って言ってるのよ』的な台詞が出てくること自体、無意識に相手を下に見てる証拠だと思いますし。リスペクトできない男と付き合うと、お互いのためにならないと思うんですよね」

「……そ、そうだよね、リスペクトって大事だよね」

　なんとか話を合わせ、知った風に相槌あいづちを打った。

　ど、どうしよう。全然話についていけない。なんかレベル高すぎない？　すごいなあ、小松さん。私より４つも年下なのに、きちんと自分の恋愛観を持っている。

　恋愛偏差値が中学生並みの私には、少々難しい話だ。

　昔からゲームばっかりで恋愛なんて全くしてこなかった。

　恋愛を夢見ることはあっても、現実的な目線で深く考えることはなかった。

　かと言って──ゲームの中で恋愛をしているというわけでもない。ギャルゲーや乙女おとめゲーという、いわゆる恋愛シミュレーションゲームには昔から興味がない。

　よくよく考えてみると私は、ゲームですら恋愛経験がない、かなり寂しい女だったのかもしれない。ゲームでの恋愛なんて……『ドラクエⅤ』の嫁選びと、『パワプロ』のサクセスぐらいだなあ。

「あっ。すみません。なんか私、思い切り年下彼氏批判しちゃいましたけど……もしかして織原さん、年下の男と付き合ってたりします？」

　はい、付き合ってます。

　それも、15歳の学生です。

　なんて言えるはずもなく、

「ううん。今は彼氏いないから」

　と、噓をついた。この、さりげなく『今は』を強調する言い方は、長い長い恋人不在期間で身についた習性みたいなものだった。

　桃田くんと付き合い始める前も、この手の話題にはいつも『今は』をつけて返してきた。女としてのプライド……というよりは、ほっといて欲しい、という意味合いが強い。正直に『一度もいたことがない』とか言うと、そっから変に話題が広がりそうで嫌なんだよね。

「そうなんですか。なんか織原さんって、浮いた話全然聞かないですよね」

「うん……まあ、今は仕事が恋人っていうか。それにほら、うちの会社って社内恋愛ＮＧだし」

「あー、らしいですね。なんか昔、社内不倫がきっかけで会社が潰つぶれかけたとかで」

　私が入社する前の話なので詳しくは知らないけれど……口に出すのも憚はばかられるぐらいの、ドロッドロの修羅場しゆらばがあったらしい。

　女と女の醜い争いと、それに挟まれて右往左往する男の、誰も幸せにならない地獄の愛憎劇が繰り広げられ、会社全体が笑えないレベルの損害を被こうむったそうだ。

　その一件は我が社ではタブー中のタブー扱いであり、以降『社内恋愛禁止』という暗黙の了解が生まれたそうだ。

「そのルールのせいか、うちの男達って私達のこと一切いつさい誘ってこないですよね。よその会社の女子とは合コンしてるらしいのに」

「そうそう。だから、全然出会いがなくてさ」

『今はいない』

『仕事が恋人』

『出会いがない』

　テンプレートな受け答えは、社会人生活で身につけた、私なりの処世術である。27まで恋愛経験皆無で生きてくると、この手のトークスキルならぬ、トーク回避スキルは嫌でも磨かれていく。今回も表面上は今まで通りに恋愛関係の話題を躱かわすけれど──内心ではドキドキだった。

　今までとは違い、今の私には彼氏がいる。

　それも、職場には絶対に隠さなければならない秘密の彼氏。

　いつどこでボロを出してしまうか不安で、胃がキリキリしてきた。

　一刻も早く話題を変えたい。

　すると、私の願いが通じたのか──スマホが震えた。

「あ。ちょっと、ごめん、電話来たみたい」

　断ってから、ロッカールームを後にする。

　本当は電話じゃなくてラインだけど。雪ちゃんが仙台のデートスポットを教えてくれたのかな、と思いながら画面を見てみると──その相手は、実家のお母さんだった。
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　下校の途中、織原さんからラインが入った。




『今日、実家から卵が送られてくるんだけど

　よかったらうちで一緒にご飯食べませんか？

　頑張って美味おいしいの作るから』




　織原さんの実家は、県北の田舎いなかの方にあると聞いている。

　養鶏場をやっている親戚しんせきから定形外の卵を安く買わせてもらうことが割とあるそうで、実家を出て一人暮らしをしている織原さんにも、卵のおすそ分けが定期的に送られてくるらしい。

　俺は二つ返事で、というか秒で既読にして『喜んで！』と快諾の返事をした。




『よかった！

　じゃあ、私は少し遅くなりそうだから、先に部屋に入ってていいよ。

　もし宅配で卵が来たら、代わりに受け取ってもらえると嬉うれしいです』




　嬉しすぎる誘いを受けた俺は、大急ぎで実家へと帰り、私服に着替えてから織原さんの住むマンションへと自転車を走らせた。

　本当ならばまっすぐ向かった方が早いのだけれど、さすがに制服で彼女の家に上がるわけにはいかない。ご近所様に目撃されたら、どんな噂うわさが立つかわかったものじゃない。

　27歳と15歳の──成人と未成年の、秘密の恋人関係。

　俺が身長１８０超えで、その上やや老け顔であるせいか、どうにも未成年感が薄いのだけれど──法律だけで言えば、織原さんは未成年との淫行いんこうを働く大人となる。

　まあ、まだキスもしていない現在の段階では、厳密には淫行には当たらないのかもしれないけれど。

　というかそもそも、淫行には絶対的な基準は存在せず、都道府県ごとに条例が異なる。さらに言えば、世の中で捕まる淫行の大半が『女の方が未成年』というパターンであり、俺達のような『男の方が未成年』パターンは日本では極めて判例が少なくて、調べてみてもよくわからなかった。未成年側の親、つまり俺の親さえ文句を言わなければ、たとえ関係が明るみに出たところでなにも問題なかったりするのかもしれない。

　とは言え。

　それでも、もしもこの秘密が周知の事実となれば──一人の社会人として、彼女がどんな顰蹙ひんしゆくを買うか、どんな好奇の目で見られるか、わかったものではない。

　申し訳なく思う。

　情けなく思う。

　俺が未成年であるせいで、相手にばかりリスクを負わせてしまっている。万が一淫行で御用となったときは、未成年である俺の個人情報は保護され、成人である彼女だけが世間の晒さらし者となるのだろう。

　自分だけが安全圏にいる状態が、むず痒がゆくて不甲斐ふがいない。

　この先どうすべきかは、段々と考えていかなければならないのだろうけれど──とにかく今は、俺達二人の関係は秘匿しておくに越したことはない。

　そういう意味では──指宿の件は迂闊うかつだった。

　初めての告白にテンパるあまり、つい本音で答えてしまった。

　うーむ。どうしたもんかなあ。

　ほんと、考えることが山積みだ。

　今週末の仙台デートのことだって、いろいろ考えなきゃならないのに──


「…………」



　あれこれ思考を巡らせているうちに、織原さんの住むマンションに到着。

　三〇三号室。

　チャイムを押してみるけれど、返事はない。

　まだ仕事から帰ってきていないらしい。

　では、入っていいと許可も出ていることだし、中で待っているとしよう。

　俺はポケットに手を入れて、ある物を取り出す。

　ててててっててー。

　彼女の、部屋の、合鍵あいかぎ～（水田みずたわさびボイス）。

「……ふふふっ」

　つい笑いがこみ上げてしまう。もらっちゃったんだよねー、合鍵。私がいないときも出入りできるように、って。

　なんかさ……すごくね!?

　めっちゃ嬉しくね!?

　彼女の部屋の合鍵をもらうって……なんつーか、こう、男として全幅の信頼を寄せてもらっている感じがあるというか、彼氏として認められた感じがあるというか。

　合鍵があれば、いつでも織原さんの部屋に入れる。

　つまりその気にさえなれば……彼女の不在時にいくらでも部屋を漁あされるということ。たとえば……タンスにしまってある下着を拝見することだって自由自在だ。

　もちろん、やらないけど。

　織原さんは、俺ならばそんなことはしないと信頼してくれたからこそ、合鍵を渡してくれたのだ。ならば男として、その信頼を裏切るわけにはいかない。

　織原さんの下着……いや、もちろん、見たくないと言えば噓になるけど、勝手に漁るような真似まねは絶対にできない。いつの日か織原さんが自分から『見て！』と言ってくるまで待って……いや、来ねえよなあ、そんな日は。

「……おじゃましまーす」

　鍵を開け、一応小声で挨拶あいさつしてから、俺は部屋に入る。靴を脱いだぐらいのタイミングで、廊下に落ちているあるものに気づいた。




　それは、巨大なブラジャーだった。





「…………」



　いやっ！

　いやいやいやいや！

　なにこれ!?　どういう状況!?

　テンパる頭を必死に落ち着かせ、俺は一歩一歩、地雷原を歩むような足取りで廊下を歩いていく。どうか見間違いであってくれ。性欲を持て余した思春期男子の煩悩ぼんのうが単なる布の塊をブラジャーに見せただけであってくれ。そう祈りながら至近距離まで近づいてみるけれど──それはやっぱり、どっからどう見ても、ブラジャーだった。

　女性用胸部補整下着であった。

「う、うわあ」

　見ちゃった。

　思い切り見ちゃった。これは……不可抗力だなあ。部屋を漁って下着を盗み見るような真似は絶対にするまいと思っていたけれど、まさかこんなに堂々とブラジャーが落ちてるなんて。うん、不可抗力、不可抗力。

「……な、なんだこれー？　なんかの、布かなー。これはちょっと、拾ってよく見なきゃなにかわかんないぞー」

　一人言い訳しながら、俺はブラジャーへと手を伸ばす。不可抗力、不可抗力だ！　落ちているものは拾って持ち主に届けるのが善意ってもんだからな！

　恐る恐る、両手で肩紐かたひもの部分をつまむように持ってみる。

「お、おおう……」

　デカっ。

　細やかな刺繡ししゆうが施されたブラは、とんでもなく巨大だった。見ているだけで圧倒されてしまう。すげえ。すげえよ。これは、人体の一部を支えるサイズじゃねえだろ。メロンを二つ持ち運ぶための道具だろ。

　この布が普段、織原さんのおっぱいを支えているのか──そう考えた瞬間、俺はある感情に支配されてしまう。

　性欲、ではなく──

「……いつも、ありがとうな」

　感謝、だった。

　圧倒的な感謝だけが、心から自然と湧わき上がる。最愛の女性のブラジャーを前にしながら、撫で回すでも匂においを嗅かぐでもなく、ただ感謝を伝えたくなった。

　あの巨大な双丘を支え続ける日々……それはきっと、西の大地で蒼穹そうきゆうを支えたという巨神アトラスにも匹敵ひつてきする重責であろう。文句の一つも言わずに女性の美を守らんとするこいつに、俺は一人の男として敬意を抱かずにはいられない。

　ありがとう。

　これからも、織原さんのおっぱいをよろしく頼むな。

「ん？」

　玄関入って二秒でブラジャーという、大変スペクタクルな光景で頭がいっぱいいっぱいになっていた俺だけれど──ここでようやく、浴室の方からシャワーの音が響いていることに気づいた。

　なんだ、織原さん、もう帰ってたのか。

　鍵をかけていたのはシャワーを浴びるからで、シャワー中だからチャイムの音も聞こえなかったってことか。

　やがて──水音が止まる。

　脱衣所の扉の奥から、ガラリ、と浴室の扉が開く音が聞こえた。

　ま、まずい。

　たぶんこのブラジャーは、着替えるために用意して移動中に落としたものだろう。そのことに気づいたら廊下まで探しに来る可能性が高い。

　つまりこのままでは、織原さんと鉢合わせしてしまう……！

　ブラジャーを握り締めているところを見られたら、どんな誤解を受けるかわかったものじゃない。俺はなにも悪いことはしてないのに！　毎日毎日頑張っているブラジャー様を労ねぎらっていただけなのに！

　数秒、必死に頭を働かせた末──俺とブラジャーの存在を伝えることを決めた。たぶん、これがベストだろう。お互い気まずい思いをすることになるけど、変な誤解を受けたり、相手の裸を目撃してしまうよりはマシなはずだ。

　コンコン、と脱衣所の扉をノックする。

「あの……織原さん。これ、廊下に落ち──」

「──あらぁ。姫ちゃん、帰ってきたの？」

　扉越しに要件を伝え、ちょっとだけ隙間すきまを開けてもらうつもりが──

　いきなり、思い切り、スライド式のドアが全部開いた。

　そこには一人の女性が立っていた。

　織原さん──ではない。

「ちょうどよかった。ねえ、そこらへんに私のブラ落ちてなかっ……た……」

　彼女は、ようやく俺の姿を視認したらしく、目を見開いて完全に硬直した。

　見知らぬ女性、である。

　やや垂れた目が特徴的で、柔らかな顔つきをしている。シャワーを終えたばかりのためか、髪や肌は濡ぬれているし──服は着ていなかった。

　全裸、である。

　手で押さえたバスタオルでかろうじて体の前面だけは隠れているけれど、その防壁はあまりに頼りない。ふとした拍子に全てが丸見えになってしまいそう。

　そしてなにより──デカい。

　デカいにもほどがある。

　豊麗な胸部は、バスタオルでもまるで隠せていない。髪から垂れた滴が、胸に落ちて谷間へと消えていく。湯上がりの巨乳美女は、たまらなく扇情的であった。

　織原さんに勝るとも劣らない、天上の極乳──

「……きゃあっ！」

「す、すみません！」

　突然の事態に硬直していた俺達は、五秒程度の沈黙を経てようやく我に返った。勢いよく扉が閉められ、謎なぞの女性は脱衣所に消えた。

　衝撃の余り、俺は立ち尽くすことしかできなかった。

「……だ、誰？」

　誰だ？　マジで誰だ、今の美女は？　なんで織原さんの部屋で、知らない女がシャワーを浴びてるんだ？

　なに一つとして理解できぬ状況に混乱していると──やがて、勢いよく閉じられたはずの扉が、再びそろそろと開いた。

「あの……」

　わずかにできた隙間から、先ほどの美女が顔を出す。羞恥で赤らんだ顔のまま、怯おびえた目で俺を見つめてくる。

「もしかして……下着泥棒さんですか？」

「え……あっ、いやっ、こ、これは違いますっ！」

　反射的に握りしめたままだったブラジャーから、慌てて手を離す。

「お、俺は、ここに住んでる女性の、彼氏で、だから決して不法侵入とかじゃなくて、ちゃんと鍵で……」

「彼氏……じゃあ、まさか──」

　犯罪者に仕立て上げられないよう必死に弁明していると、美女はなぜか、パアッと表情を輝かせた。スライド式のドアが再び開かれる。
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「あなたが──桃田薫かおるくん？」

「え……は、はい」

　頷くも、それどころじゃない。視線をどこに向けたらいいのか見当もつかない。おっとり顔の美女は先ほどとは違い、きちんと体にバスタオルを巻いていたけれど、それでも官能的なシルエットはまるで隠せていない。豊満な胸部、くびれた腰、そして巻き付けたバスタオルの裾すそから覗のぞく白い太もも……十代男子には刺激が強すぎる。

「まあっ！　すごいっ！　本当にいたのね！」

　こちらのテンパり具合など知る由よしもなく、美女は一人感動していた。

「へえ、へえ～。あなたが、そうなのね。わあ、背ぇ、おっき～。肌も綺麗きれいで若々しいぃ……羨うらやましいわぁ」

　興味深そうに俺のことを観察してくるけれど、その姿はバスタオルオンリー。位置関係で胸の谷間が自然と目に入ってしまう。深い、あまりに深い。

「──な、なにやってるのっ？」

　と。

　玄関の方から声がした。視線を向ければ、スーツ姿の織原さんが目を丸くしていた。

「お──織原さん!?」

「桃田くん……」

「ち、ちがっ、違うんです！　とにかく違うんです！」

　なにが『違う』か全くわからないけれど、必死に言い訳を連発してしまう。

　裸の美女と二人きり。

　横にはブラジャー。

　まずい。この光景だけを切り取れば、どんな誤解を受けてしまうかわからない。このままだと、合鍵をもらった彼女の部屋に別の女を連れ込むという、浮気うわきの中でも最低最悪のクズ行為を行ったと認識されかねない！

　懸命に言い訳の言葉を探すが──しかしどうしてか、織原さんの視線には糾弾きゆうだんの色は全くなかった。もっと言えば、彼女は俺を見てすらいない。

　驚きの視線は、裸の美女へと向けられていた。

「なんで──お姉ちゃんがいるの？」

　お姉ちゃん？
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「はじめまして。織原姫の姉、織原妃きさきです」

　テーブルを挟んで座ると、巨乳美女──妃さんは、にこやかな挨拶と共にぺこりと頭を下げた。すでに服は着ている。もちろん下着も。俺が見つけてあたふたしていたブラジャーは、どうやら妃さんのものだったらしい。

　……なんだろうなあ。

　別にそこまで悪いことはしてないと思うんだけど、ちょっと浮気した気分だ。

　彼女以外の女性の下着を触ってしまった……。

「は、はじめまして、桃田薫です」

　緊張しながら挨拶をし、そして改めて彼女を見つめる。

　おっとりとした雰囲気を持つ、綺麗な人だった。どことなく、織原さんに似ている気もする。年は二十代前半ぐらいに見えるけれど、織原さんの姉ということは……少なくとも28以上ではあるのだろう。

　姉妹揃そろって童顔であるらしい。そして……姉妹揃って胸がヤバい。なんだよこの、ムチムチ姉妹は。ＤＮＡってすごいなあ。

「もうっ、来るなら連絡してよ。卵のこと、お姉ちゃんが持ってくるなんて聞いてないから。いつもみたいに宅配便で来るんだと思ってた」

「うふふ。ちょっと驚かそうかと思って」

「そんなことのために合鍵渡してるんじゃないんだけど」

　頰を膨らます織原さん。合鍵は彼氏の特権と思っていたが、どうやら実家にもその権利はあったらしい。

　母親から受け取った鍵を使い、妃さんは無人の部屋に入っていたそうだ。

　そして暇だったからシャワーを浴びようとして、念のために鍵を閉めて、廊下を移動中にうっかりと着替えのブラジャーを落とし──そこに偶然、俺が突入してしまったというわけだ。

「姫ちゃんの彼氏をぜひともこの目で見たかったから、卵を持ってくるついでに遊びに来たのよ。まあ……ちょっと恥ずかしい出会いになっちゃったけど」

　そう言って妃さんは、かすかに顔を赤らめながら俺の方を向く。

「ごめんなさいね、桃田くん。さっきは、はしたない姿を見せちゃって」

「い、いえ……」

　うーむ。

　織原さんもそうなんだけど、なんで大人の女性って、ラッキースケベしたときに向こうから謝ってくるんだろうなあ？　そんな低姿勢に来られたら、こっちとしては恐縮する他ないんだけど。

「うふふ」

　妃さんは、楽しげな瞳ひとみでじっと俺の顔を見つめてきた。

「えと……なにか？」

「ううん。ただ、本当にいたんだなあ、って思って。姫ちゃんの彼氏」

「……お姉ちゃん。それ、どういう意味？　私の話、信じてなかったの？」

「信じられるわけないでしょう？　姫ちゃんに彼氏なんて」

　失笑気味に妃さんは言う。

「あなたったら、昔っから引き篭こもってゲームゲームの毎日で、社会人になってもちっとも変わらないんですもの。合コンや街コンにも全然行ってないっていうし、それで急に彼氏ができたなんて言われてもねえ。お母さんのお見合い攻撃を躱すための噓としか思えなかったわ」

「う……」

「私も、姫ちゃんのことはずぅっと心配だったのよ。もうすぐ30になるアラサーだっていうのに、ゲームぐらいしか趣味がなくて、彼氏がいた経験もゼロなんて……いろいろキツいものね」

「……お姉ちゃんは私のことより自分のこと心配してよ。バツイチで、出戻りで、実家暮らしで、アラフォーのお姉ちゃんの方が、よっぽどキツいから」

　織原さんが棘とげのある口調で言い返すと、妃さんの笑みが凍りついた。

「……姫ちゃん。バツイチと出戻りと実家暮らしは事実だからなにも言わないけど……アラフォーってどういう意味？　私、まだ34なんだけど。あなたと同じアラサーなんですけど」

「もうすぐ35でしょ？　四捨五入したら立派なアラフォーだから。平成生まれの私と一緒にしないでくれるかな」

「姫ちゃんはギリ平成生まれでしょ。ほとんど昭和みたいなものよ」

「ううん。私、体育でブルマーはいてた人とは住む世界が違うから」

「ブ、ブルマーはいてたのは小学生の頃ころだけよ！」

　涙目で絶叫する妃さんだった。そうか、今の30代半ばぐらいだと、普通にブルマー履いてた人もいるんだなあ。

　口喧嘩でやや劣勢となった妃さんは、ぐるりと俺の方を向いた。

「ねえねえ、聞いて桃田くん。バッタって交尾してるとき、メスの背中にオスが乗るでしょ？　姫ちゃんってば、二十歳超えてもそのこと知らなくて、たまたま着地したとこに別のバッタがいて降りられなくなったと思ってたのよ。『すごい確率だよねー』って真顔で言われて、私もう、本当におかしくって……」

「や、やめてよお姉ちゃん！　ああもう、違うからね、桃田くん！　ギャグだから！　ギャグで言っただけだから！」

　恥ずかしい過去を暴露され、今度は妹が涙目となる番だった。俺としてはむしろ、評価が上がった感じだけど。かわいい勘違いしてたんだなあ、織原さん。

　姉妹喧嘩を制して満足したのか、妃さんはポンと手を叩いて話を変える。

「さて。そろそろ晩ごはんの準備しましょうか。桃田くんも食べていくんでしょう？」

「は、はい」

「……ていうか、お姉ちゃんも食べてくの？」

「当然でしょ。もうお腹なかペコペコだもの。久しぶりに姫ちゃんのご飯が食べたいなあ」

「はあ。わかったよ」

　やれやれといった態度で、織原さんは夕飯の準備に取り掛かる。俺もただ待っているのは居心地が悪かったので、キッチンに手伝いに向かった。

　妃さんはというと、座ったままテレビを見始めた。手伝う気はないらしい。

　作業の隙を見て、俺は織原さんに耳打ちする。

「（織原さん……俺らのこと、家族に話しちゃったんですか？）」

「（ご、ごめん……。話すつもりはなかったんだけど、電話でお母さんやお姉ちゃんに、いい加減彼氏がどうとか孫の顔がどうとかグチグチ言われて……。そしてお母さんがお見合いの話を知り合いに頼むとか言ってきたから……つい）」

「（そう、ですか……。まあ別に、織原さんがいいならいいんですけど。でも、よく反対されなかったですね）」

　妃さんの反応を見る限り、俺との交際を素直に喜んでいるように見える。

　妹が未成年の高校生と付き合っているなんて、普通は大反対されそうなもんだけど。

「（そ、それは……）」

「でも、すごいわよねえ、桃田くん」

　織原さんが言葉に詰まっていると、リビングの方から妃さんの声がした。

「一部上場のＩＴ企業にお勤めなんでしょう？」

「……はい？」

「25歳の若さで、もうチームの指揮を任されているとか」


「…………」



　俺は無言のまま、織原さんの方を見る。彼女は両手を合わせながら何度も何度も頭を下げつつ、なにかを訴えるような目で俺を見つめてきた。

　いろいろ察した。

「そ、そうですね、はい。ちょっとＩＴなことしてます、はい……」

　……設定盛り過ぎだろ、織原さん。

　年を10歳も上にサバ読んだ上に、一部上場企業のチームリーダーって。

「まあ、すごいのねえ」

　妃さんは普通に信じてくれているようだった。ホッとする反面、25歳と言ってもまるで疑われない自分の老け顔が悲しかった。

「私、そっちの業界ってあまり詳しくないんだけれど、具体的にはどういうお仕事をなさってるのかしら？」

「え、えっと……いろいろあるんですけど、最近は……クラウド関係とかですね」

「クラウド……うん、聞いたことがあるわね」

「まあ、その、なんつーか……クラウドがザックスして、ティファがエアリスをしながら、最終的にはセフィロスをする感じのお仕事です」

　我ながら誤魔化し方が下手過ぎた。

　ＦＦ７はパズドラとのコラボでしか知らないんだけどね。リメイクが出たらやろうと思ってるんだけど……いつ出るんだろうなあ。

「はぁー、よくわからないけど、なんだかすごそうね」

　妃さんはコンピュータにもＦＦ７にも疎うとかったようで、こんなレベルの低い噓でもどうにか誤魔化せてしまった。一方、織原さんはというと、

「（も、桃田くん、ＦＦ７知ってるの!?　あれ、プレステ１のゲームだよ!?　桃田くんはティファ派!?　エアリス派!?　私、『アドベントチルドレン』のブルーレイ持ってるから、今度一緒に見よ！）」

　小声なのに、めっちゃテンションが上がってた。

　世代だったらしい。







　食卓には大量の卵料理が並ぶ。卵焼き、ゴーヤチャンプルー、親子丼などなど、妃さんが持ってきてくれた卵を最大限に活かしたメニューのようだった。

　席につき、三人で料理を食べ始める。

「ど、どうかな、桃田くん？」

「すごく美味しいですよ」

「ほんと？　よかったっ」

「あらあら。桃田くんはお世辞も上手なのね」

「む……」

「いや、お世辞じゃなくて、本当に。なんか口に合うんですよね、織原さんの料理って。うちの味にすごく似てて」

「へえー。じゃあ、桃田くんのお母様も料理上手なのね」

「……えっと、うち、母親はいなくて」

　言おうかどうか迷ったけれど、言っておくことにした。

　織原さんには──すでに話していることだ。

　別に隠すことでもない。

「俺が小さいときに、事故で亡くなったみたいで」

「そうだったの……。ごめんなさい」

「あー、いえ。俺が１歳とか２歳の頃の話なんで、ほとんど記憶ないんですよね。だからうちの料理は、四つ上の姉貴がほとんど作ってます」

「そう。いいお姉さんなのね」

「そうなるんですかね、一応。まあ最近は、大学もあんまり行かないで、合コンとか行って遊び歩いてるみたいですけど」

「……大学？　あれ？　お姉さんの話よね？」

　訝いぶかしげな顔となる妃さん。

　やべえ、しまった！　今の俺は25歳だったんだ！

「も、もも、桃田くんのお姉さんは今、大学に通い直してるの！　いろいろあって、もう一度しっかり学びたいってことで。本当に立派な人なの。ね、桃田くん？」

「は、はい。うちの姉貴は勉学に貪欲どんよくなんです。学びたいという気持ちに、年齢は関係ないですから」

「そう、なの……？　あれ？　でも、合コンばっかり行ってるって」

「……そ、そ、そうなんだよねえ。勉強にも一生懸命なんだけど、そっち方面にも一生懸命みたいで。ね、桃田くん」

「は、はい。うちの姉貴は、男にも貪欲なんです。モテたいという気持ちに、年齢は関係ないですから」

「へえ。エネルギッシュなお姉さんなのね」

　どうにか誤魔化せたようだったけれど、うちの姉貴が、29歳でわざわざ大学に入り直してるのに合コン三昧ざんまいの女になってしまった。ごめんね、姉貴。

　心を落ち着けるため、俺はコップの麦茶に手を伸ばし、一気に飲み干した。

　しかし──

「あっ……桃田くん、それ、私の」

「え……あ。す、すみませんっ。間違えちゃって」

「う、ううん。ぜ、全然、いいんだけど……」

　織原さんは口元を手で押さえ、頰を紅潮させた。俺も顔が熱くなるのを感じる。

　やってしまった。

　これは……世に言う間接キスではないか！

　仕事帰りの織原さんは唇にリップを塗っていて、彼女が使っていたコップにも少し色がついている──俺は偶然にも、その部分に思い切り口をつけてしまったようだった。これはもはや、かなり直接的な間接キスと言っていいだろう。

　その事実に織原さんも気づいたようで、ますます顔を赤くする。

「あ、あのっ、じゃあ私っ、飲み物入れてくるね！」

　空になったコップを持って、織原さんはキッチンの方へと消えてしまう。

　すると──妃さんがズリズリと、俺との距離を詰めてきた。

「え……な、なんですか？」

「ねえ、桃田くん。あなたってもしかして……」

　顔を近づけてきて、耳元で甘ったるい声で囁く。

「童貞、さん？」

「──っ!?」

　衝撃が脳を貫く。艶つやっぽい声で放たれた問いかけは、俺のような男子高校生には刺激が強すぎた。これは図星を突かれた羞恥か、はたまた新たな性癖の扉を開いた興奮か。自分の抱いている感情がわからない。

「な、なんで……」

「だって、ねぇ？　さっきから姫ちゃんとの雰囲気見てても、すごく初々しくて慣れてない感じがあったし……それに、間接キスぐらいであんなにお互い意識しちゃうなんて」

「……っ」

「ああ、ごめんなさいね。別に、バカにしてるわけじゃないのよ。ただ、気になったから教えて欲しいなって思っただけで」


「…………」



「ねえ、どうなの？」

「……は、はい。そう、ですね」

　頷くしかなかった。

「ま、まだ、そういう経験はない……です」

　ああ──これはいったいなんの羞恥プレイなんだ？

　なんで俺は、彼女のお姉さんに童貞をカミングアウトしているんだ？

「まあ、やっぱり」

　バカにしないと言ったくせに、妃さんはにんまりと笑みを深くした。

「じゃあ、女の人とお付き合いするのも、姫ちゃんが初めてなの？」

「はい……」

「そっかぁ。じゃあ二人は、初めて同士のカップルなのね。ふふっ。うふふふ」

　さらに笑みを深くする。めっちゃ楽しそう。

「私ねぇ、最初からずぅっと、初々しい二人がたまらなかったの。さっきの間接キス程度でお互い顔を真まっ赤かにするところとか……本当に最高だったわ。お姉さん、胸がキュンキュンして死んじゃいそうだった」

「……っ」

「お互いに初めてだと、なにかと苦労しそうね──ねえ、桃田くん」

　ただでさえ近かった距離を、妃さんはさらに詰めてきた。

　太ももに手が乗せられる。相手の体温を感じて、心臓が一気に跳ね上がった。シャワーを浴びたばかりのためか、髪からのシャンプーの匂いが鼻をくすぐる。

「よかったら、私でいろいろと練習してみる？」

「は……え……？」

　なにを言われてる？

　俺は今、なにを言われているんだ!?

「あんまり深く考えなくていいのよ。ただの練習のつもりでいいから。姫ちゃんとの初めてが、うまくいくように協力させて欲しいの」

「いや、あの」

「それとも……桃田くんは、こんなおばさんが相手じゃ嫌かしら？　そうよね……私みたいな年増にこんなこと言われても、迷惑よね。もっと若くて綺麗な子がいくらでもいるでしょうから、私なんかが相手じゃ……」

「そ、そんなことないですよっ」

　不意に見せられた弱々しい自嘲じちようの笑みに、思わず否定を叫んでしまう。

「妃さんは……十分、き、綺麗だと思います」

「ほんと？」

「はい……すごく、魅力的な女性だと思います。で、でもっ、妃さんがどうこうの話じゃなくて、俺には織原さんがいるから、不誠実なことはできないっていうか……」

「……ぷっ。あはは。やだもう、桃田くんったら。顔、真っ赤っ赤」

　吹き出すように笑って、妃さんはパッと距離を取った。

「あー、おかしい。うふふ。ダメよぉ、桃田くんったら。こんなおばさんの誘惑ぐらい、スマートにはねのけてくれなきゃね」

「……か、からかったんですか？」

「ごめんなさいね。あんまり反応がかわいいから、つい」

　ご満悦な笑顔を前に、俺はなにも言えなかった。畜生ちくしよう、やられた。さっきの弱々しい自嘲も、俺の方から否定の言葉を引き出すための演技ってわけか。

　さすがは酸すいも甘いも嚙かみ分けた大人の女性。

　ゲームしかやってこなかったらしい妹の方とは、格が違う。

　ていうか……からかいのレベルが高すぎる。俺が25歳のつもりでからかってきてるんだろうけど、本当の俺は15歳。こんなアダルトなからかいの流し方は知らない。

「浮気はダメよ、桃田くん。初めて同士はなにかと苦労すると思うけれど──たくさん苦労して、たくさん仲良くなってね」

　そこで妃さんは静かな、大人びた微笑を浮かべた。

「姫ちゃんのこと、よろしくね桃田くん」

「……はい」

　頷くと同時に、胸に小さな痛みが生まれた。

　妃さんがこうして俺達のことを応援してくれるのは──俺のことを、25歳と思っているからなのだろう。俺が高校生だとわかれば、反対されるに決まっている。

　友人の白井しらい雪ゆきさんは、口でこそ厳しいことを言いながら、なにかと寛大な態度を取ってくれていたように思うけれど──友人と家族では、また反応も変わるのだろう。

　申し訳なく思う。

　彼女の家族に、噓をついていることを。

　彼女に、噓をつかせてしまっていることを。

「飲み物持ってきたよー、はい、桃田くん」

　織原さんが戻ってきて、テーブルにコップを置いた。

「二人でなに話してたの？」

「んー、ちょっとね。桃田くんを誘惑したら、きっぱり断られちゃったとこ」

「き、妃さん！」

「え……なっ、ど、どういうこと、お姉ちゃん!?」

「うふふ。さあ、どういうことでしょう？」

　あたふたする俺達を、妃さんは楽しげに眺めていた。







　そんなこんなで三人の夕飯が終わり、俺が帰り支度を始めたところで、

「あ、そういえば、姫ちゃん」

　と妃さんが言う。

「私、しばらく泊まってくから」

「え!?」

　織原さんがギョッとする。

「泊まるって……なんでまた急に？」

「いいでしょ、別に。久しぶりに市内の友達とも遊びたいし」

「でも、お店はどうするの？」

「お休みもらったから大丈夫よ」

　食事中に聞いた話によれば、妃さんは離婚して出戻ってから、地元のスナックで働いているらしい。還暦を超えたママが経営する小さな店でホステスとして活躍し、地元のオジサマ方に活気と潤いを与えているそうだ。

「そんなに心配しなくても、二人の時間は邪魔しないわよ。桃田くんが泊まりに来るときは、ホテルにでも泊まって、ちゃんと二人きりにしてあげるから」

「わ、私はそういうこと言ってるんじゃなくて……」

　困惑する織原さんを無視して、妃さんは俺の方を向く。

「よろしくね、桃田くん」

　穏やかで、それでいて艶っぽい笑みを前に、俺は力なく頷く他なかった。
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　ドライブデート──それは、デートプランにおける一つの鉄板であり、ある種の王道であると言っていいだろう。ちょっとネットで検索すれば、いくらでもマニュアルが見つかるぐらいには人気だ。

　昨今は若者の車離れなんて言われているけれど、しかしなんだかんだ言って、現代人の生活と車は切っても切れない縁にある。首都圏では免許を取らない若者も増えてきているというけれど、東北の地方都市に住む俺おれ達にとっては、車は生活必需品であり、生活の生命線だ。俺の住む地域じゃ一家に一台を通り越して一人一台が基本だし、コンビニの流行はやり廃すたりは駐車場の広さで決まると言っても過言ではない。

　六月の日曜日。

　俺達の久しぶりのデートは、車で長距離を移動するドライブデートとなった。

　グーグル先生を存分に活用し、諸々のセオリーや禁止事項は頭に叩たたき込んである。イメージトレーニングはバッチリ。念には念を入れてエチケット袋も用意したぐらいだ。もはや恐れることはなにもない。

　強いて問題点を挙げるとすれば──致命的に情けない点をあげるとすれば。

　車を運転しているのが……彼女の方ってことだろう。

「……俺、18歳になったら、校則を無視してでもすぐ免許取りますから」

「そ、そんなの気にしなくていいよ」

　運転席の織原おりはらさんは優しく言いながら、慣れた様子で車を走らせる。

　27歳の社会人である彼女は、当然のように免許もマイカーも持っていた。通勤で使わないからあんまり乗っていないそうだけれど、裏を返せば、通勤で使わなくてもとりあえずマイカーを持ってるのが、東北の地方都市の『普通』だ。いい年こいて車持ってないと『ちょっと変わった人』みたいな認定を受けるからな。

　現在車は──地元から仙台に向かって国道を走っている。二時間程度で目的地に到着する予定だ。ドライブ自体はすごく快適なんだけど……はあ。

　なんだかなあ。

　男女平等が声高に謳うたわれる現代で、『男らしさ』『女らしさ』なんてものを求めるのは時代錯誤なのかもしれないけれど……やっぱり、彼女に運転を任せて彼氏の自分がのうのうと助手席に座っているのは、どうも居心地が悪い。15歳の俺が車の免許なんて持てるわけがないんだけど……それでもなあ。なんかなあ。

「ごめんね。高速に乗ればもう少し早くつくんだけど、長距離運転するの久しぶりだから、ちょっと怖くてさ」

　謙虚なことを言う織原さんだったけれど、そのドライビングテクニックは申し分ない。ブレーキングは穏やかだし、車線変更もスムーズ。滑らかに運転をこなす大人の女性を、一人の少年として格好よく思う。

　前を見据える凛々りりしい横顔に目を奪われ……るはずが、視線がどうしても下がる。吸い寄せられるように下がる。ドライバーの常識として着用したはずのシートベルトが、たわわな果実をスラッシュマークのように分断し、なんだかいかがわしい光景となっていた。これ、対向車線の人、大丈夫かな？　事故らないといいんだけど。

　おっと、ダメだダメだ。

　彼女に運転をさせてるんだから、こんなアホなことを考えていてはいけない。事前に勉強した『助手席に座る恋人マニュアル』をきちんと実践せねば。

『今、行けたよね？』とか言わない！

『ブレーキ遅くない？』とか言わない！

　寝ない！　スマホをイジらない！　化粧を直さない！

　……完全に彼女の方のマニュアルだよなあ。誰だれか、彼氏が助手席に座るパターンも想定してマニュアルを作ってくれないものだろうか。

「やっぱり社会人ってすごいですね、ちゃんと自分の車持ってて」
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「全然すごくないって。この車は、親に買ってもらったものだし」

　織原さんの車は日産のキューブだった。色は黒。全体的に四角いフォルムの車で、特徴的なかわいらしいデザインから、女性人気が非常に高い車種である。

「いいですよね、キューブ。姉貴も乗りたいって言ってました。でも親父が『最初は絶対にぶつけるから軽で十分』って言ってて、今会議中です」

「あー、うちは逆だったなあ。私は車なんてなんでもよかったんだけど、『軽自動車は事故ったときに危ないから普通車にしろ』って言われて。じゃあ、一番デザインが好みだった、このキューちゃんにしよう、ってなってさ」

「キューちゃん？」

　問い返すと、織原さんはハッと後悔の表情を浮かべた。

「こ、この車の名前……キューブだから、キューちゃん」

「へえー」

「……わ、悪いの!?　車に名前つけちゃ悪いの!?」

「なんも言ってないじゃないですか」

「『独身アラサー女は車にまで名前つけんのかよ』って思ってるでしょ！」

「思ってないですよ」

『ドルチェ グスト』のグッちゃんに引き続き、またお友達の名前を知ってしまった。寂さびしいことしてるなあ、と思わなくもないけれど、それ以上に胸が温かくなるのを感じる。

「俺は、その……好きですよ。織原さんの、そういう子供っぽいとこ」

「えっ、な、うう……そ、それって褒ほめてるの？」

「褒めてます、一応。今度から俺も、この車のこと、キューちゃんって呼びますね」

「……うん」

　恥ずかしそうに、小さく頷うなずく織原さんだった。

　車の中が一気にくすぐったい空気になってしまう。

「えっと……音楽でも流しますか？」

「ど、どうぞ。ダッシュボードにiPod入ってるから、好きなの流していいよ」

　指示に従い、iPodを取り出して操作する。

「えーっと。じゃあ、『るろ剣』の曲にしますね」

「いいねー。『ジュディマリ』？　『シャムシェイド』？　それとも『ＴＭ』？」

「あ、いや……『ワンオク』ですけど」

「……あー、そっちかー」

　車内のスピーカーからは、俺が『るろ剣』と聞いて真っ先に思いつく『ワンオク』の曲が流れる。

　ほんわかしたり、年の差ギャップで気まずくなったり。

　様々な空気になる俺達を乗せて、キューちゃんは国道を北へ北へと走っていく。







『仙台うみの杜水族館』。

　宮城県仙台市にある、民間の水族館である。

　とりあえず仙台に行ってみよう、という話になってから、あれこれ二人で話し合った結果、今日のデートスポットは水族館に決まった。

「わー、日曜日だから、やっぱり混んでるね」

　二時間ほどのドライブの後、ようやく目的地へと到着した。

　ファミリーカーが所狭しと並ぶ駐車場を徐行し、空いている場所に駐車する。

　どうでもいい話になるが……織原さんのバック駐車はヤバかった。

　技術的な意味ではなく、性的な意味で、だ。

　バックモニターはついてるんだけど、織原さんは自分の目で後方をがっつりと確認をするタイプだったらしく、思い切り上体を捻ひねって後ろを向き、左手を俺の方の座席の後ろまで回しちゃったりもして──結果、シートベルトに圧迫されているおっぱいが、ドドンッ、と俺の方に突き出されることとなった。

　めっちゃドキドキした。

　……なんで男の俺が、彼女のバック駐車にドキドキしてるんだよ。普通逆だろ。

「はい、到着、と」

「お疲れ様でした」

「ううん、へーきへーき。じゃあ、降りよっか」

「あ……その前に、ちょっといいですか」

　タイミングは──今がベストだろう、たぶん。

　俺は鞄かばんの中に手を入れて、ラッピングされた小さな箱を取り出す。持ち歩くには少し邪魔だし、車の中に置いていってもらうためには、今渡すのが一番だと判断したのだ。

　気恥ずかしさを押し殺して、俺は箱を差し出す。

「これ、どうぞ」

「え……な、なにこれ」

「プレゼントです。付き合って、一ヶ月記念の」

　今日は──俺達が付き合ってから、ちょうど一ヶ月目となる。節目と言えば節目で、記念日と言えば記念日になるのだろう。

　織原さんは目を見開き、口元に手を当てた。

「う、噓うそっ。え、あっ……そ、そうだよね、今日でちょうど一ヶ月だよね……。ご、ごめんっ、私、プレゼントとかなにも用意してなくて……」

「いやっ、全然、いいですよ。俺が勝手に用意しただけですからっ！　つーか、ここまで運転してもらっただけで、ほんと十分ですから。とにかく……どうぞ」

　ずい、と小箱を押し出すと、織原さんは遠慮気味に受け取ってくれた。

「……開けていい？」

「もちろん」

　ラッピングが解ほどかれ、蓋ふたが開かれる。

　中には──いくつも薔薇ばらの花が並べられていた。

「わあっ、綺麗きれい……。それに、いい匂におい」

　赤、白、ピンク。小さな箱いっぱいに敷き詰められた色とりどりの薔薇を見つめて、表情を輝かせる織原さん。匂いを嗅かごうと顔を近づけて、そこで気づいたらしい。

「……あれ？　これってもしかして、本物の花じゃないの？」

「はい。『ソープフラワー』っていって、石鹼せつけんでできた花です」

『一ヶ月目であんまり高価なもの贈られても引く』

『花ぐらいがちょうどいい。結局、花は鉄板』

　付き合って一ヶ月目のプレゼントについてネットで調べてみると、そんな意見が多く見つかった。しかし『花』に関しては『デートに花束はなたば持ってこられても困る』『花瓶かびんに移さなきゃいけないから大変』というネガティブな意見もあって、どうしたものかとネット調査を続けた結果、『かさばらない』『枯れない』『そのまま飾れる』という最強の花──『ソープフラワー』の存在を知った。

　最近は花屋でも普通に売っているみたいで、近所の花屋で昨日購入したのだ。

「へぇー。すごい、こんなのあるんだね。本当に綺麗……私ばっかりこんなに素敵なプレゼントもらっちゃって、なんだか申し訳ないな……」

「気にしないでください。全然高くないもんですから」

　気遣いではなく、本当の話。

『ソープフラワー』は綺麗な割にびっくりするぐらい安かった。本物の花を加工して作る『プリザーブドフラワー』より、断然お手頃てごろ。安すぎてどうかとも思ったけれど、俺が一番、心から『これをプレゼントしたい』と思ったものを、素直に選ぶことにした。

「……値段は関係ないよ。すごく嬉うれしい。ありが、とう……も、もも、た、ぐん……」

「え？　えええ!?　な、なんで泣いてるんですか、織原さん!?」

「だ、だってぇ……なんかもう、嬉しすぎて……感極まっちゃって」

　目尻めじりに涙が浮かぶけれど、織原さんは涙を流さぬよう顔面に力を入れて堪こらえているようだった。慌あわてて車内にあったティッシュを数枚渡すと、化粧が取れないように気を使いながら涙を拭ふいていく。

「もう一ヶ月も経たったんだなあ、とか……桃田ももたくんは本当にいい彼氏だなあ、とか……プレゼント一つ用意できない私はポンコツだなあ、とか……もう、いろいろと感情が飽和しちゃって……」

「……織原さんって、結構涙もろいですよね」

「も、桃田くんも大人になったらわかるよ……。人間ってね、年を取るとどんどん涙もろくなっちゃうの……」

　プレゼント作戦は、どうにか成功したようだった。

　つーか……成功しすぎな気もするけれど。
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　まだ水族館に入ってもいなくて、今日のデートはまだまだこれからだっていうのに、私はすでに幸福の絶頂にあった。

　嬉しい。

　めっちゃ嬉しい。

　なんなの桃田くん、きみは私を喜ばせる天才なの？

　サプライズのプレゼントで胸が幸せでいっぱいになるけれど……同時に、自分の恋愛力の低さにがっかりしてしまう。

　やっちゃったなあ。そうか、プレゼントかぁ……。今日が一ヶ月記念日なのは気づいてたんだけど、「わーい、今日で一ヶ月だぁー。すごぉーい。うれしぃーい」と一人で脳天気に喜ぶだけだった。ダメダメな彼女で、本当に恥ずかしい。

　とびきりの幸せと少々の自己嫌悪を抱きながら、私は桃田くんの後ろをついてって、入場口へと歩いていく。

「織原さん、水族館ってよく来たりしますか？」

「ううん、すっごい久しぶり。中学のときに遠足で、松島の『マリンピア』に行ったとき以来かな。桃田くんは？」

「俺も中学の遠足で、いわきの『アクアマリン』に行って以来ですね」

「じゃあ、私と同じ中学以来だね」

「ですねー」

「まあ、同じ『中学以来』っていっても、桃田くんは一、二年前で、私は十年以上も昔の話なんだけどね。あははっ」

「えっと……」

「……桃田くん、笑って。お願いだから笑い飛ばして。露骨に反応に困らないで……」

「す、すみません……」

　自虐ネタで自爆しつつ、入場口に到着。二人でチケットを買う。周囲を見ると、水族館の入り口を背景に写真を撮っているカップルや家族連れがたくさんいた。

「俺達も、写真撮りますか？」

「そ、そうだね」

　緊張と共に頷く。よし。今日こそは……ちゃんと顔の近くでピースするぞ！　まるで十代の少女のように、あどけなく、恥ずかしげもなく、堂々とピースしてやる！　もうおばさんピースなんて言わせないんだから！

　一人で気合いを入れる私をよそに、桃田くんはスマホの内カメを起動させる。

「そういえば、現実カメラで大丈夫ですか？」

「げ、現実カメラ……？　なにそれ？」

　ドラえもんの道具かな？

　ててててっててー。

　現実カメラ～（大山おおやまのぶ代よボイス）。

　みたいな。

「現実カメラは、スマホにデフォルトでついてるカメラのことで……。最近の女子って、いろいろ補整が入ってるアプリのカメラで撮るのがほとんどで、普通のカメラじゃ自撮りしないらしいんですよ。うちの姉貴とかもよく、『現実カメラで撮られるのだけは無理』とか言ってて」


「はぁー、へぇー……」



　知らない知識に感動する。現実カメラ。補整機能が備わっていて夢と理想を見せてくれるアプリのカメラに対し、ありのままの現実を写すカメラってことなんだろうか。

　誰が考えたか知らないけど、すごいネーミングだなあ。

　世の中、なにか新しいものが主流になると、元々あったものの方に蔑称べつしようめいた名前がつけられて隔離されることがある。たとえばスマホが流行り出した途端、今までの携帯がいきなり『ガラケー』と呼ばれ出したように。

　現実カメラも、同じような流れなのかもしれない。

　ジェネレーションギャップを感じずにはいられなかったけど、でも……もしかしたら、単なる女子力の問題なのかもしれない。私ぐらいの年でも、インスタに自撮りバンバンあげてる人はたくさんいそうだし。私はスマホのカメラ機能なんて、ゲームの攻略記事のスクショぐらいでしか使わないからなあ。

　結局、桃田くんもアプリのカメラにまでは詳しくなかったようなので、私達は普通に現実カメラで撮ることにした。

「織原さん……もう少し、こっちに」

「う、うん……」

　フレームに収まるように距離を詰めるけれど、お互いに内カメの自撮りに慣れていないせいか、なかなか上手うまくいかない。すると桃田くんが意を決したように、

「……失礼します」

　と言って──肩を摑つかんで、グッと私を抱き寄せた。体も顔も、信じられないぐらいに近くなってしまう。


「～～っ！」



　年下彼氏の唐突な男らしさに死ぬほどドキドキしながらも、私はどうにか顔の横にピースを作った。
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　久しぶりの水族館は、すっごく楽しかった。

　正直なことを言ってしまえば、水族館なんてただ魚がいるだけだろうと思っていた部分もあったのだけれど……いやはや、最近の水族館はすごい。

『仙台うみの杜水族館』はすごい。

　二〇一五年にできたばかりだから館内は新しくて綺麗だし、そしてなにより──顧客を楽しませようとするエンターテイメント性に富んでいた。これは認識を改めざるを得ない。今時の水族館は単なる魚の展示場ではない。水と水生生物を用いた総合芸術であり、一大アミューズメントパークなのだ。

「水族館ってすごいね、桃田くん！」

　一通り館内を見て回った後、私達は一階のフードコートに向かった。ちょっと遅めの昼食を摂りながら、水族館の感想で盛り上がる。

「入っていきなりびっくりしたよ。まさか水族館に、プロジェクションマッピングがあるなんて思わなかった！　すごい迫力だったなあ。あと、イルカのショーもすごかった。イルカってあんなに高く跳べるんだね！　想像の１・５倍ぐらい高く跳んでた！」

「クラゲもよかったですよね。カラフルにライトアップされてて」

「うんうん、幻想的で癒いやされたなあ。あとあと、ペンギンのフレンドリータイムが本当に本当にサイコーだった！」

「あれは楽しかったですね。まさかペンギンが水槽から出てきて、目の前30センチのところを、テクテク歩いてくれるなんて」

「うん！　私、あんなに近くでペンギン見たの初めて！　かわいかったなあ。写真もいっぱい撮っちゃったっ」

「俺もたくさん撮っちゃいました」

「ほんと!?　見せて見せて！」

　そう言うと、桃田くんは一瞬ためらってから、そっとスマホを渡してきた。画像を見てみると、ためらった理由がよくわかった。

「……桃田くん」

「……なんでしょう？」

「なんでペンギンより……わ、私の写真の方が多いの？」

　画面を何度スライドさせても、出てくるのはかわいらしいペンギン──を見て、全力ではしゃいでいるアラサーの女。

　つまりは私だった。

「それは、その……ペンギンより、織原さんの方がかわいかったので、つい」

「なっ……い、いいよ、もうっ。そういう、お世辞は……」

「お世辞じゃないですよ！　俺は本当に、織原さんが、かわいくてかわいくてしょうがなかったから──」

「～～っ!?　う、ううう……わ、わかったっ。わかったから……もう、禁止っ！　私のこと褒めるの禁止っ！」

　あうあう。もう顔が熱くて死にそう。桃田くんって、たまにすっごく直球で攻めてくるんだもんなあ。どうしたらいいかわかんなくなっちゃうよ。







　昼食を食べ終えた後は、まだ見ていなかったエリアを周り、そして最後にもう一度じっくりとペンギンを愛めでて、水族館デートは終了となった。

　退館する前に、出口付近にあった売店コーナーへと立ち寄る。お客さんでごった返す店内で、水族館らしいお土産を見て回る。

「あ、あのさ、桃田くん。笑わないで聞いて欲しいんだけど……」

　恥ずかしさを押し殺しながら、私は勇気を振り絞って口を開く。

「私……なにか、おそろいのものが欲しいな……」

「……ふふっ」

「あーっ！　わ、笑ったっ！　ひどい！　笑わないでって言ったのに！」

「す、すみません……なに言い出すかと思えば、すごく普通のこと言うから」

「だ、だって……」

　恥ずかしくない？

　27にもなってペアのものが欲しい、なんて。

　寂しいときはこれを見ていつもあなたを感じていたいの、なんて。

「『いい年こいて中学生みたいなこと言い出したな』って思ってない……？」

「思ってませんって。全然、いいですよ。なんか二人でおそろいのもの買いましょう。俺もちょうど、なにか記念に欲しいなって考えてましたから」

　少し照れくさそうに言う桃田くん。

　それから二人で『普段持ち歩けるものがいいよねえ』とか、『じゃあ人に見られても恥ずかしくないデザインがいいよねえ』とか、いろいろ話し合いながら見て回り、最終的には、ペンギンのキーホルダーを買うことにした。

　赤と青で色分けされた、ザ・カップル向けって感じの商品だけど、片方だけ見る分には普通のキーホルダーにしか見えない。

「俺、これ、織原さん家ちの合鍵あいかぎにつけときますね」

「うんっ。私も家の鍵につけて、肌身離さず持ち歩くね！」

　まだ支払いも済ませていないのに、私は手に持ったキーホルダーを思わず握りしめてしまった。頰ほおが自然とにやけてしまう。えへへ。嬉しいなあ。おそろいだ。桃田くんとおそろいのペアグッズだ。これから毎日眺めようっと！

　キーホルダーを二つ持って、私達はレジへと向かう。

「そういえば織原さん、妃きさきさんになにか買ってくんですか？」

「うん……頼まれちゃったからねー。クッキーでも買ってこうかな。桃田くんは、家へのお土産はいいの？」

「俺は買えないですよ。今日、水族館に行くなんて言ってないですから」

　苦笑気味に答えられて、自分の失言を悟る。そうだった。桃田くんは今日、家族には『友達と遊びに行く』と言って出かけてきてるんだった。
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　27歳の女の車に乗って水族館に行く──なんて、言えるはずがない。

　すっかり舞い上がり、夢見心地のような気持ちでデートを楽しんでいたけれど──今の自分を一歩引いて客観的に見てみれば、そこにいるのは、相手の両親に無許可で未成年を連れ回している27歳の成人女性だった。

　後ろめたい気持ちは、どうしたって拭ぬぐえない。

　見て見ぬふりを続けている現実が、ふとした拍子に心を押し潰つぶそうとしてくる──

「織原さん？」

「……え？」

「どうしたんですか、ぼーっとして」

「う、ううん。なんでもない。あっ。このチョコが入ってるクッキーにしようかな。お姉ちゃん、チョコ大好きだから」

　努めて明るく言いながら、私は適当なクッキーの箱を手に取った。

　会計を済ませ、売店を出る。

「持ちますよ」

　桃田くんは実にナチュラルな感じでお土産の袋を持ってくれて──そして流れるように、反対の手で私の手を握ってくれた。

「桃田くん、手を繫つなぐの、スマートになったね」

　最初の頃はワチャワチャしてばかりだったけど、今はサッと繫いでくれる。

　私としては、胸に芽生えた感動と称賛を素直に伝えたつもりだったのだけれど、桃田くんは恥ずかしそうに顔をしかめた。

「……っ。か、からかわないでくださいよ」

「えっ……からかったんじゃなくて、素直にすごいなって思っただけなんだけど」

「それをからかってるっていうんですよ……」

「えっ、ええっ……ち、違うよっ。全然、バカにするつもりなんてなくて……ただ、桃田くんがどんどん格好いい彼氏になってくから、どんどん好きになっちゃうって言いたかっただけでねっ。だから……」

「～～っ!?　わ、わかった、わかりましたから！」

　桃田くんは顔を真まっ赤かにして悶もだえていた。その顔を見て、私も急に恥ずかしくなってくる。しまった。思い違いを訂正しようとする余り、かなり余計なことも言っちゃった気がする！　本音でしゃべり過ぎた気がする！

「お、織原さんって……たまにすげえ直球で攻めてきますね」

　自覚がないだけで、私も直球派らしかった。

　なんなんだろう、私達カップルは？

　至近距離でド直球を投げ合うカップルなのか？

　そのうちどっちか死ぬぞ。

　気恥ずかしさから無言のまま、けれど手だけはしっかり繫いで、私達は売店コーナーから出口の方へと歩いていく。

　その途中のことだった。

「咲さき姉ねえっ、早く早く！　次はこっちで撮ろうよ！」

「あー、はいはい。ってか、次は私のスマホで撮らせてくれない？　今日、化粧が超適当だから、現実カメラは勘弁して欲しいんだけど」

　通路途中にあった記念写真用の魚パネルの近くに、高校生ぐらいの女子と、彼女の手を引く男の子がいた。たぶん幼稚園ぐらいの年だろう。

　彼女達を見て──桃田くんは足を止める。

「はい、終わり。秋あきもいい加減満足したでしょ？　じゃあ、パパとママが待ってるから、早く──」

　その女の子は、慣れた様子で二人一緒の自撮りを済ませて、男の子の手を引いて立ち去ろうとしたけれど──私達の方を見た瞬間、固まった。

「も、桃田？」

「指宿いぶすき……」

　二人はお互い見つめ合って、目をパチクリさせる。

　あれ？　知り合い？

　すると女の子──指宿さんとやらの手を、男の子が引っ張る。

「咲姉、この人誰？　お友達？」

「え……あ、ああ、うん。男の方は、学校の知り合い……」

「じゃ、女の人の方は？」

「それは……し、知らない」

「ふうん」

　それから男の子は、じっと私達を見る。

　正確には、私達の手を見る。

　恋人繫ぎをしている手を──

「仲良しさんなんだね！」

「ちょ、ちょっと、秋っ！」

　無邪気に叫ぶ子供と、それを制する指宿さん。言いようのない恥ずかしさが胸で爆発し、私と桃田くんは、同時にバッと手を離した。

「ああもう……秋、あんた先にパパとママんとこ行ってて」

「えー」

「お願い。あとでなんでも言うこと聞くから」

「ほんと!?　じゃあまた、プリキュア全力モノマネメドレー、やってくれる!?」

「……や、やる。やってあげるから」

「わーい！」

　男の子──秋くんとやらは、最高にかわいい笑顔をみせてから、私達に背を向けて通路を走っていった。

　一人になった指宿さんは、気まずそうに私達の方を見る。

「……偶然、ね。こんなとこで会うなんて」

「お、おう。そうだな」

　桃田くんもまた、どこかぎこちない返しだった。困惑した様子で指宿さんを見つめていると、やがて彼女の方が恥ずかしそうに目を逸らした。


「やっ、ちょっ……バカ。ガン見しないでよ。今日、メイクも格好もすごい適当だから……」



「わ、悪い」

「あー……最悪っ。い、いつもこんなダサい私服なわけじゃないからねっ。友達と遊ぶときとかはちゃんと頑張るんだけど……今日は家族で来てるし、どうせ弟に振り回されるだけだから、適当な動きやすい格好にしただけで……」

　指宿さんの格好は、ダボッとしたパーカーにジーンズ。確かに、あまり気合いが入ったファッションには見えない。でも顔立ちが可愛かわいらしいせいか、妙にやる気のない格好でも十分魅力的に見えた。

「指宿、弟いたんだな」

「うん、まあ。秋っていって、幼稚園の年長さん」

「偉いな、ちゃんと面倒見てて」

「別に。適当にあしらってるだけよ」

「プリキュアのモノマネとかやってあげてるんだろ」

「なっ。き、聞いてたの!?　いやっ……ち、違うわよ！　全然違うし！　たまに、弟がうるさいとき、適当にそれっぽいことやってあげるだけっていうか……」

「全力で、メドレーなんだろ」

「～～っ!?　しょ、しょうがないでしょ！　だって秋が、ライダーやレンジャーばっかで、全然プリキュアを見てくれないから……弟に布教するためには全力でやるしかないでしょ！」

　指宿さんはニチアサの女子児童向けアニメがお好きのようだった。

　私は『おジャ魔女どれみ』世代なんだけど、この子達は見たことないんだろうなあ。『明日のナージャ』とか存在すら知らないんだろうなあ。

　一人懐なつかしさに浸っていると、ようやく私を放置していることに気づいたのか、

「あ。織原さん、えっと……こちらは指宿っていって、俺の高校の同級生です」

　桃田くんは慌てて私に紹介してくれた。

　それから指宿さんの方を向いて、

「こちらは、織原姫ひめさん。俺の……か、彼女、です」

　と、少し恥ずかしそうに告げた。

「は、はじめまして、織原です」

「……はじめまして」

　お互いにぎこちなく挨拶あいさつを交わす。

　彼女と紹介された喜び──よりも、不安の方が大きかった。どうしよう、桃田くんの同級生と鉢合わせしてしまった。思い切り手を繫いだところを見られてしまったから、親戚しんせきで誤魔化ごまかす作戦も使えない。でも私服なら、年齢まではバレないはず。どうにか大学生ぐらいに思われてるといいんだけど──

「……あ、あはは」

　指宿さんが、乾いた笑みを漏もらした。

「やっぱ……いたんだ、彼女」

　悲しげな、寂しそうな笑みであった。

「私のことフるために、噓ついたわけじゃなかったのね」

「……ああ」

「へーへー。ほんと、かわいい彼女さんね。そりゃこんな人がいたら、私なんて目に入らないか。あはは……」

　力なく笑い、居心地が悪そうに視線を彷徨さまよわせる。

「あー、えっと……じゃあ、あたし、行くね。ママ達待ってるから」

　私にも軽く頭を下げて、指宿さんは足早に去っていった。

「……見られちゃったね、桃田くんの同級生に」

「はい。まあ、言いふらしたりする奴やつじゃなさそうだから、たぶん大丈夫だと思うんですけど……今度ちゃんと、内緒にしてくれるよう頼んどきます」

「指宿さんって、桃田くんの友達なの？」

「友達っていう感じではないんですけど……」

「フる、とか、私なんて目に入らない、とか言ってたけど」

　気になっていたことを尋ねると、桃田くんはギクリと身をこわばらせた。

「いや、その、えっと……」

　あちこち目を泳がせるけれど、やがて観念したように言葉を吐き出す。

「実は……こないだ、あいつから、告白されまして」

「え──」

　私は、言葉を失ってしまう。

　頭の中が真っ白になるようだった。

「で、でもっ、もちろん断りましたから！　ちゃんと、彼女がいるから付き合えないって、伝えましたし」


「…………」



　桃田くんの声を、どこか遠くに感じた。

　全身が凍りついたように、動けなくなってしまう。

　どういう反応が──正しいのだろうか。

　いい彼女は、こんなときどうすればいいんだろう？

　かわいい彼女は、こんなときどうするべきなのだろう？

　嫉妬しつとの一つでもしてみせればいいのだろうか。「むうっ。なによ、デレデレしちゃって！　実は嬉しかったんじゃないの!?　あの子、すっごくかわいかったもんね！」とか、そんな風にかわいい嫉妬を燃やせる女が、彼女としては満点なんだろうか。

　けれど。

　どうしてか私の心には、嫉妬の感情なんて欠片かけらも芽生えなかった。怒りに燃えるどころか、むしろ熱が引いていく。心は酷ひどく空虚で、そこにジワジワと墨が広がるように、暗い感情が広がっていく。

　罪悪感、なのだろうか。

　ねっとりとした汚泥のような感情が、心を埋め尽くしていく。

　彼女がいるから付き合えない。

　桃田くんは、そう言って告白を断ったらしい。

　そう。そう、なんだ。

　桃田くんは──私と付き合っている。

　だから他ほかの女とは付き合えない。




　私みたいな、一回りも年上のおばさんと付き合っているせいで──




　私さえいなければ、桃田くんはもっと普通の学生生活を送って、もっと普通の恋愛ができていたのかもしれない。同年代の彼女だって、きっとすぐにできていたと思う。桃田くんは格好いい。すごく格好いい。だから彼の魅力をわかってくれる同年代の女子なんて、いくらでも現れたはずだ。現に指宿さんみたいに、彼を好きになって告白する人が現れたのだから。

　もしも私がいなければ──桃田くんは指宿さんの告白を快諾して、彼女と楽しい青春を満喫していたのかもしれない。わざわざ遠出しなくても街中で普通に手を繫げて、クラスで噂うわさになってからかわれたりもするような、普通の彼女。今日だって『彼女と水族館に行ってくる』と親に報告して、コソコソせずに堂々とデートができたはずだ。

　そんな未来も──あったのかもしれない。

　もっと普通で。

　もっと今時な。

　もっともっともっと、幸せな未来が──

「……あ、あはは」

　私は笑う。

　頑張って、笑ってみせる。

「あはは。やだな、桃田くん、そんな焦あせんなくていいよ。私、全然気にしてないから。他の女に告白されたぐらいで、いちいち嫉妬するほど子供じゃないし」

「織原さん……」

　安堵あんどしたような表情となる桃田くんに、私はこう続けた。

「ていうか──無理しなくていいからね」

「……え？」

「私のことなんて、いつでもフッていいから」

　私は言った。

　どうして自分がこんなことを言ってしまっているのか、自分でもよくわからない。でも止まらない。止められない。作り笑顔の唇から、乾いた言葉だけが漏れていく。

「他の女の子と付き合いたくなったら、遠慮せずにいつでも言ってね。私、すぐに身を引くから。あー、でも、できたら早めに言ってもらえると嬉しいかな。ほら、私ってもういい年だからさ。どうせフラれるなら早め早めがいいっていうか……」

「……なに、言ってるんですか？」

　桃田くんは、信じられないと言った顔つきでこちらを見つめた。私がなにを言っているのか、なにを言いたいのか、本当に理解できないような目。私はその目を、見返すことができない。目を逸らして俯うつむいて、ひたすら地面だけに向けて言葉を吐き出す。

「指宿さんともさ、一回ぐらいデートしてみたらいいんじゃない？　せっかく勇気を出して告白してくれたんだし、お試し期間とかあってもいいと思うよ。それで、私より彼女のこと好きになれるかもしれないし。桃田くんはまだ15歳なんだから、私だけじゃなくて、もっといろんな女の子と付き合ってみるのもいいんじゃないのかな？」

「……織原さん、俺は──」

「や、やだ、桃田くん。そんな怖い顔しないでよ。じょ、冗談……冗談だから。あっ。ほら、そろそろ帰ろうよ。あんまり遅くなると、道路が混んじゃうから」

　逃げるように言葉を濁して、彼に背を向けた。

　私が出口に向かって歩き出すと、桃田くんもついてくる。

　もう、手は繫がない。

　後ろからサッと、スマートに手を繫いでくれるようなことはない。

　帰りは、高速道路を使った。

　少し怖かったけれど、できるだけ早く帰りたかった。今、桃田くんと一緒にいることが、どうしようもなく辛つらくて、胸が張り裂けそうだったから。
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　桃田ももたくんを自宅に送ってから（と言っても、自宅まで行くわけにはいかないから、最寄りのコンビニに送り届けた）、私はまっすぐ家に帰った。

「あら、姫ひめちゃん、おかえりー」

　家ではお姉ちゃんがゴロゴロしていた。と言っても、横になってお菓子片手にテレビを見ているとか、そういうわけじゃない。両足を揃そろえて床から上げて、胴体をゴロゴロさせて腹筋を鍛えているようだった。

　織原おりはら妃きさき。

　34歳。

　鍛えていないとドンドンお肉が増えるお年頃としごろである。

「はいこれ、お土産」

「あら、ありがとう」

　クッキーの箱を渡すと、お姉ちゃんは嬉しそうに笑った。

「どうだった、桃田くんとの水族館デートは？」

「うん。楽しかったよ」

「……なにかあったの？」

　訝いぶかしがるお姉ちゃんだった。

　早っ。

　バレるのが早すぎるでしょ。

　お姉ちゃんの洞察力がすごいのか、それとも私の演技が下手すぎるのか。

「桃田くんと、喧嘩けんかでもしたの？」

　喧嘩──ではないのだろう。

　お互いの意見や言い分がぶつかるような喧嘩だったら、どれだけ単純で、どれだけ幸せだったのかと思う。

　そういうんじゃない。

　桃田くんはなにも悪くない。

　ただ私が、罪悪感や申し訳なさで、押し潰つぶされてしまっただけ──

「なんにもないよ。ちょっと疲れただけ」

「……そう」

　お姉ちゃんは静かに頷うなずくと、服の胸の部分を持ってパタパタさせた。

「うーん、筋トレしてたら、なんだか汗かいちゃったわ。ねえ姫ちゃん」

　にっこりと笑って、お姉ちゃんは言う。

「久しぶりに、一緒にお風呂ふろに入らない？」







　浴室自体はそれなりの広さだけれど、一人暮らし用のマンションに備え付けてある浴槽は、あくまで大人が一人で入る用のものだ。

　二人で入るとかなり狭かった。

「はぁ、いいお湯ねぇ」

「そうだね、狭いけど」

「いいものねえ、姉妹で仲良くお風呂っていうのも。昔を思い出すわ」

「そうだね、狭いけど」

　狭い。

　とにかく狭い。

　二人で横を向いて並び、体育座りをするようにしてかろうじて入っている。もっと脚を絡からませるようにすれば、ゆったりと二人で入浴するようなこともできるのかもしれないけれど……実の姉とそんなことはしたくない。

「さて。それじゃあ、姫ちゃんに背中でも流してもらおうかしら？」

「えー……なんでそんなこと」

「いいじゃない。昔はよく、洗いっこしたでしょ」

「二十年以上も昔の話しないでよ」

「久しぶりの姉妹のスキンシップね」

「……お姉ちゃん、私達の年わかってる？」

　27歳と34歳なんだけど。

　十代の姉妹がお風呂で洗いっこしてたら可愛かわいげもあると思うし、なんだか尊い雰囲気すらあるのかもしれないけれど……アラサー姉妹が裸でイチャイチャしてたら、なんかキツくない？

「いいから。お姉ちゃん命令よ」

　命令されてしまっては仕方がない。お姉ちゃんがザブン、ブルンと勢いよくお湯からあがったので、私も続いてザブン、ブルンとあがる。

　お姉ちゃんは椅子いすに座り、私はその後ろで膝ひざ立ちとなる。

　ああ──

　そういえば、桃田くんの背中も、こうやって洗ってあげたなあ。

　ふと思い出した瞬間、胸が締め付けられるように痛んだ。悲しい痛みに耐えながら、手のひらにビュルビュルとボディーソープを出して、シミひとつない綺麗きれいな背中に手を這はわせていく。

　すると、

「──やんっ！」

　お姉ちゃんが変な声を出した。

「な、なに、姫ちゃん……なんで、手で直接洗うの？」

「え……あっ」

　しまった！

　ついうっかり、この前のお泊まり会と同じように洗っちゃった！

「なんだか……とってもエッチな手つきだったんだけど、姫ちゃん、まさかあなた、そういうお仕事してるんじゃ」

「ち、違う違うっ！　これは……この前、桃田くんにやってあげたのが、つい出ちゃっただけだから！」

　慌あわてて訂正するけれど、完全に余計なことまで言ってしまった。

　案の定お姉ちゃんは、そりゃもう楽しそうなニマニマ顔となる。

「へぇ、へえ～、桃田くんに、こんなことしてあげてるんだ。へぇ～」

「い、いや、あの、その……」

「間接キスぐらいでドギマギしちゃってるから、まだまだ健全なお付き合いをしてるのかと思ったけれど……まさか、一緒にお風呂には入ってるなんて。うふふ。姫ちゃんもやることはやってるのねぇ」

「う、うう……」

　は、恥ずかしい！

　身内にこの手のネタでからかわれるのって、他ほかのなににもたとえようがない独特の恥ずかしさがあるんだけど！

「こんなエッチな洗い方してあげるなんて、姫ちゃんも知らないうちに、ずいぶんとテクニシャンになってしまったのね」

「テ、テクニシャンって……私はただ、ネットとかで調べてその通りにやってるだけだから。全然、素人も素人だよ」

「あら、そう」

　お姉ちゃんはそこで、とても優しい目で私を見つめてきた。

「よっぽど好きなのね、桃田くんのことが」


「…………」



「そんなに大好きな桃田くんと、今日はいったいなにがあったの？」

「……やっぱり、お姉ちゃんには隠せないよね」

　観念したように、私は言った。

「昔から、なんでも見抜かれちゃう。さすがは血を分けた姉妹」

「……あのね、姫ちゃん。別にお姉ちゃんだからとかは関係ないわよ。あなたが昔っから、すっごくわかりやすいだけだから」

　え。そうなの？

　私ってそんなわかりやすい奴やつなの？

　複雑な気分になるけれど──なんだか、肩の力は抜けた。肩肘かたひじ張っていてもしょうがないという気分になった。

　ちゃんとスポンジで背中を洗いながら、私は今日のことを話し始めた。







「そう……なんだか、すごい偶然ね。水族館でばったり出会ったのが桃田くんの会社の同僚の女の子で、しかもその子が、桃田くんに告白してたなんて」

　真実をそのまま伝えるわけにはいかなかったから、ところどころ事実は脚色して伝えた。

　指宿いぶすきさんは、桃田くんと同じ会社で働く彼の同期ということになった。

「でも、桃田くんは相手の告白をきちんと断ったんでしょう？　いったいなにが気にいらないのよ？」

「……気に入らないわけじゃないよ。桃田くんのことは、ちっとも怒ってない。ただ……私みたいな年上の女と付き合ってるより、その子と一緒にいる方が、桃田くんは幸せなのかな、って思っちゃって」

　目を背けていた現実を、改めて突きつけられた気がした。

　桃田くんには学校という世界があって、そこで私が知らない人達と暮らして、コミュニティーを形成している。

　ならば恋人も、その中で作る方が自然なのだろう。

　指宿さんみたいな子と付き合うのが自然なことで、私みたいな12も年上の女と付き合っていることは、不自然以外のなにものでもない──

「それで『私のことはいつでもフッていい』って言っちゃったの？」

「……うん。私、桃田くんの重荷にだけはなりたくなかったから」

「なるほどね」

　そこでちょうど、背中を流し終わった。シャワーで泡を洗い落とし、お姉ちゃんは湯船に浸かる。少し体が冷えてきたので、私も一緒に入った。

　またもや体育座りで狭さに耐えていると、お姉ちゃんが口を開く。

　半笑いのような声だった。

「そうねぇ。じゃあ、姫ちゃんは──セフレにでもなったらいいんじゃない？」

「……は？」

「セフレ。セックスフレンド。いくら初心うぶな姫ちゃんでも、意味は知ってるでしょ？」

「知ってる、けど」

「姫ちゃんは桃田くんのセフレになったらいいのよ。桃田くんは、指宿さんか他の誰だれかと付き合って、姫ちゃんとはたまにあってセックスするだけの、都合のいい関係になればいいんじゃない？　それで万事解決よ」

「……お姉ちゃん、私、真面目まじめに話してるんだけど」

「真面目に話す気なんて失せるわよ。こんなくだらないことで悩んでる女にはね」

　ビクリ、と身が竦すくむ。

　お姉ちゃんの目つきが、急に鋭くなった。普段はのほほんとした雰囲気しかないタレ目に、鋭利な輝きが宿る。口元こそ笑っているけど、目がまるで笑っていない。

　妹だからわかる。

　これはお姉ちゃんが、本気でイライラしてるときの顔だ。

「姫ちゃん。お姉ちゃんが一つ、この世の真理を教えてあげるわ」

　どこか呆あきれた調子で言う。

「世の中ね、『重荷になりたくない』とかいい出す女が、むしろ一番重いのよ」

「……っ!?」

　衝撃、だった。

　急所に正拳を打ち込まれたような気分だった。

「つまりなにが言いたいかというと──全部姫ちゃんが悪い。もうヒャクパー、あなたが悪い。なにに遠慮してるのか知らないけど、無理して物分りのいい女を演じてる感じが本当に痛々しいわよ？」

「……お姉ちゃんは、なんにも知らないからそんなことが言えるんだよ」

　桃田くんが15歳の未成年だと、知らないから。

　２歳年下じゃなくて、12歳年下だと、知らないから。

「『おジャ魔女どれみ』世代の私の気持ちは、『セーラームーン』世代のお姉ちゃんにはわからないんだよ……！」

「それ、今関係ある？」


「…………」



　あんまり、いや、全く関係なかったかもしれない。

　一つ咳せき払いをしてから、お姉ちゃんは話を本筋に戻す。

「そうね。知らないわ。夫婦やカップルの問題なんて、当事者にしかわからないことだからね──でも、あなたが自分のことしか考えてないってことはよくわかったわよ。桃田くんのことなんか、ちっとも考えていない」

「そんな……わ、私はただ、桃田くんのためを思って──」

「桃田くんのため？　ううん、違うわ。自分が怖かっただけでしょう？」

　お姉ちゃんは言う。

　ばっさりと、はっきりと。

「相手からフラれるのが怖いから、傷つかないよう予防線を張っただけ。先んじて自己防衛しているだけ。『いつでもフッていいよ』とか言っておけば、フラれたときのダメージを少しは減らせるもんね」


「…………」



　なにも。

　なにも、言い返せなかった。

　それどころか、すとん、と腑ふに落ちた気がした。心を埋め尽くそうとしていた不気味な影の正体が、はっきりとしたように思う。

　ああ──そうか。

　私はただ、怖かったんだ。

　怖かった。

　桃田くんにフラれるのが、怖かった。

　大好きな彼に見捨てられるのが、怖かった。

　指宿咲さきという、桃田くんに好意を寄せる少女の出現に──嫉妬しつとすることすらできず、ただひたすらに恐怖した。

　指宿さんみたいな同級生といる方が自然なのかもしれない。同年代の子と付き合う方が幸せなのかもしれない──そんなことを、桃田くんから言われてしまうことが、なによりも怖かった。

　だから──先に自分から言って、予防線を張った。

　いざという瞬間に受ける傷を、少しでも減らすために。

　なんてことはない。

　全部お姉ちゃんの言うとおりだ。

　私は結局、相手を思うフリをしながら、自分だけを守ろうとしていた──

「ねえ、姫ちゃん。私が離婚した理由って覚えてる？」

　言葉を失って愕然がくぜんとしていた私に、お姉ちゃんは静かな笑みで問うてきた。

「う、うん……星野ほしのさんの浮気うわき、だよね？」

　一年前。

　お姉ちゃんの元旦那だんな──星野さんの浮気が発覚した。

　その事実を知ったお姉ちゃんは──大激怒。

　両親も親戚しんせきも手を付けられないぐらいにブチ切れて、相手の言い分にも周囲の説得にもまるで耳を貸さずに『離婚よ！』の一点張り。最終的には弁護士を立てて、旦那と浮気相手の両方から多額の慰謝料をふんだくって離婚した。

「そういうことになってるわね──でも、本当の理由は違うの」

「え……」

「お母さんにしか言ってないことなんだけど……私、最初は許そうと思ってたのよ」

「許すって……浮気を？」

「ええ。そりゃ心底ムカついたし、許せなかったけど……でも、一度ぐらいの過ちなら、許してあげようと思った。私にもなにか落ち度があったのかもしれないし、あの人が泣いて謝ってくるようだったら、もう一度二人でちゃんと話し合って、夫婦生活をやり直そうと思っていた」

　でもね、とお姉ちゃんは続ける。

　痛みに耐えるような、悲痛さの滲にじむ声で。

「あの人がしたのは、浮気じゃなくて……本気だったのよ」

「本気……」

「なんとなく、空気でわかっちゃったの。ああ、この人、私に別れを切り出そうとしてる。私と別れて浮気相手と一緒になるつもりなんだ……ってね」


「…………」



「だから私はブチ切れた──フリをしたの。浮気なんて絶対に許せない女を演じて、相手の謝罪も言い分も全部突っぱねて、弁護士を立てて離婚を突きつけてやった。フラれるよりは、フッた方がマシだから。捨てられるよりは、捨ててやる方がマシだから。浮気された上に捨てられるなんて……惨めにもほどがあるから」

　滔々とうとうと語られる離婚の真実は、酷ひどく胸に痛かった。二人だけの姉妹なのに、私はお姉ちゃんのことをなにも知らなかったみたい。

　織原妃の、苦しみも葛藤かつとうも、女としての見栄も意地も。

「でも結局……惨めさは変わらなかったわ。それどころか、惨めな思いをしないようにと噓うそを重ねれば重ねるほど、余計に惨めなだけだった」

　小さく息を吐き出し、濡ぬれた手で顔を拭ぬぐう。泣いているわけではない。でも目元から流れる水滴が、まるで涙のように見えた。

「ま、後悔してるわけじゃないけどね。相手の気持ちが私から離れてる以上、離婚っていう結論は変わらなかっただろうし。あの人と浮気相手から山ほど慰謝料ふんだくったおかげで、こうして今、のんびり半ニート生活ができてるわけだし」


「…………」



「だけど……ふと思うのよ」

　お姉ちゃんは言う。

「もしもあのとき私が、意地もプライドも全部かなぐり捨てて、もう少し素直になれていたら──浮気した旦那に、泣き喚わめいてでも縋すがり付いてでも、『お願いだから私と一緒にいて！　他の女のとこになんかいかないで！』って言えたなら……もしかしたら、今とは違う未来もあったのかな、って」

　どこか遠くを見るような目でそう呟つぶやいた後、お姉ちゃんは私の方を見て小さく笑った。どこか自嘲じちようめいた、寂さびしい笑みだった。

「さっきは説教っぽいこと言っちゃったけど……私も偉そうなことは言えないわよね。結局姫ちゃんと同じように、傷つくのが怖くて、相手とも自分とも向き合わずに逃げちゃったんだから」

「お姉ちゃん……」

「でもね姫ちゃん。私の元旦那は浮気するような最低男だったけれど──桃田くんは違うでしょう？」

　言葉が──胸に刺さる。

「彼はなんにも悪いことしてない。誠実に姫ちゃんと向き合っている。それなのにあなたは勝手に一人で不安になって、勝手に一人で逃げて……彼を傷つけてしまったのよ」

「……っ」

　唇を嚙かみ締める。後悔と罪悪感で胸が強く痛んだ。自分がどれだけ酷いことをしてしまったのか、今更のように自覚できた。

　不甲斐ふがいなさに打ち震える私を──横にいたお姉ちゃんがギュッと抱きしめてくれた。

　体に腕が回され、肌と肌が密着する。34歳の女体は、柔らかくてしっとりしてて、ムニムニしててプニプニしてて──そして、とても温かかった。

「もっと自分に自信を持ちなさい、姫ちゃん。大丈夫、あなたはちゃんと愛されてるから。だからもっと安心して、信じてあげなさい。自分のことも、桃田くんのことも」

　自分が好きになった相手のことを。

　相手が好きになった自分のことを。

　もっともっと──信じてあげなさい。

　そう言って、ゆるりと腕を解ほどいた。

「あ。そういえば姫ちゃん、お風呂に入る前に、リビングに『ソープフラワー』を飾っていたけれど、あれってもしかして、桃田くんからのプレゼント？」

「……うん。一ヶ月記念日だからって、用意してくれたの」

「そう、素敵な彼氏ね」

「うん。ほんと、最高の彼氏」

「姫ちゃんが身を引くっていうなら、お姉ちゃんがもらっちゃおうかしら？」

「……あげない」

　私は言った。

　ああ──どうして気づかなかったんだろう。

　なにも難しい話じゃない。

　なにも恐れることはない。

「お姉ちゃんにも、誰にも、桃田くんは渡さない」

　誰が現れようと関係ない。

　誰が桃田くんを好きになろうと関係ない。

　私はただ、こう言えばよかったんだ。




「ちょっぴり年上だけど、私が桃田くんの彼女だから」




　ザブン、ブルン、と。

　私は勢いよく立ち上がり、湯船から飛び出した。
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　桃田くんの家から歩いて数分の場所にあるコンビニには、かなり広い駐車場が備わっている。長距離トラック用の駐車スペースが、６台分もあるぐらいだ。

　夜が更ふけたせいか、車はまばらだった。コンビニのすぐ近くに何台か停まっているだけで、少し離れた場所には全く見当たらない。

　私は広い駐車場の隅っこにキューちゃんを駐車した。コンビニの店灯てんとうなんかまるで届かない。わずかに差し込む街灯の光だけが、車内を薄く照らしていた。

　しばらくして──桃田くんがやってくる。

　無言のまま、ドアを開いて助手席に乗る。夜遅くに未成年を呼び出すのは忍びなかったけれど──でも、どうしても今日のうちに伝えたかった。

「ご、ごめんね、急に呼び出して」

「……いえ」

　桃田くんの返事は素っ気なかった。表情は固く、声も低い。怒っているというよりは、居心地が悪そうな感じだった。

　重苦しい空気の中──

「さっきはごめんなさい！」

　私はまず、なによりもまず、頭を下げて謝罪を口にした。

「酷いこと言っちゃって、ごめんなさい。せっかく楽しいデートだったのに、私のせいで台無しにしちゃって……本当にごめんなさい」

「……織原さん」

「私、怖かったんだ……」

　ゆっくりと顔をあげ、目を逸そらさずに相手を見つめる。

　真正面から、自分の恋人と向き合う。

「指宿さんが桃田くんに告白したって知って……一瞬でいろいろ考えちゃったの。私がいなければ同級生と普通の恋愛ができたのかな、とか、そっちの方が幸せだったんじゃないかな、とか。私なんかと別れた方が桃田くんのためなんじゃないかな、って考えちゃった……」

　でも、と私は続ける。

「そんなの……全部ただの自己防衛だった。桃田くんのためじゃなくて、本当は自分が傷つきたくないだけだった。私はただ、桃田くんにフラれるのが怖かっただけなの……」

『やっぱり一回りも年上の女はキツイな』

『普通に同級生の子と付き合った方が楽しかっただろうな』

　そんな風に桃田くんから思われてしまうことが──本当に怖かった。

「だから……『いつでもフッていい』なんて言っちゃったの。そう言っておけば、いざ捨てられたときに、少しはダメージが減らせるから……」

　自己防衛のために、先手を打って予防線を張った。

　相手に捨てられる前に捨てることを決意した、織原妃と同じように──いや、違う。同じじゃない。一緒じゃない。私の方がはるかに酷い。

　お姉ちゃんは私と違い、ちゃんと自分から行動した。激怒したフリをして、弁護士を立てて慰謝料をふんだくって、必死に戦った。悲痛な葛藤を胸に隠したまま、それでも自分のプライドを守るために戦い抜いたのだ。

　それに比べて……私はなんだ？

『いつでもフッていい』

　なんて……なんて卑怯ひきような言葉なんだろう。

　予防線を張るだけ張って、責任を相手に丸投げにしている。自分だけの殻に閉じこもって、相手を無視している。

「……酷い、よね。最低だよ、私……。勝手に怖がって、勝手に逃げて、自分だけが安全圏にいようとしてた。本当に、ごめんなさい」

　ギュッ、と両手でズボンを握り締める。零こぼれ落ちそうになる涙を、必死に堪こらえる。涙もろい私だけれど、今だけは涙を流すわけにはいかない。媚こびた涙で許しを請うような真似まねだけは、絶対にしたくない。

「桃田くん。私、もう逃げないから！」

　私は言った。

　まっすぐ、相手を見据えて。

「もう一人で勝手に不安になったりしない。桃田くん一人に責任を押し付けたりしない。『フッていいよ』なんて……二度と言わないから」


「…………」



　桃田くんはなにも言わない。

　ただ黙って、私の話を聞いていてくれた。

「……もっと、いい彼女になれるよう頑張るから。どんなにかわいい女の子が桃田くんのことを好きになっても、『私が桃田くんの彼女だぞ！』って胸を張っていられるような、いい彼女になるから」

　本当にごめんなさい。

　どうか許してください。

　そう言って私は、もう一度深く頭を下げた。

　沈黙が、車内を満たす。

　永遠のように感じた数秒の沈黙の果てに、桃田くんが口を開く。

「──嫌です」

　心が、捩ねじ切られたかと思った。

　跳ねるように頭を上げる。

　桃田くんは、悲痛な眼差まなざしで私を見ていた。

「そんな簡単には、許せません」

「え……」

「織原さんは……勝手ですよ。俺おれが今日、どれだけ傷ついたかわかってるんですか？」

「……っ」

「一ヶ月記念日、俺なりに頑張ったつもりだったんですけどね。プレゼント用意したり、水族館のこといろいろ調べたり……でも織原さんには、俺の気持ちなんてちっとも伝わってなかったってことですよね。なんか……男としてすげえ情けない気分です」

「ち、違うよっ！　私、すごく嬉しかったよ！　桃田くんはなにも悪くなくて、私がただ、被害妄想強かっただけで、だから……」

「帰り道で考えてたサプライズとかもあったんですけど、空気が最悪になったせいで、できなかったし」

「そ、そうだったの……？　ご、ごめん、ごめんね……」

「いいえ。許しません」

　きっぱりと言い切る。ああ……そうか、そうだよね。許せるわけないよね、こんな最低のダメ彼女なんて。今この場でフラれたって、なにも文句は言えない。

　ショックの余り硬直してしまう私に、桃田くんは告げる。

「織原さんには、罰を受けてもらいます」

「ば、罰……？」

「一人で勝手に凹へこんで、記念日を台無しにした罰です」

「……わ、わかった。私、なんでもするよ。なにをすればいいの？」

「俺のデコピンを食らってもらいます」

　なーんだ、デコピンか。

　思ってたより全然かわいい罰だなあ……って、違う！

「う、噓……だって、桃田くんのデコピンって──」

「そうです。スイカが割れるやつです」

「──っ!?」

　凄すさまじい恐怖が全身を駆け抜けた。反射的におでこを押さえてしまう。桃田くんはまるで威嚇するかのように、大きな手を私の前に出した。

「本当に悪いと思ってるなら、このぐらい平気ですよね？」

「う、うう……わ、わ、わかったっ。やるっ」

　魂が底冷えするような恐怖を押し殺し、私は頷いた。

　怖い。死ぬほど怖い。でも……やるしかない。私が犯した罪を償うためには、このぐらいの罰を受けるのが当然なんだ。デコピン一つで許されるのであれば、むしろ喜んで食らうべきなんだろう。

　でも……だ、大丈夫だよね……？

　さすがに、頭蓋ずがい骨は割れちゃわないよね？

　し、死なないよね？

「行きますよ、織原さん」

「は、はいぃっ」

　桃田くんは右手を構える。私は覚悟を決め、ギュッと目を閉じた。全身に力を込めて、衝撃に備える。ああ、怖い怖い怖い～～っ。ていうか早くして！　やるなら一思いにやって！　お願いだから焦じらさないでよ、桃田くん！

「これに、俺の気持ち全部込めますから」

　そんなに!?

　いったいどんだけすごいデコピンをするつもりなの!?

　今更逃げることもできない私は、目を閉じたままジッと待っていた。なにも見えない暗闇くらやみの中で、いつ来るかわからないデコピンの恐怖に耐える。

　そして。

　躊躇ちゆうちよするような数秒を置いてから──とんでもない衝撃が私を襲う。




　唇に、なにかが触れた。




　おでこではなく──唇。

　柔らかな感触が、唇にあった。

　予想とはまるで違う、一つの衝撃。唇に伝わった確かな熱は、全身を駆け巡り、未いまだかつて経験したことのない衝撃を私に与える。脳が甘く痺しびれ、意識が飛びそうになった。

　いつの間にか両肩を摑つかまれている。大きな手。桃田くんの手。私を強く摑む手は、でも少し震えていた。痛いぐらいの緊張が伝わってくるようだった。

　やがて。

　ゆっくりと惜しむように、唇から離れていく。

　私は──動けない。ぼーっとのぼせたようになっていた。頭が全く働かない。なにがなんだかわからない。

　呆然ぼうぜんとしたまま目を開けると──顔を真まっ赤かにして、手で口元を隠す桃田くんが見えた。

「つ、伝わりましたか、俺の気持ち？」


「…………」



　ようやく頭が働き出し、徐々に状況を理解していく。両手で、今更のように唇に触れる。まだ感触が残っているような気がした。

　直後──信じられないぐらいに顔が熱くなった。

「う、あ……え？　う、噓っ……も、もも、桃田、くん……？」

「……はい」

「チュ、チュチュ……チューした、の？」

「しました、ね」

「わた、わた、し……はじ、めて」
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「俺も……初めて、です」

　噓みたい。

　信じられない。

　まるで予想もしない形で、完全なる不意打ちで、私の初めてのチューは奪われてしまった。


「……うっ、うう…………ひーんっ」



　もう、ダメだった。

　ずっと堪えていた涙が抑えきれなくなって、私はボロボロと泣いてしまった。

「えっ、なっ。お、織原さんっ？」

「う、ううっ……ひどい、ひどいよ、桃田くん……」

「あ……ご、ごめんなさいっ。嫌、でしたよね。こんな、無理やり」

「違うっ、違うの……嬉しいの。嬉しすぎて泣いてるの」

「え……？」

「嬉しすぎて……桃田くんはひどいの……優しすぎるのっ」

　自分でもなにを言ってるかよくわからなかった。桃田くんの方も、すごく困惑した表情になってしまう。


「私、すごく酷いこと言ったのに、ダメダメな彼女なのに……なんで、なんで、こんなに優しくしてくれるのぉ……？」



「なんでって……そりゃ、好きだからじゃないですか？」

「噓……」

「噓じゃないですって」

「こんな、ダメな彼女なのに？」

「織原さんはダメじゃないですよ。ただ……ちょっと面倒くさいだけです」

　ズドムッ、と言葉がボディブローのように突き刺さった。そっかぁ、ちょっと面倒くさいのかあ、私。なんにも言い返せないなあ。あははー。

　嬉し涙じゃない普通の涙が出そうになる私に、「でも」と桃田くんは言う。

「そういう面倒くさいとこも含めて、大好きです」

「……ほんとに？」

「本当ですよ。信じてください」

「……ん。わかった。信じる」

　信じよう。

　もっともっと、信じてみよう。

　こんな私を好きだと言ってくれる彼のことを、心の底から全力で、溺おぼれるみたいにどっぷりと信じてみよう。

　私だけの王子様に、身も心も全て委ゆだねてしまおう。

「えっと、それで、あの……嫌じゃなかった、ですよね？　その、キス、したこと」

「う、うん。全然、嫌じゃないよ。すごく、嬉しい……」

　不安そうに問われ、こくこくと頷く。

「桃田くんこそ、ファーストキス……私でよかったの？」

「もちろん。あっ……でも」

「え、ええ？　な、なに？　なになに!?」

　やっぱり嫌だったの!?

　なにか心残りがあるの!?

「いや、その……大したことじゃないんですけど、さっき織原さん、ガチガチだったじゃないですか？　全身に力入ってて、唇も思い切り引き結んでて、固くて」

「う……だ、だって、しょうがないでしょ。デコピンされると思ってたんだから」

　それもただのデコピンじゃない。

　スイカを割るらしいデコピンだ。

　もう、ほんとに……死ぬほど怖かった。

「せっかくのファーストキスだったのに、織原さん本来の唇の柔らかさを味わえなかったんじゃないかなあ、っていう後悔が」

「そ、そんなこと言われても」

「だから」

　桃田くんは言う。

　恥ずかしそうに、申し訳なさそうに。

　でも男らしい目で、まっすぐ私を見つめながら。

「もう一回、していいですか？」

「～～っ!?　や、やだもうっ！　そんなこと言わないでよ……」

「す、すみません。調子、乗りすぎですよね」

「ああっ、ち、違うよ、そうじゃなくて……そうじゃなくてね」

　しゅんと落ち込む桃田くんに、私は言う。

「……恥ずかしいから、いちいち聞かないで、って意味」







　付き合って一ヶ月の記念日。

　いろいろあったけれど──主に私のせいで本当にいろいろあったけれど、最終的にはこれ以上なく幸せな一日だったように思えた。

　最後にキスすれば全部解決なんて、それこそ童話みたいな話だけれど。
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　親指姫という物語を、私はよく知らなかった。

　そりゃまあ、花から生まれたお姫様の話、ってことぐらいは知っていたけれど、小さい頃ころ読んだだけだから、中身なんてうろ覚えもいいところ。

　改めて読み直したのは高校生になってから。

　弟に読み聞かせるため、家にあった絵本を久しぶりに開いた。

　すっごく簡単にストーリーをまとめれば──チューリップから生まれた親指サイズのお姫様が、カエルに攫さらわれたりモグラに求婚されたりして大変な目に遭うけれど、いろんな動物に助けられながら、最終的には同じ親指サイズの王子様と結婚して幸せになる話。

　かなり久しぶりに親指姫を読んだ私は、こう思った。

　なんか……流されっぱなしのお姫様だなあ、って。

　自分から一切いつさいアクションを起こしていない。

　泣いて困ってたら、誰だれかに助けてもらっての繰り返し。

　ていうか……カエルやモグラに一目惚ぼれされて求婚されたときは、この世の終わりみたいなテンションで落ち込んで泣いてるのに、初対面の王子様に求婚されたときは「はい、喜んで」の二つ返事で結ばれてハッピーエンドって……結局男はルックスと地位が全てってことを、作者は言いたいのかな？

　まあ、昔話にケチをつけたいわけじゃない。

　ただ、私は思った。

　もう少し主体的に恋をしよう、と。

　もしも自分が恋に落ちたなら、親指姫のように流されっぱなしのまま誰かが助けてくれるのを待つんじゃなくて、自分からグイグイと行ってやろう、と。

　けれど。

　いざ好きな男ができたとき──そこで待ち受けていたのは、なに一つとして思い通りにできず、空回りしてばかりの自分だった。
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　昼休み。いつものように空いていた席に座って友達と話していた私は、教室に入ってくる浦野うらのを発見した。また今日も、空き教室の方で桃田ももたや金尾かなおと一緒に昼食を摂っていたのだろうか。本当に仲がいいわね、あいつら三人って。

「浦野っ」

　私は座っていた浦野の椅子いすから立ち上がり、軽く手を上げる。

「ちょっと借りてたわよ。ありがとね」

　先日浦野から注意されて、私なりに少しは反省した。

　だから今日は、ちゃんと席を返してあげて、お礼も言ってやろう。

　ふっふっふ。

　これで浦野の奴やつも文句ないでしょう。ああ、私はなんて大人な女なのかしら──と、思っていたのだけれど。


「～～っ！」



　浦野はなんとも表現しにくい苦渋の表情を浮かべると、逃げるように教室から出ていった。え？　え？　なんで？　私は慌あわてて後を追いかけて、廊下に出る。

「ちょ、ちょっと、待ちなさいよ、浦野」

「……ついてくんじゃねえよ、ボケカス」

「はあ？　意味わかんない。なんでいきなりキレてんの？　今日はちゃんと席、返してあげたでしょ。お礼まで言ったのに、キレられる意味わかんないんだけど」

「……ふざけんな」

　廊下の端までたどり着くと、浦野は振り返り、ギロリと私を睨にらみつけた。

「誰があんな大っぴらに返せっつったよ……？　サッと、どけりゃいいだろうが。大声で名前呼びやがって……あれじゃ俺おれが、お前と……と、と」

「なによ？」

「と、と、友達みてえじゃねえかよ……」

　か細い声で言われたことの意味がわからず、私は首をかしげてしまう。

「は？　どういう意味？」

「だ、だから……俺みたいな奴と、お前みたいなのが仲良くしてちゃ……なんか、変だろうが。教室で噂うわさになっちまうかもしれねえし……」

「……ぷっ。あははっ！　なにそれ？」

　思わず吹き出してしまった。浦野はみるみる顔を赤くしていく。

「わ、笑うなよっ」

「笑うわよ、だっておかしいもん。あんた、そんなこと気にしながら生きてるの？　チョー自意識過剰じゃん。誰もあんたのことなんて気にしてないってば。だいたい、ちょっと会話しただけで『仲良く』って……ぷふふっ。あんた、普段どんだけ人と交流してないのよ」

「……っ」

「あははっ。まあ、別にいいんじゃない、友達でもなんでも」

「……ざけんな。誰がお前となんか。だいたい、友達っていうのは──」

「あっ。そういえばさ」

　なんか面倒くさい語りを始めそうだったので、とっとと話を変えた。

「昨日、桃田の彼女さんに会ったわよ」

「……マジか」

「昨日、家族で仙台の水族館に行ったんだけどさ、そこでばったり、デート中の二人に会っちゃったんだ。織原おりはらさん、っていうのよね？　めっちゃかわいい彼女だった」

「そうらしいな。僕は画像でしか見たことねえけど」

「軽く挨拶あいさつしただけだけど、なんか、普通にいい人そうだったわ。あと、おっぱいがすっごい大きかった」

「おっぱ……っ。バカっ、女子がそういうこと、堂々と言うんじゃねえよ」

「はあ？　別にいいでしょ、おっぱいぐらい。てか、このぐらいで照れないでよ。こっちが恥ずかしくなってくるから」

「て、照れてねえよ、バーカ！」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で照れる浦野だった。

　私は軽く笑いつつ、息を吐く。

「……やっぱり、本当にいたのね、桃田の彼女」

　溜息ためいきのように漏もれた言葉に、浦野は眉まゆを顰ひそめた。

「『やっぱり』って……お前、信じてないんじゃなかったのかよ？」

「あー……うん、まあ……なんていうか。信じたくなかった、が本音っていうか」

　本当は──わかっていた。

　もちろん確証があったわけじゃないけれど、なんとなく雰囲気で、桃田は噓うそをついてるわけじゃないんだろうな、とは思った。

　でも私は、そんな直感から目を逸そらした。

　自分の失恋を認めるのが嫌で、見て見ぬ振りをして強がっていた──

「まあ、どっちにしても、実物見せられたら納得するしかないわね」

　認めるしかない。

　諦あきらめるしかない。

　私が好きになった男には、もう彼女がいたのだから。

「ねえ浦野。桃田っていつ頃から、織原さんと付き合いだしたの？」

「先月からだよ。通学途中の電車で……まあ、いろいろあって出会ったらしい」

「へえ」

　思ったより最近の話だった。

　ふと、未練や後悔のような感情が胸の奥底から湧わき上がる。失恋を認めたはずなのに、終わった恋だと理解したはずなのに、心が言うことを聞かない。

　先月──五月。

　五月には、私はもう桃田のことが気になり始めていた。

　もしも私が先に告白できていれば──桃田と織原さんが出会う前に、告白することができていれば、今とは違う未来もあったのだろうか。

　そんなことを考えてしまった。

「でもまあ、正直、すげえと思うよ。いくら惚れたからって、27歳の会社員と付き合い始めるなんてな」

　本音と皮肉が綯ない交ぜになったようなトーンの台詞せりふに──私は目を見開く。

「……は？　え？　27歳の会社員って、誰が？」

「ああ？　織原に決まってんだろ。すげえ童顔だから、モモも僕らも最初は普通に女子高生だと勘違いしてたけど……」

「噓、でしょ」

「……お、おい。ちょっと待てよ。お前、昨日モモと織原に会ったんだよな？　そのとき、年のことも聞いたんじゃ」

「聞いてないわよ……」

「……やべ」

　浦野は深い後悔の表情となる。

　頭がパニックになりそうだった。

　27歳？　あの顔で？　完全に同年代だと思ってた。まあ私服がちょっと大人っぽかったから、もしかしたら大学生かなあ、ぐらいは思ってたけど。

「27歳って──おばさんじゃん！」

　私は、15歳の私は、思わず叫んでしまった。

「彼女が社会人って……それ、桃田は絶対騙だまされてるでしょ！　普通の27歳が私達みたいな高校生なんて相手にするはずがないじゃない！　よくわかんないけど……インコーとか、エンコーとか、そういう話なんじゃ──」

「バ、バカっ！　デケえ声で変なこと言うな！」

「浦野。あんた、知っててなんで止めないの？　桃田の友達なんじゃないの？」

「……止めたよ。僕も止めたし、カナも止めた。それでもモモは止まらなかったんだ」

「なによ、それ……」

「しょうがねえだろ。あの二人、どうも本気っぽいからな。ったく、理解に苦しむぜ。アラサーのＢＢＡババアなんざ、どこがいいんだか」

　皮肉げに言って鼻を鳴らすけれど、そこに不快感はない。口元は少しだけ笑っていて、どこか誇らしげですらあった。口では悪しざまに語っているけれど、桃田と織原さんのことを、浦野は認めているらしい。

　でも、私は理解できない。

　ていうか……意味不明すぎるんですけど！

　惚れた男に彼女がいたと思ったら、その相手が27歳のＯＬって。

　ありえない。

　桃田は騙されてるんじゃないの？

　15歳の男子高校生と27歳の社会人の純愛なんて、ありえるの？

「……こうしちゃいられないわ」

　湧き上がる危機感と共に呟つぶやくと、浦野が怪訝けげんそうな顔となった。

「な、なにするつもりだ？」

「決まってるでしょ」

　私は言う。

「確かめるのよ。あの二人の愛が、真実の愛かどうかを！」

　……言った瞬間、少し恥ずかしくなった。

　なによ、真実の愛って。
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　いろいろあった一ヶ月記念日から一週間後。

　週末、土曜日の昼。

　俺はまた、織原さんの家を訪れていた。今日はこれから、二人で映画を見に行くことになっている。なんか最近、週末ごとにデートしている気がするけれど……まあ、しょうがないだろう。普段の生活スタイルがまるで異なるから、休みの日には会いたくて会いたくてしょうがなくなってしまうのだ。

　妃きさきさんは出かけている。

　高校時代の友達とランチしながら女子会を開く予定らしい。誰がなんといっても『女子』会らしい。まあ、なにも言うまい。

　そういうわけで、今は部屋で俺と織原さんが二人きり。

　というかむしろ……妃さんがいないタイミングを狙ねらって、織原さんが俺を呼び出したような気配さえあるのだけれど──

「ふ、二人きりだね」

「そう、ですね」

　テーブルを前にして、並んで腰掛ける。こうして顔を合わせるのは、先週のファーストキス以来初めてのことだった。だから、だろうか。妙に意識してしまい、会話がぎこちなくなってしまう。付き合って三日目ぐらいの頃に戻った気分だ。

「あのさ、桃田くん」

　表現しようのない気まずさの中、織原さんが口を開く。

「なにか私に、して欲しいことってない？」

「して欲しいこと、ですか？」

「うん。こないだのお詫わびと、一ヶ月記念日のプレゼントも含めて、なにかしてあげたいなあって思って」

「そんな。いいですよ、気にしなくて」

　あの件はもう終わったことだ。

　少なくとも俺の方は、すでに微塵みじんも気にしていない。お伽話とぎばなしじゃないけれど、最後のキスでめでたしめでたしとなった気がする。彼女とのファーストキスには、全てをハッピーエンドに塗り替えるぐらいのインパクトがあった。

「桃田くんが気にしなくても、私の気が済まないから、なにかさせて欲しいの」

　ぐいぐい来る。

　ここまで言われたら、断るほうが無粋なのかもしれない。

「……そうですか。そこまで言うなら」

「うん。遠慮しなくていいから」

「でも、急に言われても、ちょっと思いつかないですね」

「なんでも言って。私にできることなら、なんでもするから」

「なんでもって……。ダメですよ、女の人が簡単にそんなこと言っちゃ」

　笑い飛ばすように言うけれど──織原さんは笑わなかった。

　それどころか。

　極めて真剣な面持ちで、上目遣うわめづかいに俺を見つめてくる。

「ほんとに、なんでもいいよ。今……お姉ちゃんもいないし」

　緊張で震える声で言いながら、織原さんは立ち上がり、部屋のカーテンを閉めた。

　たったそれだけのことで、外界から隔離された薄暗い密室ができあがる。

「は……え？」

　混乱の余り、俺は言葉を失う。

　意味がわからなかった。

「……その、あんまりエッチなのは、まだダメだけど」

　再び俺の隣に座り込むと、極限の羞恥しゆうちに耐えるような表情と声音で言う。

「ちょっとぐらいなら……私、頑張るから」

「……っ」

　ようやく脳が回転し始める。それも、急速に。妄想が急激に加速する。ごくり、と唾つばを飲み込んだ。ここまで積極的に攻め込まれれば、いくら童貞の俺でも、彼女が言わんとすることを理解できる。

「ちょ、ちょっとって……どのぐらいでしょうか？」

「えっと……」

　薄桃色に頰ほおを染めたまま、今にも消え入りそうな声で、織原さんは言う。

「おっぱい、触ってみる……とか？」

「それがオッケーなんですか!?」

　ちょっとじゃなくね!?

　結構エッチなことじゃない、それ!?

「私、女だから、よくわからないんだけど……男の人って、おっぱい、好きなんだよね？」

「そ、それは……人によってフェチズムがあるので、一概には語れないというか」

「桃田くんは、どうなの？」

「……ま、まあ、人並みには」

　好きだけど！

　めっちゃ好きだけど！

「だよね。桃田くん、よく私の胸、見てるもんね」

「いや、それは……」

「お姉ちゃんの胸も、すごく意識してたし」

「う、噓だっ！　俺、妃さんの胸だけは、織原さんの前では絶対に注目しないように気をつけてたのに──」

「あ、うん。だから、見ないように意識してる感がすごく不自然だったっていうか」

「そんな……」

　見ないようにしてても感づかれるって……なんだよ、その無理ゲー。攻略不可能じゃねえか。俺がどんな思いで34歳の豊乳から視線を外し続けたと思ってるんだ？　男の生理反応に必死に抗あらがい続けてたんだぞ。

「あ、あのねっ。別に……気にしなくていいからっ。年頃の男の子なら、たぶん普通のことだと思うし」

　恥ずかしさで死にそうになる俺を、優しく励ましてくれる。その優しさが逆に辛い。

　しょうがないよね感が辛い。もういっそ詰なじってくれ。

「だから、ね……そんなに興味があるなら……私の胸、さ、触ってもいいよ」

「……ほ、本気、ですか？」

「うん……」

「でも、触られるとか……嫌じゃないんですか？」

「うん……恥ずかしいけど、桃田くんなら、嫌じゃないよ」

　弱々しくかすれた声で言いながら、織原さんは俺の方に近づいてきて──ずい、と胸を突き出した。両方の二の腕で胸を挟むようにしたため、ただでさえ大きな乳房がさらに強調される。

　召し上がれ、と言わんばかりに。

　何度も夢に見た果実が、俺の前に差し出された。

「ど、どうぞ」

「──っ」

　未いまだかつて味わったことのない特大の葛藤かつとうが俺を襲った。緊張で口の中がカラカラに乾く。どうする？　どうすればいい？　最善手はどれだ？　触る・触らない。正解ルートはどっちだ？　選択肢ある系のノベルゲーだったらとりあえず一回セーブしときたい。本音を言えば、もちろん触りたい、触りたいに決まってる。本能に従えば『触る』一択。けれど理性やプライド、そして……上手に触れなかったらどうしよう、『下手くそ』と思われたらどうしよう、みたいな恐怖が『触らない』という選択肢を主張してくる。いやでも織原さんにここまで言わせといて触らなかったら、それって逆に失礼な気もするし──

　ほんの数秒で、高校受験以上に頭を必死に働かせ、働かせ、働かせ──

　最終的に、俺が選んだ選択肢は、

「え、遠慮しときます」

『触らない』だった。

　血が滲にじむほど拳こぶしを握りしめ、本能を押し殺した。

「お、お気持ちは大変嬉うれしいですけど、今回は、ちょっと」

「……いいの？」

「本音を言えば、すげえ触りたいんですけど……でも、こんな形じゃ嫌っつーか。なにもかも女にお膳立てしてもらっちゃ、男として情けなさすぎる気がして」

　俺は言う。

「織原さんの胸は、いずれもっといいムードのときに、もっとスマートに自分から触ってみますから」

「……そっか」

　わかった、と言って。

　織原さんは引いた。パッと引いた。すごいあっさり引いた。ほんの少し手を伸ばすだけで触れられたはずの双丘が、一気に遠ざかってしまう。

　え。

　あっ、引いちゃうんだ。

　もっと、こう……なんかないのかな？　駆け引きはないのかな？

「そう言わずに」「いや」「そう言わずに」「いやいや」「まあまあそう言わずに」「……そう？　そこまで言うなら」みたいなやり取りがあってもいいかなあとは思ってたんだけれど──

　猛烈な喪失感に襲われる俺だったけれど、

「ごめんね、変なこと言っちゃって」

　織原さんの方は、どこかホッとした様子だった。

「さ、触られるのが嫌じゃないってのは本当だし、ちゃんと覚悟もしてたんだけどさ……桃田くんなら、たぶん断るかなあ、っても思ってたんだ」

　穏やかな声で言って、優しく微笑ほほえむ。その柔らかで落ち着いた笑みを見る限り、どうやら俺は正しい選択肢を選べたらしい。

　織原さんのことだから、試したわけではないと思うし、本当に触ったところで怒りはしなかったと思うけれど、やはり彼女にも、恐怖や緊張はあったのだと思う。

　まあ、とは言え……ＩＦルートに思いを馳はせずにはいられない。

　もしも『触る』を選択していたら、俺達はどうなってしまっていたのだろう。

「えっと、じゃあ、エッチなのはやめて、なにか健全なことをしてあげるね」

「……そうですね、健全なのが一番ですね」

　もうね、ちょっと疲れちゃったよ。

　アダルトなイベントは楽しいっちゃ楽しいし、嬉しいっちゃ嬉しいんだけど……精神を一気にすり減らしてしまう。

　これ以上老け顔になるわけにもいかないからな。

「そうだっ。今度は私がマッサージしてあげるよ」

「織原さんが、ですか？」

「こないだのお返しに、桃田くんのこと揉もんであげる」

「……はあ」

「まあまあ、『素人が整骨院で働くこの俺にマッサージだと？』みたいな顔しないで」

「そんな具体的な顔はしてないです」

　別に凝ってるとことかないんだけどなあ、という顔をしただけだ。口に出すと、『……十代っていいよね』と落ち込まれそうだったから、なにも言わなかったけど。

「ふっふっふ。確かにマッサージの腕じゃ桃田くんには敵かなわないだろうけど、実は私、秘密兵器持ってるんだよね！」

　そう言って織原さんはベッドの下にある収納ケースに手を入れる。

　がさこそと探ってから、秘密兵器とやらを取り出した。




　それは──電マだった。




　電マ。

　電動マッサージ機。

　読んで字の如ごとく、電気で稼働するマッサージ機具である。織原さんが取り出したものは、コケシのような棒状の形をしていて、スイッチを押せば先端が『ヴィーン！』と振動するタイプのものだった。

「じゃじゃん！　秘密兵器！」

　これでもかってほどのドヤ顔で、電マを俺に見せつけてくる。


「…………」



　おっと。

　あぶねーあぶねー。またエロイベントかと思っちまったよ。違うよな。俺の心が汚れてるだけだよな。まったく思春期男子って奴は、なんでもかんでもすぐにエロい方向に考えちまって、本当に嫌になるぜ。

　そうだよなー。

　これは単なる、マッサージ器具だもんな。

　なにも卑猥ひわいな物体ではない。モザイクをかける必要もないし、伏せ字にする必要もピー音を入れる必要もない。ただのマッサージ機具だ。電動マッサージ機。略して電マ。これを卑猥なもんとして捉とらえてしまう方が、心が汚れているのだ。

「これね、私の愛用の品なんだ」

　愛用なの!?

「初任給で買った思い出の品でね」
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　初任給でこれ買っちゃったの!?

「やっぱり大人の女には、こういうのが必要不可欠でさ」

　大人の女には必要不可欠なの!?

「これ当てるとね、すっごく気持ちいいのっ」

　すっごく気持ちいいの!?

　くっ。ダメだ。

　なに言われてもエロと切り離せない。

　つーか……狙って言ってない？

　織原さん、全部わかった上で俺で遊んでるわけじゃないよね？

　電マという、全年齢版合法エロアイテムを前に、俺は為なす術すべもなく沈黙し続けることしかできずにいた──そのときだった。

「ただいまー」

　玄関の開く音と共に、妃さんが帰ってきた。

「ねえ、姫ひめちゃん。その辺に私のお財布が置いて──」

　忘れ物を取りに来たっぽい妃さんは、俺達を見て硬直した。

　具体的には、織原さんの持つ物体を見て。

「あ、あなた達、なにをやっているの……!?」

　まるで、いかがわしいアダルトグッズを発見したような反応だった。そう、『まるで』だ。あくまで比喩ひゆだ。だってこの場にはアダルトグッズなんて一つも存在していないのだから。

「姫ちゃん、あなた、そんなもの持って、いったいなにを……!?　こんな真まっ昼間ぴるまから、なにを考えているの……!?」

「どうしたの、お姉ちゃん。そんな血相変えて」

　まるでピンと来ていない様子の織原さんに、妃さんは大慌てで詰め寄る。これ以上ない羞恥に耐えるような顔で、それでも諭すように言葉を続けた。

「あ、あのね、姫ちゃん……やるな、っては言わないわよ。いつどこでなにをしようと、それはあなた達の自由だから。でも……でもね、あんまり経験もないのに、いきなり機械に頼るのは、お姉ちゃん、どうかと思うわ」

「うん？　経験がないから、機械に頼ろうと思ったんだけど」

「な、なにを言ってるの……？　ダメよ、そんなの。さ、最初から機械の強い刺激に慣れちゃうのはよくないと思うし……やっぱり最初のうちは、たとえ下手でも、きちんとお互いの肌と肌で高め合うようにしないと……」

「でも、これ使うと気持ちいいし」

「き、気持ちいいのかもしれないけど……」

　いやー、マッサージの話だなあ。

　マッサージの話で、姉妹で議論が白熱してるなー。

「お姉ちゃんは使ったことないの、これ？」

「え、ええっ!?」

　妃さんがギョッと目を見開いた。マッサージの話である。

「え、えっと」

「ないの？」

「……あ、ある、けど」

　妃さんがカミングアウトした。マッサージの話である。

「ち、違うのよっ。だ、だって……しょうがないでしょう？　私だって大人なんだから、そういう気分になってしまうときがあるのよ……。離婚してから、ふと、一人の寂さびしさに押し潰されそうな夜があったりもして……」

　カミングアウトが止まらない。マッサージの話である。

「なんかよくわかんないけど……まあいいや。じゃあ桃田くん、こっち来て」

　どうにも嚙み合わない会話を諦めたらしく、織原さんは俺の方を向いて手招きをした。もう片方の手で、電マを掲げながら。

　その光景になにを想像してしまったのか、妃さんは仰天し、絶叫する。

「ま、待ちなさいっ！　なにをするつもりなの!?」

「なにって、桃田くんにこれを当てるんだけど」

「え、ええ……？　も、桃田くんに当てるの……？　姫ちゃんに、じゃなくて？」

「うん。硬くなってるとこに当ててあげようかと思って」

「か、硬くなっているところに!?」

　凝こりで硬くなっている部分に当てるという意味だろう。マッサージの話である。

「え？　え？　そ、そんなの、大丈夫なの？　お、男の人も……気持ちいいものなの？」

「うん？　男女関係なく気持ちいいに決まってるでしょ。ねえ、桃田くん？」

　俺!?

　ここで俺に話ふる!?

　やめて！　お願いだから巻き込まないで！

　二人でずっと勘違いコントやっててよ！

「気持ちいいよね？」

「そ、そうなの……桃田くん？　お、男の人も、これを当てたら、気持ちよくなってしまうものなの……？」

　一切の穢けがれを知らぬ童女の如き無垢むくな眼差まなざしと、好奇心と羞恥を綯ない交ぜにしたような眼差し。種類の違う二つの視線を前に、俺は途方に暮れた。

　考えに考え抜いて、俺は──

「そうですね。気持ちいいですね」

　考えることをやめた。

　もう知らない。

　もう疲れた。

　こんな状況は15歳の手には負えない。なにも考えず、ただマッサージの話をしておこう。そうさ。なにも卑猥なことではない。ただただ、マッサージの話をすればいいのだ。

「ねー、気持ちいいよね、これ」

「ええ。クセになる刺激ですよ」

「そ、そうなの……知らなかったわ」

「お姉ちゃんにも後で貸してあげようか」

「い、いらないわよ！」

「……全力で拒否らなくてもいいのに」

　そして織原さんは再び、俺の方を向く。

「じゃあ、桃田くん、こっちに──」

「ま、待ちなさい！」

「もうっ。さっきからなんなの、お姉ちゃん？」

「……わ、わかった。わかったわ。もう……お姉ちゃん、止めないから。今日のことは、全部見なかったことにして忘れる。今すぐ出ていくから、ちょっとだけ待ってて」

「なんで出てくの？　いていいよ」

「いていいの!?　え……？　え？　だ、だって……嫌、でしょう？　私が見ていたら？」

「別に」

「そんな……!?　ひ、姫ちゃん……あなた、いつからそんな上級者になってしまったの!?」

　愕然がくぜんとし、膝から崩れ落ちそうになる妃さん。真まことに申し訳ないのだけれど、俺達はそんな彼女を無視してマッサージの準備に入った。

　織原さんは、なんの遠慮もなく俺に近づいてくる。

　電マのスイッチが入った。

　ヴィーン！

　派手な音と共に、先端が振動を始めた。

「え……え？　ま、待って。待って二人とも、私、まだ心の準備が……」

「いくよー」

「……い、いやぁああん！」

　いろいろと限界だったのだろう。妃さんはその場にへたり込み、赤く染まった顔を両手で覆い隠した。でも、わずかに開いた指の隙間すきまから、ばっちり俺の方を見ていた。興奮と好奇心を隠しきれない眼差しで、俺の下半身を凝視していた。

　そして電マが、俺の肉体に触れる。

　下半身──ではなく、肩に。

　ヴィーン！

　機械による心地よい振動が、肩の筋肉を解ほぐしていく。

「どう、桃田くん？　気持ちいい？」

「はい。気持ちいいです」

「えへへー、よかった。じゃあ、反対もやるね」

「はーい」

「……え？　あ、あれ……？」

　ほんわかと肩のマッサージを続ける俺達を見ていた妃さんは、ぽかんと口を開けて、呆然ぼうぜんとしてしまった。

「あ、あの……姫ちゃん、なにしてるの？」

「なにって、マッサージだよ」

「マ、マッサージ……え、えーっと。それじゃ……姫ちゃんはその機械を、普通にマッサージに使うつもりだったってこと？」

「当たり前でしょ。マッサージ以外なにに使うの？」

「……そ、そうね。それ以外に、使い道なんてないわよね」

　きょとんとする織原さんに、妃さんはぎこちない言葉で応じた。

　それから、なにかに怯おびえたような目で俺の方を見るけれど──俺は目を逸らした。今の彼女を直視することができなかった。ごめんなさい、妃さん。俺にはあなたを助けることができませんでした。

　しばらくの間、電マの振動音だけが室内を満たす。

　やがて、

「……姫ちゃん。そういえば、車のライトが点つけっぱなしだったような気がするわよ」

　と妃さんは言った。

「え。ほんとに？」

「……うん、そんな気がしないでもなかったから、すぐに見てきた方がいい可能性もなきにしもあらずだと思うわ」

「わ、わかった」

　織原さんは慌てて部屋から出ていく。

　俺と妃さんの二人だけが、部屋に残された。

　気まずいなんてもんじゃない。

「……あ。俺も、ちょっと外に──」

　立ち上がって抜け出そうとした瞬間、ガシ、と腕を摑つかまれた。

　凄すさまじい力で、でもその手は震えていた。

「……も、桃田くん？」

「……なんでしょう」

「あなたは……全部わかっているのよね」

「……なんのことでしょう」


「…………」



「わ、わからないなあ。なんのことか。俺らはずっとマッサージの話をしてただけじゃなかったのかなー」

　俺なりに頑張ってフォローしたつもりだったのだけど、その気遣いがむしろ辛かったらしく、妃さんは目尻めじりに涙を浮かべ、体を震わせてしまった。真まっ赤かに染まった顔には、極限の恥辱から自暴自棄になった人間しか浮かべることができない、乾いた笑みがあった。

「……桃田くん。今すぐ私を、折れるぐらい強く抱きしめてくれないかしら？　そうしてくれないと……そこの窓から奇声を発しながら飛び降りてしまいそうなの」

「それは……浮気うわきになってしまうので」

「じゃあ撫なでて。頭を優しく撫でて。生きてても大丈夫だよ、って私を慰めて……」

「そのぐらいなら……まあ」

　俺は手を伸ばし、大丈夫だよ、まだ生きてていいんだよ、と優しく声をかけながら頭を撫でてあげた。34歳の女性を慈愛の心で慰めるという、大層貴重な経験をした。

　結論。

　生活家電は、正しい用途で使いましょう。
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「──あっ。来たわよ」

　隣町にある、映画館が入ったファッションビル──の、入り口が見える喫茶店。

　二階の窓際の席に座っていた私は、標的の発見に色めき立った。

「桃田と、織原さん……間違いないわ」

　窓から見える二人の姿を何度も確認する。うん、間違いない。背が高い男と、おっぱいがすごい女のカップル。あの二人に間違いないだろう。

　映画館フロアへの入場客を観察できるこの席で粘り続けること一時間、ようやく狙っていた二人を発見することができた。

「あー、よかった。このまま見つけられなかったら──」

　言いつつ、私は向かいに座る男を見つめる。

「ただあんたと喫茶店でランチして休日が終わるとこだったわね」

「……ったく。なんで僕がこんなことに」

　浦野は心底恨めしそうに言う。

「せっかくの日曜日に、くだらねえ用事に付き合わせやがって」

「いいじゃない。どうせあんた、暇だったんでしょ？」

「暇じゃねえよ。今日はゲームする予定があったんだ」

「暇じゃん」

「ゲーム＝暇って決めつけんじゃねえよ、ボケ」

「はあ？　ゲームなんて暇潰しのためにやるもんでしょ？」

「……根本から話にならねえな。世の中にはゲームのために時間作る奴も大勢いるんだよ。最近のゲームは期間限定のイベントとかも多いから、ゲームの方に自分のライフスタイルを合わせに行くぐらいじゃねえと、コンテンツを遊び尽くすことができないからな。そもそも、僕のゲームはただの趣味じゃなくて──」

「あー、うるさいうるさい」

　興味のない話が始まりそうだったので、強引ごういんに遮さえぎる。

「決まったことをゴチャゴチャ言わないの。浦野。あんただって、ちょっとは気になるでしょ？　桃田と織原さんが、ちゃんと健全に付き合っているのかどうか」

「……ちっ」

　不快そうに舌打ち。

　一緒に来てくれるよう頼んだときからずっとこの調子だけれど、なんだかんだ言いながら、浦野は私に協力してくれた。今日二人がここに映画を見に来るというのも、浦野が教えてくれた情報。今日のデートプランについて、桃田からすでに聞いていたらしい。

　成人女性と付き合っている親友のことを、多少なりとも心配する気持ちはあるのだろう。

「私が思うにね……桃田は織原さんに騙されてるのよ。絶対そうに決まってるわ。普通の27歳が、15歳の高校生なんか相手にするはずないもん。でも桃田は……あのおっぱいにやられて正常な判断ができない状態なんだわ」

「……勘違いすんなよ。僕はお前のくだらねえ妄想に協力する気なんざ、さらさらねえんだよ。ただお前が、余計なことしねえよう見張りに来ただけだ」

「失礼ね。なにもしないわよ。ただ……あの二人がどんなデートしてるか、チェックするだけ。桃田が危うい道に流れそうになってるなら、なんとかしなきゃだからね！」

　言い切り、わずかに残っていたカフェラテを飲み干した。

「それにしてもあの二人、なんでわざわざこんな遠くの映画館に来るのかしら？　映画見たいだけなら、もっと近いとこあるのに」

「学校や会社の知り合いに会うわけにはいかねえからだろ」

「あ。そっか」

　当然の配慮だった。

　そうよね。だってあの二人は──27歳と15歳のカップル。

　世間的には許されない、禁断の恋へと身を捧ささげている。

「……行くわよ、浦野」

　静かな決意と共に、私は席を立った。







　休日ということもあり、映画館フロアは混雑していた。少しでも気を抜けば、先を歩く桃田達をすぐに見失ってしまいそう。

　これなら変装は必要なかったかもしれない。まあ変装といっても、私は大きなサングラスをかけて、浦野は目深まぶかに帽子をかぶってるだけだけど。

「あの二人、なんの映画見るのかしら？」

「これっつってたな」

　浦野が指差したのは、最近公開が始まった恋愛映画だった。原作はすでに完結している漫画で、それが実写となったもの。

「これかあ。いいなあ。私もこれ、ちょっと気になってたのよね」

「はあ？　マジかお前？　こんなの、見るまでもなくクソ確定だろ。ゴリ押しの新人女優が主演の上、俳優未経験のアイドル様が映画オリジナルキャラとして登場してんだぞ？　ネットでも『原作レイプ』だの『学芸会レベル』だのって死ぬほど叩たたかれてたし。だいたい漫画の実写化なんつーもんは、ロクなもんじゃないと相場が決まって──」

「なに？　あんたもう見たの？」

「み、見てねえけど、世間の評判が……」

「だったらわかんないじゃん。面白おもしろいかどうか決めるのは、世間じゃなくて自分でしょ？」

「……いやっ、だから、だな……。僕は蒙昧もうまいな一般消費者とは違う、一歩引いた目から市場を俯瞰ふかんしてだな……」

　しどろもどろな口調でよくわからないことを言い出した浦野を無視して、私は桃田達を目で追いかける。二人がチケット売り場の列に並んだので、私達も少し間に人を挟んでから並ぶようにした。

「そういえば、お金ってどっちが払うのかしら？　やっぱり社会人の織原さん……？　じゃあ桃田は、お金目当てで付き合ってたりして──ううん、待って。むしろ織原さんに誑たぶらかされて、桃田の方が貢みついじゃってるって可能性もあるんじゃ……」

「基本は割り勘っつってたよ」

　妄想を膨らます私に、浦野が冷めた声で言った。

「まあ、資金力が全然違うから、完全に割り勘ってのは無理なんだろうけど、いろいろ話し合いながら二人で決めてるそうだ」

「そ、そうなんだ」

　話し合って二人で決める。

　それはなんだか、カップルとして、男女として、すごく健全なことのように思えた。

　会計を済ませた後、桃田達は劇場の方へと向かう。

　私達もまた、同じ映画のチケットを購入する。浦野はぶつくさ文句を言いながらも、「この空き状況なら、あの二人はたぶんこの辺の席買っただろうから、僕らはこの辺の後ろの席買っときゃ、二人の様子が見れるんじゃねえのか？」とアドバイスをくれた。

　ポップコーンとコーラを買いたい衝動に駆られたけれど、今回は二人の観察が目的なので、グッと堪こらえる。売店を素通りし、二人の後を追って劇場内に入った。

　席の間にある階段を降りていく。

　私達の席は、桃田と織原さんが座った席から、少し離れた斜め後ろの席だった。浦野の読みはバッチリ当たったみたい。

　チケットに記された席に、浦野と並んで腰掛ける。

「……はあ」

「なんだよ？」

「いや……私さ、実はこうやって男と一緒に映画見るのって初めてなんだけど、その相手があんただと思うと、なんかがっかりしちゃって」

「ああ？　てめえ、誰のせいでこんなことになってると──」

「しっ。始まるわよ」


「～～っ！」



　周囲が暗くなり、スクリーンでは予告が流れ始めた。







　二時間後。

　映画が終わった後、桃田達が出ていくのを待ってから、私達は劇場を後にした。

「うん、意外と面白かったわね！」

「……普通に楽しんでんじゃねえよ」

　素晴らしい映画に感動してテンションが上がる私と、不機嫌そうな浦野。

「ちゃんと二人のことも、ちょいちょい見てたわよ。でも、特に怪しい動きはなかったわね」

「なにすると思ってたんだよ」

「え、えっと……映画のクライマックスのキスシーンに合わせて、チューとか？」

「脳内お花畑か、てめえは？」

　呆あきれる浦野だった。

　まあ、そうよね。そんな痛いことするカップルは、なかなかいないわよね。

「でもやっぱ、ラブストーリーっていいわねえ。私、最後ちょっと泣いちゃったもん」

「はっ。くっだらねえ。よくこんなので泣けたな。ネットの評判通りのゴミ実写映画じゃねえか。ゴリ押し女優は演技が棒だし、しかも原作と全然キャラが違う。寄せる努力すら感じられねえ。おまけに最悪なのは、アイドルがやってた映画のオリキャラ。なんだあの、ヘイト溜ためるだけに存在してるとしか思えねえうっぜー女キャラは？　原作ファンを怒らすために出したとしか思えねえな」

「あんたさあ、そうやって細かく批判できたら格好いいと思ってんの？」

「なっ」

「娯楽なのに楽しまないでどうすんのよ。悪いとこ探す暇あったら、いいとこ探した方が建設的じゃない？」

「ぐぅう……。ち、違うぞっ、ぼ、僕は……」

「あ。そんなことより、早く二人を追いかけないと」

「は、話を変えるなぁ！　や、やめろよぉ……ここで話が終わったら、僕がまるで、完全に論破されてなにも言えなくなったみたいになるから……だから……」

「ほら、浦野。早く早く」

「う、うう……」
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　なぜか泣き出しそうになっている浦野を急せかしながら、私は桃田達を追いかけた。







　それから桃田と織原さんの二人は──特になにもしなかった。

　いや。

　もちろん、本当になにもしなかったわけではない。ファストフード店に入ったり本屋に行ったりと、ブラブラ街を歩いていた。

　ただ、なんていうか……特筆するものがなにもなかった。

　本当にただ、二人で一緒にいるだけ。

　過剰にイチャイチャすることもなければ、高価なプレゼントを買うわけでもない。

　本当に、ただ二人で、同じ時間を過ごしているだけ。

　それだけなのに──

　二人は、とても幸せそうに見えた。

「……ずっとしゃべってるわね、あの二人」

　家族連れが多くいる、休日の公園広場。

　親子が芝の上でキャッチボールやフリスビーに興じる中、桃田達は公園の隅っこにあるベンチに腰掛けていた。

　私と浦野は、向こうからは木の陰になって見えない位置にある屋根付きのベンチ（四阿あずまや、というらしい。浦野に教えてもらった）に隠れながら、二人の様子を窺うかがっている。

　けれど──なんだか飽きてきた。

　かれこれ三〇分ほど、ただ座って話しているだけ。話している内容はわからない。でも楽しそうな雰囲気だけは、嫌というほど伝わってきた。

「このまま、ずっと話してるつもりかしら？」

「かもな」

「映画見終わったら……ホ、ホテルとか行くのかと思ってた」

「……エロ女」

「だ、だってっ、友達の友達が言ってたらしいのよ！　会っていきなりホテルじゃムードなさすぎるから、とりあえず一回映画を挟んだりすることがよくあるって！」

　軽蔑けいべつの眼差しで睨まれたので、慌てて言い訳した。

　浦野は呆れたように息を吐く。

「モモのプライベートだからあんまり言いたくなかったけど……どうもあの二人、まだそういうことはなんもしてないっぽいぞ」

「噓っ……まだ、し、してないってこと？」

「たぶん」

「……信じらんない。だってあの二人、もう付き合って一ヶ月以上経たってるんでしょ？」

　てっきりもう、いたしているのだと思っていた。

　大人のお姉さまが持つ魅惑的な肉体と熟練のテクニックによって、桃田は身も心も骨抜きにされてるのだとばかり。

「私の周りの友達なんて、一ヶ月ぐらいしたら大体そういうことしてるのに……。ていうか、織原さんって27歳の社会人なんでしょ？　大人ってそういうこと、割とすぐしちゃうんじゃないの……？」

「知らねえよ。あいつらにはあいつらのペースがあるってことだろ」

「……ってことは、桃田は──あのおっぱいを前にしてなにもしてないっていうの!?」

　あんなすごいおっぱいの彼女と付き合ってるのに!?

　揉んでも怒られないおっぱいが目の前にあるのに!?

　女の私でもちょっと触ってみたいわよ、あのおっぱいは！

「お、男って、付き合ったらすぐにおっぱい揉もうとするもんじゃないの？　私の友達も、『付き合ったらいつでもおっぱい揉んでいいと勘違いしてる男多すぎ』とかって愚痴ってたことがあるんだけど」

「てめえのビッチ仲間の基準なんざ知らねえよ」

「じゃあ浦野は？　浦野は彼女できたら、何日ぐらいでおっぱい触る？」

「は、はあ!?　し、知るかよバカ！　僕にそんなこと聞くな！」

　顔を真っ赤にして照れながら暴言を吐く浦野は、少しかわいかった。

「……あの二人って、すっごいピュアな付き合いしてるのね」

　溜息のように言葉が漏れていった。

　映画を見て、ファストフード店に行って、本屋に行って、公園で話して──いかがわしいことなどなに一つない、学生カップル以上に学生らしいデートプラン。

　別に……なにかしらエッチなことをやってたからって『体目当ての不健全な付き合い』と確定するわけではないけれど──

　今日一日、あの二人を見ていれば、嫌でもわかった。

　体目当てやお金目当てと勘ぐった自分が、いかに失礼な邪推をしていたか。

　何気ない一時を心の底から楽しそうに過ごす二人はあまりにも眩まぶしくて、二人がお互いを本当に大切に思っていることが、痛いぐらいに伝わってきた──

「……帰ろっか」

　私は言った。

「いいのか、もう？」

「うん。これ以上見てても……しんどいだけだし」

　胸がちくりと痛んだ。その痛みを誤魔化ごまかすために、私は笑みを作る。

「あはは。ごめんねー、浦野。日曜日なのに無意味なこと付き合わせちゃって」

「──お前よ。そもそも、なんでこんな回りくどいことしてんだ？」

　浦野が言った。

「あの二人別れさせてえなら、学校にでも会社にでもチクればいいだろ」

「は、はあ？　なに言ってんの。そんなことしたら──二人がかわいそうでしょ？」

　思いつきもしなかったことを言われて、すごくびっくりした。

　チクるって。そんなことできるわけないでしょ。二人が付き合ってることが明るみに出たら、桃田も織原さんも大変なことになっちゃいそうだもん。

　まったく、なにを言ってるんだか。

「……はあ」

「なによ、その顔と、その溜息」

「別に。心底頭がめでたい女だと思っただけだ。あるいは……よっぽどモモのことが大事なのか」

　ジッ、と。

　まるで値踏みするような目で、浦野は私を見つめてきた。

「なあ、お前──なんでモモのこと好きなったんだ」

「え……」

「断らなそうなら誰でもいいとか言ってた割には、ずいぶんとモモにご執心じゃねえか」

「……っ」

　言葉に詰まってしまう。

　なにも言えなくなった私を見て、浦野は軽く肩を竦すくめた。

「まあ別に、言いたくねえならいいけどよ」

「……わ、笑わない？」

　気づけば、私は口を開いていた。

「絶対に笑わないって約束するなら……お、教えてあげる」







　そして。

　私の話を聞き終えた浦野は──笑わなかった。

　真面目まじめな顔で押し黙っている。

　沈黙に耐えきれず、私は誤魔化すように口を開いてしまう。

「ほ、ほらね、全然大したことない理由でしょ？　ほんと……だから、好きとか言ってもこんな程度だから。ただのノリっていうか、全然、本気じゃなかったし。このレベルで好きとか、ほんと、ちゃんちゃらおかしいっていうかさ」


「…………」



「あははー……。や、やだ、浦野ってば。そんな怖い顔しないでよ。しょーもなくて呆れたでしょ？　さっきはダメって言ったけど、笑いたかったら笑ってもいい──」

「──笑ってんじゃねえよ」

　浦野は言った。

『笑ってもいい』と笑いながら言った私に、笑うな、と言った。

　ずっと目深にかぶっていた帽子を取り、こちらを見上げてくる。私より少し背の低い、可愛かわいらしい顔立ちのクラスメイト。

　けれど今、その目は怖いぐらいに真剣で、身が竦すくんでしまう。

「……ヘラヘラしやがって。苛いらつくんだよ。結局てめえは、ただ逃げてるだけじゃねえか」

　強く鋭い言葉が、私の体に突き刺さるようだった。

「言い訳並べんのだけは上手だけど──お前、一度もまともに、モモに『好きだ』って言ってねえんだろ。本音でなんて一言もしゃべってねえんだろ。別に本気じゃなかった、実は本音じゃなかった……そんな風に誤魔化して、逃げ回ってやがる」

　口元に皮肉めいた笑みを刻みながら、浦野はさらに続ける。

「モモとは大違いだな。あいつは自分の本音と真剣に向き合って、相手とも本気でぶつかって、惚れた女を物にしようと死に物狂いになって、そしてやっと織原の心を摑んだんだ。はっ。やっぱりてめえみてえな女は、モモには相応ふさわしくねえよ」

「……なんなのよ、なんであんたに、そこまで言われなきゃなんないの？」

　声が震える。心がかき乱され、顔が熱くなる。怒りとも恥ずかしさとも違う、どうしようもない悔しさみたいな感情が、全身を震わせた。

「しょ、しょうがないでしょ……だって私、こんなの、初めてで……告白とか、付き合うとか、自分でもどうしたらいいのか全然わかんなくて……自分でだって、どうしてこんなことになってるのか全然わかんないわよ！」

　もしも──

　もしも私が親指姫なら、困って泣いていたら、それだけで誰かが助けてくれたのだろうか？　怪我けがを治してあげたツバメが恩返しに来て、花の王子様という運命の相手のところまで乗せていってくれたのだろうか。

　けれど現実には──ひと目で運命を感じて求婚してくれる王子様はいないし、いかにも後から助けに来てくれそうな、恩返しフラグ満載で負傷しているツバメもいない。

　だから、自分で行動しようと思った。

　ちゃんと告白して、彼氏を作ろうと思った。

　でも──

　自分から動くことは、怖くて怖くて、本当に怖くて──だから私は、逃げた。

　浦野の言う通り、逃げ回った。

　桃田とも、自分の本音とも、向き合うことを拒絶してしまった。

「……ていうか、今更どうでもいいでしょ？　私がなにしようと、結論はなにも変わらないんだから。桃田には最初っから、相思相愛のかわいい彼女がいたんだもん。どっちみち私はフラれてたのよ……」

　私の恋は、最初から負け戦だった。

　どんなに真剣に告白したところで、結末はなにも変わらなかった。

　ならば、逃げていてよかったのかもしれない。

　適当にやっておいて、よかったのかもしれない。

　おかげで、あんまり傷つかずに済んだ。

　誤魔化して誤魔化して逃げ続けたから、ダメージは少なくて済んだ──

「それともなに？　今更本音でぶつかって、またフラれろっていうの？」

「ああ、そうだよ」

　浦野は言った。

「中途半端はんぱな失恋ごっこに浸って、さっきみてえな痛々しい作り笑いするぐれえなら──一回全部ぶっ壊れちまえばいいんだ」
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『人生は選択の連続である』

　かの有名な劇作家、ウィリアム・シェイクスピアの名言、らしい。

　まあ厳密にはシェイクスピア自身の言葉ではなく、彼の書いた悲劇『ハムレット』に登場する名言らしくて──さらに言えば、実は『ハムレット』にはそんな言葉は一切登場せず、ネット上で勝手に広まってしまった架空の名言らしいんだけど──ともあれ。

　シェイクスピアが言ったにしても言わないにしても、個人的にはまさしく名言であり、まさしく至言であると思う。

　人生は選択の連続である。

　人は生きているだけで、大小様々な選択を迫られる。

　進学、就職といった人生を左右するような大きな選択から、休日や放課後の予定、食べる物に着る物、読む本に遊ぶゲーム……その他諸々の小さな選択まで。

　生きてるだけで否応いやおうなしに、ひっきりなしに選択肢が押し寄せてくる。

　もちろん──恋愛だってそうだ。

　恋愛ごとでも、俺おれ達は様々な選択肢を突きつけられる。

　告白する・しない。告白を受ける・受けない。連絡先を聞く・聞かない。デートの場所。一緒に食べる食事のメニューやランク。プレゼントの有無。サプライズの有無……そういった細かな選択肢もあれば。

　誰だれと付き合うか。

　誰を選ぶか。

　という、恋愛ごとの根幹ともいうべき、重大な選択肢もある。

　もしもノベルゲームならば、間違ったらセーブ＆ロードでやり直すことだってできるし、一回クリアした後に二周目の選択肢を楽しむこともできる。ヒロインが複数いるハーレム系のゲームならば、往々にして全員分のエンディングが用意されている。

　しかし現実はゲームとは違う。間違ったってやり直せないし、二周目なんて存在しない。もっと言えば──選択肢に正解があるのかすらも定かではない。

　現実の選択はゲームと違ってやり直せない。

　だからこそ、選択は尊い。

　やり直せないからこそ、尊い。

　人生は選択の連続である。

　あるいは──こうも言えるのかもしれない。

　選択の連続こそが人生である、と。

　なにを選んだか。

　そして、なにを選ばなかったか。

　誰を選んだか。

　そして、誰を選ばなかったか。

　己おのれ自身で下した選択だけが、その者の人生を決定づける。

　何十、何百、何千、何万、何億、何兆──

　生きている限り押し寄せてくる無数の選択を繰り返し、その結果によって導き出されるたった一つの軌跡を、人は『人生』と、そう呼んでいるのかもしれない。
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「はあ？」

　つい、素すっ頓狂とんきような声をあげてしまった。

　電話口で語られた言葉が、あまりにも突拍子もないことだったから。

　ウラが俺にこんなことを言うなんて、信じられない。

「ど、どういうことだよ、ウラ──明日、指宿いぶすきとデートしろって」

　隣町まで行った映画デートから帰ってきて、夕飯を食べてから部屋に戻ったところで、ウラから電話があった。その内容は、大変理解に苦しむものだった。

『別に、なんだっていいんだ。映画館でも遊園地でも水族館でも、なんでもいい。どっか二人で遊んでこいよ』

「……意味わかんねえよ。できるわけねえだろ。女子と二人きりで遊びに行くなんて」

　浮気うわきの基準は人それぞれだと思うけれど、同級生の女子、それも以前告白されたことがある相手と二人きりで遊ぶなんて、世の中の大多数が浮気認定する行動だろう。

　万が一織原おりはらさんが許したとしても、そんなことはしたくない。

　不安にさせるようなことはしたくない。

　しかし──

『無茶言ってるのはわかってる。でも……頼む、モモ。なんとかなんねえかな？』

　電話口から響くウラの声は、いつになく真剣で、切羽詰まっていた。

「指宿に頼まれたのか？」

『違う。あいつは関係ない。僕が勝手に頼んでるだけだ』

「……わけわかんねえよ。なんでお前が、指宿のために、そこまで」

『あの女のためなんかじゃねえよ……』

　年齢にしては幼い声に、悲痛な色が滲にじんでいく。

『ただ……僕がムカついただけだ。なんにもしてねえくせに勝手に一人で終わった気になって……薄っぺらい笑顔で全部笑って誤魔化ごまかそうとして……悲劇のヒーロー気取って自分慰めてる奴が、痛々しくて見てらんなかっただけだよ』


「…………」



　俺には、わかってしまった。

　この糾弾きゆうだんは、この叱責しつせきは、この嘲弄ちようろうは──指宿に向けたものではない。

　我が身を裂くような痛烈な皮肉が向かう矛先は──

「ウラ……」

　お前、やっぱり、まだ──

　口から出かけた言葉を、必死に止めた。軽々けいけいに口にすべき話ではない。簡単に蒸し返していい物語ではない。安易に撫なでていい傷口ではない。

　浦野うらの泉いずみという男の最も敏感な部分に、軽々しく触れていいはずがない。

『頼む、モモ。僕の自己満足に付き合ってくれ』


「…………」



　ぐるぐると、様々な感情や打算が頭の中を駆け巡る。

　葛藤かつとうの果てに、俺が選んだ答えは──
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「はあ？」

　つい、素っ頓狂な声をあげてしまった。

　電話口で語られた言葉が、あまりにも突拍子もないことだったから。

　桃田ももたくんが私にこんなことを言うなんて、信じられない。

「ど、どういうこと桃田くん──明日、指宿さんとデートするって」

　隣町までいった映画デートから帰ってきて、夕飯を済ませてのんびりとしていたタイミングで、桃田くんから電話があった。お姉ちゃんに聞かれないように、今はベランダに出ている。

「え、えっとさ……あの、なんていうか、それは……いわゆる浮気になるんじゃないのかなあ？」

　意味がわからなすぎて、あまり強くも言えない。

　他ほかの女とちょっと接触しただけで、いちいち騒ぎだすような狭量な女にはなりたくないと常々思っているけれど……これは、さすがにアウトじゃないかなあ？

　二人きりで遊びに行くって。

　しかも以前告白された女が相手って。

　うーん。

　なんていうか……普通に嫌だなあ。

『う、浮気ですよね、やっぱり』

　桃田くんは申し訳なさそうな声で、しかしはっきりと浮気を認めた。

「……ていうか、なんでわざわざ私に宣言するの？　浮気するならするで、バレないようにすればいいのに……いやっ、バレなきゃいいってわけじゃないんだけど！　で、でも宣言する意味がわからないと言いますか……」

『いやー……でも、黙ってたら完全に浮気になってしまうと思ったので』

「言っても浮気じゃなくなるわけじゃないと思うんだけど」

『ですよねー……』

　変な空気だった。

　浮気宣言に怒りがこみ上げる──よりも先に、心配になってしまう。

　だって、絶対におかしいから。

　桃田くんが、こんなこと言い出すなんて。

「なにかあったの？」

『……ウラから、頼まれたんですよ』

「ウラくん、から？」

『はい。指宿とデートして欲しいって。断ったんですけど、それでも頼むって』

「……なんで、ウラくんが？」

『俺も詳しいことはわからないです。でも、なにかしら、あいつなりの事情があるんだと思います』

　ウラくん。浦野泉くん。

　桃田くんの幼馴染おさななじみで、同じ高校に通っている大事な友達。

　会ったことはないけれど、カナくんと三人で写っている写真を見せてもらったことがある。やや目つきが悪いけれど、かわいい顔立ちの少年だった。

『ウラが頼むっていうなら、俺はできる限りその言葉に応えてやりたい』

　でも、と桃田くんは続ける。

『織原さんが嫌だっていうなら、ちゃんと断ります』

「え……」

　返答に窮してしまう。

　許す・許さない。

　突きつけられた二択の正解がわからない。本音を言えば、他の女とデートなんかしないで欲しい。想像しただけで胸が締め付けられるように痛くなる。なにか間違いが起こってしまうんじゃないかって不安になってしまう。

　でも、私のわがままで、桃田くんの友人関係を壊したくはない。

　どうすれば──

『あっ。違う、ごめんなさい。やっぱり、今のはナシで』

　なにも言えなくなってしまった私に、桃田くんは言う。

『これじゃ……ずるいですよね。責任を全部、織原さんにぶん投げてる』

　自戒するように言ってから、改めてこう言い直した。

『ごめんなさい、織原さん。俺、明日、他の女とデートします』

　それは、あまりにも堂々とした浮気宣言だった。

『本当に織原さんのこと思うなら、こんなの断るべきだとわかってるんですけど……でも俺は、ウラや指宿と、ちゃんと向き合いたいんです』


「…………」



『もちろん、織原さんが不安になるようなことは絶対にしないって約束します。この埋め合わせは、必ずします。だから……お願いします、どうか許してください』

　ああ──

　やっぱり、桃田くんはすごいなあ。

　責任を誰かに投げたりしない。

　選ぶことから逃げたりしない。

　どんな決断でも、どんな選択でも、きちんと自分で背負おうとしている。

　自分が傷つくのを恐れる余り、『いつでもフッていい』なんて言って、責任を相手に丸投げしてしまった私とは、大違いだ。

　私の方が年上なのに、12歳も年上なのに、学ばせてもらうことばかり。

　──年下の彼氏って尊敬できなくないですか？

　小松こまつさんの言葉に、今なら堂々と反論できる。

　年齢なんて関係ない。

　私は桃田くんを、一人の男として、一人の人間として、心から尊敬できる。

　尊く思い、敬うことができる。

「……うん、わかった」

　私は言った。

「デートしてきていいよ、桃田くん。彼女として、正式に許可します」

『ほんと、ですか？』

「うん。私なら大丈夫だから。ちゃんと、桃田くんのこと信用してるから。だから堂々とデートしてきていいよ。よくわからないけど……それがたぶん、ウラくんや指宿さんのためになるんだよね」

『あ、ありがとうございます』

　安堵あんどの声でお礼を言う桃田くん。ビシッと格好いい声で宣言をしたけれど、やっぱり彼の方も、彼女に浮気宣言をする不安はあったらしい。

「でもね、桃田くん」

　私は言う。

「デートを許す条件として、一つだけお願いを聞いてもらってもいい？」
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　翌日──日曜日。

　俺と指宿は、郡山の遊園地で待ち合わせた。

　よくよく考えてみれば、そもそも俺は指宿の連絡先を知らなかった。だから昨日、ウラ経由で教えてもらい、いろいろ二人で相談して、遊園地でのデートを決めた。

「あっ、桃田」

　待ち合わせ場所である、遊園地の入り口。

　少し早く来ていた俺のところに、指宿が駆け寄ってきた。

「お、おはよ」

　ぎこちなく挨拶あいさつしてきた指宿に、俺もまた、「お、おう」とぎこちなく返す。

　指宿の私服は、肩が開いたサマーセーターに、ハイウエストのスカート。こないだ水族館で見た、やる気のない服装とまるで違う。

　女っぽい、可愛かわいらしい格好だった。まるで、好きな相手に、精一杯自分の魅力をアピールしようとしているかのような──

「今日は……ごめんね。なんか、私に付き合ってもらって」

　指宿は顔を伏せ、申し訳なさそうに言った。

「彼女さん──織原さんには、言ったの？」

「ああ」

「だ、大丈夫だった？」

「まあ、なんとか」

　大丈夫、なのだろう、たぶん。

　条件とやらも、ちゃんとのむことにしたし。

「そっか……すごいね。信用されてるのね、桃田」

「だと嬉うれしいんだけどな」

「よしっ！　じゃあ今日は遠慮せず、思いっきり遊びましょうか！」

　無理やりなぐらいに明るい声を出して、指宿は遊園地の入場口の方にかけていった。俺は軽く笑い、「いや、チケット買わなきゃ入れねえよ」と突っ込みながら、彼女の後を追いかけた。







「うーわー、すっごい！　超、遊園地！」

「そりゃ遊園地だろ」

「久しぶりだからテンション上がるわー。ねえねえ、桃田って絶叫系大丈夫な人？」

「そんな得意でもないけど……まあ、ここの遊園地のジェットコースターぐらいなら、たぶん大丈夫だな」

「やった！　じゃあ乗ろ乗ろ！　今日は絶叫系、全部制覇決定ね！」

　入園してから、指宿はやたら上機嫌で、やたらと饒舌じようぜつで、なんだか無理してテンションを高くしているように感じた。俺や織原さんに対する罪悪感が、そうさせるのかもしれないと思った。

　けれど。

　ジェットコースター、ゴーカート、メリーゴーランドと、様々な乗り物を巡るうち、段々と彼女のテンションは自然なものとなっていったような気がした。

「あっ。桃田、見て見て」

　少し古びた感じのゲームエリア。ロデオマシーンやパンチングマシーンなどが並ぶ中で、指宿があるものを指差した。

　それは……バスケットボールのフリースローゲームだった。

　ゴールが九つ並んでいて、時間内にビンゴが達成できれば景品がもらえるらしい。ストラックアウトのバスケ版みたいな感じのアレだ。

「桃田ぐらいの身長あれば、あんなの超余裕じゃない？」

「ふむ……」

　まあ、確かに。

　だいぶ優しい設定のマシーンなのか、あるいは子供向けなのか、手を伸ばせば届きそうな位置にゴールがある。いくら俺が運動音痴といっても、これならさすがに入るだろう。バスケはドリブルが致命的に苦手なため不得手としているが、ただ放るだけのフリースローならばなんとかなるかもしれない。

「よし、やってみるか」

　機械に二百円入れると、手元の方にボールがゴロゴロと十個ぐらい流れてきた。

　その一つを片手で摑つかんでみると、指宿が目を輝かせた。

「わっ。すごっ！　桃田って、バスケットボール片手で持てるの!?」

「ん。まあな」

「やばっ。超すごいじゃん！　プロの選手みたい！　じゃあ、こんなの楽勝でしょ！」

「ははは。まあ、見てろ」

　褒ほめられて悪い気はしない。いいな、気持ちが高ぶってきたぜ。なんだか今日はいつもと違う気がする。いけそうな気がする。

　意識をゴールへと集中。

　俺なりのフォームで構えて、俺なりのタイミングで放る！

「……んへあっ！」

　渾身こんしんのシュートの直後──ボールが消えた。

　ゴールの方に飛んでいった様子がなく、視界のどこにも見当たらない。

　あれ？

　どこいった？

　消える魔球？　『幻影のフアントムシュート』？　いや……自分に対して消えるシュートを打ってどうすんだよ？


「ボ、ボールは────んごっ！」



　キョロキョロと周囲を探し出した直後、頭頂部に衝撃。身長が五センチぐらい縮んだ気がした。我が頭部で高くバウンドしたボールは、アスファルトに落ちて転がっていく。脳天に響く激痛に、俺は頭を押さえてうずくまった。

「う、うぐぁあ……」

「は？　マジ？」

　痛みに耐えて顔をあげると、指宿は酷ひどく怪訝けげんそうな目で俺を見ていた。嘲笑ちようしようというよりは、目の前の現象を受け入れられない、困惑の表情。

　珍獣を目撃した人間の目をしている。

「今のって……ギャグ？」

「……いや」

「い、意味不明すぎるんだけど……。すっごい女投げだったし、掛け声も気持ち悪いし、思いっきり目ぇ閉じてるし、ボールは真上に飛ぶし、それなのに勢いだけは半端はんぱなくて、ビューン、って上に飛んでくし」


「…………」



「もしかして桃田って……運動、ヤバイ系？」

「……恥ずかしながら」

　小声で答えると、真顔だった指宿は吹き出すように笑った。

「ぷっ、あはははっ！　やばい、ウケるんだけど。そうなんだー、運動できそうな見た目してるのにね」

「うう……」

「もう、苦手だったら断ったらよかったのに。私だって無理にやらせる気はなかったわよ？」

「……今日はいける気がしたんだ」

　なんだかいける気がした。でも改めて冷静に考えると、俺は毎回そう考えてチャレンジしては、失敗しまくっている気がする。

「なにそれ……あははっ。面白おもしろいっ。あーあ、動画撮っとくんだったなあ、インスタに上げとけば絶対バズってたわよっ」

　いくらなんでも笑いすぎだろ、というぐらい、指宿は思い切り笑った。男として情けない気もしたが、でも不思議と悪い気はしなかった。

　指宿ってこんな風に笑うんだな、と、新しい発見を楽しむ自分がいた。







　幸運なことに、というべきなのか、フリースローの大失態以降、一気に空気が打ち解けた気がした。

　二人の間にあったぎこちなさが消えて、自然に遊園地を楽しむことができるようになったように思う。

「えーっ!?　こないだって、二人の一ヶ月記念日だったんだ」

　名物であるソフトクリームの行列に並んでいる途中、先日の水族館の話になった。

「じゃあ、なんか記念日的なイベントはやったの？」

「一応、プレゼント用意したよ。『ソープフラワー』っていう石鹼せつけんでできた花。あと、もう一つサプライズ考えてたんだけど……いろいろあって結局できなかったな」

「噓うそ、もったいない。どんなサプライズ用意してたの？」

「自作のポエムを読むつもりだったんだ」


「…………」



「一ヶ月記念日のために、推敲すいこうに推敲を重ねた渾身の一作で……え？　あ、あれ？　なんだよ、指宿？　その、軽蔑けいべつと憐憫れんびんが入り混じった顔は？」

「……桃田。あんたそれ、中止になって正解よ。神様に感謝しなさい」

　相変わらずポエムは大不評のようだった。

　ぬう。いいの書いたんだけどなあ。

　そんな雑談をしているうちに、ソフトクリームの順番が回ってくる。

　俺はノーマルを買い、指宿はイチゴ味を買った。

「んーっ。美味おいしいっ」

　プラスチックのスプーンで一口食べると、指宿は至福の笑みを浮かべた。

「口の中で、美味しさが美味しくなって、イチゴの美味しさが、美味しい感じだわ」

「食レポ下手すぎんだろ。あー、でも、イチゴも美味そうだな」

「食べる？　はい」

　と言って。

　指宿はソフトクリームをすくったスプーンを、俺の方に差し出してきた。

「え……えっと」

　反射的に身構えるようにしてしまう。すると指宿も気づいてしまったのか、顔を赤くして慌あわててスプーンを引っ込めた。

「ご、ごめんっ。その……最近よく弟に、こうやって食べさせたりしてるから」

「だ、大丈夫だ……」

「……間接キスでも、嫌だよね？　彼女さんに悪いもんね」

　そう言って指宿は、小さく笑う。

　酷く寂さびしげな笑みであった。

　今日一日で、ずいぶんと俺達の距離は縮まったように思う。最初にあった気まずさは完全に消えたといっていい。どこにでもいる普通の友人のように過ごすことができている。

　けれど。

　どれだけ距離が縮まったところで、俺達は恋人同士にはなれない。

　いや。

　なれない、という他に責任を押し付けるような表現は、正確とは言えないだろう。

　なれない、ではなく、ならない、が正しい。

　俺達は恋人同士にはならない。

　なぜなら──俺が彼女を、指宿咲さきを選ばないからだ。







　正直な話をしてしまえば──俺は今日の遊園地デートを、あんまり楽しまないようにしようと思っていた。

　もっと言えば、楽しんだらいけないとさえ思っていた。

　織原さんに申し訳ないし、なにより俺自身が、彼女以外とのデートで浮かれてしまう自分を許せなかった。

　指宿には申し訳ないけれど、テンションを低くして、仏頂面で、流れ作業のようにデートを済まそうと考えていた──けれど。

　いつの間にか、そんな自制は頭から消えていた。全力で楽しもうとする指宿に引っ張られるように、俺の方も自然と遊園地を楽しみだした。

　楽しかった。

　本当に、普通に、楽しかった。

　でも、それでも──

「わーっ、高ぁい。久しぶりに乗ると結構怖いわねー」

　一通りのアトラクションで遊んだ後、最後に俺達は、一緒に観覧車に乗った。

　指宿の希望だった。

　狭いゴンドラの中で、向かい合って座っている。

「桃田は高いとこ大丈夫な人？」

「別に平気だな。ウラはすげえ高所恐怖症だけど。あと閉所恐怖症で、暗所恐怖症」

「フルコンボじゃん」

　あはは、と指宿は笑う。

「あんた達って本当に仲いいわよね」

「そうか？　別に普通だろ」

「ううん。なんかすっごい絆きずなを感じる。今日だってさ、浦野が仲介してくれなきゃ、私とデートなんかしてくれなかったでしょ？」

「……かもな」

　そこで会話が途切れてしまう。

　声が消えると、密室であることを否が応でも意識させられてしまう。なんとも言えない微妙な空気が、ゴンドラの中に満ちていくようだった。

「……あ、あはは、なんか、いかにもって感じで恥ずかしいわよね？」

　沈黙に耐えかねたかのように、指宿が曖昧あいまいに笑った。

「ていうか、ベタすぎ？　最後に観覧車って、いくらなんでもベタすぎたかな？」


「…………」



「あははっ。ほんと、意味わかんないわよね。わざわざ──フラれるために告白するなんてさ。やっぱやめようかなー。こんな自己マンに付き合わせちゃ、桃田だって迷惑だろうし……」

　ふと。

　指宿は、誤魔化すような、妙に明るい笑いをやめた。

　代わりに浮かぶのは、己を恥じるような自嘲じちようの笑み。

「って、違うか。こうやって笑って誤魔化そうとするから、ダメなのよね。こんなんじゃまた、浦野に怒られちゃう」

「……指宿は俺なんかの、どこを好きになったんだ？」

「うわ……それ、聞く？」

「う、うん。できれば、聞きたい」

　付き合ってくれれば誰でもよかった。

　指宿が言ったその理由は、彼女の友人である魚海うおみには否定されたし──それになにより、今日のデートでなんとなくわかった。

　いくら俺でも、そこまで鈍感ではいられない。

　自意識過剰な思い違いなのかもしれないけれど、今日一緒に過ごす中で、指宿咲の言動に滲む俺への好意みたいなものを、感じ取らずにはいられなかった。

　指宿は、「うー、あー」と悶もだえ苦しむように視線を彷徨さまよわせた後、

「……ぜ、全然、大した理由じゃないんだけどさ」

　と、そんな風に前置きしてから、ポツポツと語り始めた。

「桃田って電車通学でしょ？　実は私も同じ電車で通ってるんだけど、気づいてた？」

「え？　マジか。全然気づかなかった」

「まあ、そうよね。同じ制服で乗ってる奴、たくさんいるもんね。でも私は、桃田のこと知ってたわ。ほら、あんたって背ぇ高いから結構目立つのよ。満員になってても、頭ひとつ他より高いから」

「あー、なるほどな」

「それであんた、電車に立って乗ってるとき、たまに吊つり革じゃなくて、その上の棒に摑まってるじゃん？　うわっ、あんなとこ届くんだ、すごーい、って思って」

「あー、やってるなあ」

　俺ぐらいの身長だと、吊り革を握るより楽だから、つい反射的にやってしまう。

「うん……まあ、だから……それが理由」

「へえ、それが理由かあ──え？」

　思わず、まじまじと見つめてしまう。指宿は口を引き結び、スカートをシワになるぐらい握り締め、死ぬほど恥ずかしそうに震えていた。

「それだけ、なのか？」

　吊り革じゃなくて棒を握っていた。

　たったそれだけのことで、俺のことを好きに？

「だ、だから言ったでしょ！　大した理由じゃないってっ！」

　羞恥しゆうちの叫びが、ゴンドラ内に響き渡った。

「しょうがないでしょ……その仕草しぐさ見て、格好いいなって思っちゃったんだから」

「……つ、つまり、身長ってことか」

「身長もだけど……あとは、棒を握ってる手も、なんかよかった」

「手って。手フェチなのか、お前……？」

「いやフェチっていうか。普通に男の手に萌もえる女子って多いわよ？　桃田って大っきくてゴツゴツしてて、ザ・男の手って感じの手ぇしてるし……さっきバスケットボールを片手でひょいって持ったときも、ちょっとキュンとしちゃった」

「ほ、ほほぉー」

「まあ直後の奇声と女投げシュートで、キュンが全部どっか行ったけど」

「……お、おおー」

　持ち上げられてから落とされて、がっくりと凹へこむ。そんな俺を見て、指宿はクスクスと笑った。そして今度は、穏やかな笑みのまま語りだす。

「きっかけなんて、本当にただそれだけよ。でもそれから、なんとなく桃田のこと、学校でも目で追うようになった。そのうち……唄うたが金尾かなおと付き合いだしたりして、周りがみんな彼氏持ちになっちゃって。私も誰か彼氏が欲しいなって考えたとき──桃田のことが頭に浮かんだの」


「…………」



「だから、好きっていうより……知りたい、って気持ちが近いのかな？　なんとなく気になる桃田のことを、もっと知りたいと思った。もっと知ったら、もっと好きになっちゃうんじゃないかなあ、って思った」

　ああ──

　その気持ちは、よくわかる。

　俺だって織原さんのことを、なにもかもを知り尽くした上で好きになったわけじゃない。それどころか、最初は同年代の女子高生だと思って惚ほれていたぐらいだ。

　そもそもこの世に、相手の全てを知り尽くした上で相手に惚れる人間なんて、一人もいないのだろう。

　自分の心すらよくわからないのだから、相手のことなんて言わずもがな。他人のことなんて、知ってることより知らないことの方が多くて当たり前だ。

　でも、それでも人は、誰かを好きになる。

　自分以外の誰かを、好きになってしまう。

　相手のことを、大して知らなくても好きになる──いや、あるいは、逆なのかもしれない。よく知らないからこそ、好きになってしまうのかもしれない。

　好きという気持ちはきっと、『知りたい』という思いから始まる──

「一目惚れってほど惚れたわけじゃない。燃え上がるような恋ってわけでもない。でも、彼氏が欲しいなって考えたとき、一番最初に思いついたのが、桃田だった」

　そこで指宿は、まっすぐ俺の方を見た。

　告白をされた日から、なにかと接点があって、何度も言葉を交わしてきたけれど──初めて、のような気がした。

　指宿咲と、こうして見つめ合い、こうして真正面から向き合ったのは、これが初めてのような気がした。




「好きです。私と、付き合ってください」




　震える声で告げられたのは、とてもシンプルな告白だった。

　飾りっ気もなければ混じりっ気もなく、誇張も脚色もない。一切いつさい合切がつさいの虚栄や誤魔化しを捨てた、剝むき出しの本音のように思えた。

　やけに高飛車で上から目線だった、前の告白とはまるで違う。

　指宿咲という少女が、心の奥底から絞り出したような、本当の言葉──

「……ありがとう」

　俺は、相手の告白を嚙かみ締めるように言った。

「すげえ、嬉しいよ。指宿みたいなかわいい子が、俺のこと好きだって言ってくれて」

　本音で答えようと思った。

　本音をぶつけてくれた相手に対する、せめてもの礼儀だと思った。

「正直に言えば……最初はあんま、指宿の印象、よくなかったよ。なんか、常に喧嘩けんか腰な感じで、ぶっちゃけ苦手なタイプだなあって思って」

「あ、あれは……その、だから……隙すきを見せたら負けだと思って、どうにかマウント取ろうと必死だったっていうか」

「でも、段々とイメージは変わってった。指宿のいいところも、かわいいところも、会うたんびに知ってった。今日のデートは本当に楽しかったよ」

　でも、と俺は言う。

　言わなければならない。

　わざわざ言わずとも、指宿もわかっているのだろう。

　最初から覚悟はしているのだろう。

　それでも──言わなければならない。

　わざわざ口に出して言うことに、きっと意味があるのだと思う。

「ごめん。俺はお前とは付き合えない。俺には今、付き合っている女ひとがいるから」

「……うん。知ってた」

　指宿は笑った。

　寂しげで、儚はかなくて、切ない笑みだった。

「……ねえ。桃田が織原さんと出会ったのは、いつ頃ごろなの？」

「五月の半ば、ぐらいだな。織原さんが電車に乗ってて、それで……まあ、ちょっとトラブってたとこを、たまたま俺が助けることになって」

「そっか。じゃあ……私の方が先ね。私が桃田をいいなと思ったの、四月の終わりぐらいだったから」


「…………」



「もしも、さ」

　指宿は言う。

　わずかな期待が滲む、縋すがるような声で。

「もしも私が、もっと早く告白してたら──桃田が織原さんと出会うより前に告白してたら、桃田は私と付き合ってくれた？」


「…………」



「もしも……もしも電車でトラブってたのが、織原さんじゃなくて私だったら、桃田は私のことを助けてくれて、そこから恋が始まったりしたのかな？」


「…………」



　自分でも気づかぬうちに、俺はポケットに手を入れていた。中に入っていたものを、無意識のうちに握り締めていた。

　手のひらの中で感じるのは──鍵かぎと、青いペンギンのキーホルダー。

「……わかんねえよ」

　俺は言った。

　逃げのような答えだと思ったけれど、そう言うしかなかった。

　もしも──織原さんに出会う前に指宿から告白されていたら、どうなっていただろう？　四月時点では好きな女子などいなかった俺は、指宿みたいな可愛い子からの告白ならば、とりあえずオッケーしてしまったのかもしれない。

　もしも──あの日痴漢に遭っていたのが、織原さんではなく指宿だったなら、俺は今とは違う未来を歩んでいたのかもしれない。

　でも。

　それはきっと、考えても仕方がない『もしも』なのだろう。

　人生は選択の連続で、選択の連続こそが人生だ。

　現実はゲームとは違う。セーブポイントは存在しないし、二周目も存在しない。過去の選択を、遡さかのぼってやり直すことなんてできやしない。

　だから選択は尊く、それゆえに、常に後悔や未練が付き纏まとう。

　無数の『もしも』を、あったかもしれない『未来』を、ＩＦルートを、人は常に想像してしまい、期待したり落ち込んだりする。

　でも。

　だからこそ──

「過去の俺がなにを選ぶかなんてわからない。でも今の俺は──たとえ百万回人生をやり直せたとしても、織原さんを好きになりたいと思ってる」

　過去をやり直せたとしても──今の選択肢を選びたい。

　織原さんと出会えたこの未来ルートだけを、大切に抱きしめていたい。

　ハーレムルートもＩＦルートも、俺にはいらない。

　大好きな彼女と歩めるこの道だけが、俺の道だ。

　なにかを選ぶということは、なにかを選ばないということ。

　織原姫ひめを選んだ俺に、指宿咲を選ぶことはできない。

「……そっか」

　我ながら笑ってしまうぐらいスケールが大きいことを言ってしまったと思ったけれど、指宿は笑わなかった。口元は少し笑っていたけれど、それは嘲笑とは違う。なにかを諦あきらめ、なにかを受け入れたかのような、穏やかで静かな微笑だった。

「ありがとね、桃田。私の失恋に、付き合ってくれて」

　そう言った後、なにかを切り替えるように、パン、と手を叩たたいた。

「じゃっ、これからは友達ってことで、よろしく」

「友達、か」

「いいでしょ、別に？　それとも織原さんって、彼氏のケータイに女の連絡先入ってるだけでも許せないタイプ？」

「いや、そこまで厳しくはないと思うんだけど」

「だったら問題なしね。まあでも、二人で遊んだりはさすがにまずいと思うから、今度はみんなで遊びましょ。浦野とか金尾も一緒に。ね？」

　にっ、と。

　指宿は笑った。

　屈託くつたくのない明るい笑み。惚れた相手ではなく、気心知れた友達に見せるような、裏表のない快活な微笑ほほえみ。

　けれど、その目尻めじりにはわずかに涙が浮かんで見えた。

　俺はその涙に気づかないふりをして、ああ、と頷うなずいた。
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　日が暮れる前に遊園地を出て、私と桃田はすぐに別れた。

　桃田は送ってくれようとしたけれど、断った。織原さんに気を遣った……わけじゃない。ただ単純に、少し一人になりたい気分だったからだ。

　でも。

　私が一人になれたのは、ほんの数分だけだった。

「あれ、浦野？」

　駅へと歩いていたら、歩道のベンチに腰掛ける小柄な影を発見した。目深まぶかにかぶった帽子は、こないだ一緒に桃田達を尾行したときと同じものだった。

「あんた、なにやってるの、こんなとこで？」

「……別に」

「まさか、私のこと笑いに来たの？　やーい、フラれ女って」

「なっ……ち、ちげーよ、僕は」

「噓」

　慌てふためく浦野の隣に、私は座る。

「ありがと。心配で見に来てくれたんでしょ？」

「……べ、別に誰もお前の心配なんざしてねえよ。ただ、僕なりにちょっとは責任を感じてるから、事の顚末てんまつを見守る義務があると思って来ただけだ」

「浦野って、口は悪いけど根はいい奴よね」


「～～っ！　う、うっせ！　バーカ！」



　せっかく褒めてあげたのに、浦野は頰ほおを赤くし、帽子で顔を隠すようにしてしまった。ほんと面倒くさい性格してるわね、こいつ。

「……そ、それで、どうだったんだよ？」

「ん？」

「ちゃんと、モモに言えたのか？」

「うん。ちゃんと言えた。そんで、思いっきりフラれた」

「……そうか」

「もうね、これ以上ないってぐらい、ばっさりフラれたわ。『俺は百万回人生をやり直せても織原さんを好きになりたい』とか言われた」

「すげえこと言いやがるな、モモの奴」

「ほんとよね。誰もそこまで本気で愛を語れなんて言ってないのに。噓でもいいから、『お前と付き合う未来もあったかもなあ』って言ってくれたら、ちょっとは慰めにもなったっていうのに」

　でも、と私は続ける。

「おかげですごくすっきりした。完全に諦めがついた」

　それから少しだけ顔を下げて、浦野と目線を合わせる。

「ありがとね、浦野。あんたのおかげで、私、ちゃんと失恋できた」

　うだうだと悩み、あーだこーだと言い訳ばかり並べ、本音一つ伝えないうちから一人で終わった気になって。

　そんな失恋ごっこから──きちんと脱却できた。

　ここまで完膚かんぷなきまでにフラれてしまうと、落ち込むことすら馬鹿ばからしい。

「……ふん」

「ねえ浦野。あんたこれから、暇？」

「あん？　暇っちゃ暇だけど」

「じゃ、カラオケ付き合ってよ」

「はあっ!?」

「なんか、思いっきり歌いたい気分なのよねえ」

「ふ、ふざけんな！　なんで僕が、てめえとカラオケなんかに……」

「いいじゃない？　お・と・も・だ・ちでしょ、私達？」

「～～っ!?　だ、誰が友達だよ!?」

　からかうように言うと、浦野はムキになって反論してきた。私は笑いながら立ち上がって、駅への道を歩きだす。

「ほら、行くわよ、浦野。あっ。もちろんカラオケはあんたの奢おごりね」

「はあ!?　おい、ま、待てよ……い、行かねえからな！　絶対行かねえし、絶対奢らねえからな！」

　ぎゃーぎゃー文句を叫びながらも、浦野は私についてきてくれた。この分だと、なんだかんだでカラオケにも付き合ってくれそうである。

　日が落ち始めた道を、少し早足に歩いていく。

　がっつり失恋したばかりだというのに、不思議と心は軽かった。

　まるで、ツバメの背に乗ったかのように。
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　デートが終わったら真っ先に私に会いに来て欲しい。

　それが、織原さんから出された条件だった。

　申し訳なくなるぐらい緩い条件だと思う。

　その条件に従うため、俺は指宿と別れた後、どこにも寄らずにまっすぐ織原さんの家に向かった。

　そして──絶句した。

「い、いらっしゃい、桃田くん」


「…………」



　出迎えてくれた彼女を見て、俺はその場に立ち尽くす。魂がどっかに飛んでいったかと思った。以前、ベビードール姿を目撃したときも、似たような感じで完全に硬直してしまったけれど、ある意味、そのとき以上に衝撃的な光景が目の前にあった。

「あ、あのね……せめて、なにか言ってくれない？　沈黙されると……死にたくなってくるから」

「……なにやってんですか、織原さん？」

　困惑を抑え込み、どうにか言葉を絞り出す。

「なんで──ブルマーはいてんですか？」

　今目の前にいる織原さんは、ブルマーをはいていた。

　ベジータの嫁さんではない。紺色の、昭和の象徴である、例の着衣である。

　上は半袖そでの白い体操着で、下がブルマー。

　近年ではアニメや漫画でしか見ないような、昭和の体操着スタイルだった。

「これは……その、女子高生には負けないぞ、っていう意思表示……みたいな？」

　引き攣つった笑顔のまま、謎なぞなことを言う。

「平成のＪＫに対抗するには、昭和の魅力で攻めるしかないかと思って」

「あなた、平成生まれでしょ」

「そ、そうなんだけど……ほら、こないだ桃田くんのブルマー発言がきっかけで喧嘩になったでしょ？　あれはもしかしたら、『私のブルマー姿が見たい』っていう遠回しなアピールだったのかな、と私なりに忖度そんたくしてみまして」

「……深読みしすぎですよ。俺、ブルマー属性ないですから」

「え、ええええっ!?　そ、そんな……じゃあ、私は、なんのために、こんな、恥辱の極みみたいな格好を……」

　果てしなく落ち込む織原さん。

　そう、俺にブルマー属性はない。

　ない……はずなんだ。

　それなのに今、俺の目は、ブルマーを纏う女体に釘付くぎづけとなっていた。

　豊麗な臀部でんぶにピッチリと張り付く紺色の布地。足の付け根で締める、太ももを思い切り強調するデザイン。女性の下半身が秘める官能が、ブルマーという着衣によって惜しみなく解き放たれるようだった。

　すげえ。

　エロすぎるぞ、ブルマー。

　こんなもん規制されて当たり前だろ。

　本当に昭和の女子は、思春期のど真ん中にこんなもんはいて体育やってたのか？
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「ブルマー属性はないはずだったんですけど、織原さんの今の姿には、すごくグッと来ました。なんか……目覚めるかもしれません」

「そ、そう？　う、うーん。褒められても、ちょっと複雑かも……」

　言葉通り、かなり複雑な表情となる織原さんだった。

　部屋の中を見渡すと、テーブルの上にはチューハイの缶と、チー鱈たらの袋があった。

「飲んでたんですか？」

「うん……27の女がブルマーはくには、シラフじゃ無理だった」

　勇気を振り絞るために、あるいは理性を取とっ払ぱらうために、一杯引っ掛けていたようだ。

「……なんなんだろうね、この格好？　初めてはいたけど……ちょっとエッチすぎない？　本当にみんな、昔はこんなの履いてたのかな？　ちょっと動いただけで、すぐ食い込んでくるし……」

　恥ずかしそうに身を捩よじりながら、織原さんは身に纏った体操服を観察する。胸とお尻が扇情的に踊り、さらには指でブルマーの食い込みを直しちゃったりもしてて、俺はもう卒倒してしまいそうだった。

「うう……やっぱりもうワンサイズ大きいの買えばよかったかなあ……あー、うーん。そういえば、ところでさあ」

　急に棒読みの声を出して、織原さんはテーブルの前に座った。飲みかけの缶に口をつけ、不自然なぐらい視線を外しながら、話題を変える。

「デ、デートの方はどうだったの……？」

　無理してさり気ない感じを出そうとしているのが、丸わかりだった。内心で苦笑しつつ、俺は彼女の隣に腰掛ける。

「なにもなかったですよ」

「へ、へえ、そうなんだ。まあ私は、桃田くんのこと信用してるから、全然ちっとも心配なんかしてないけど」

「すみません、不安にさせるようなことしちゃって」

「う……だ、だから、全然平気だったってばぁ」

　いじけるように言って、チー鱈をはむはむする織原さん。

「指宿から改めて告白されて、改めてちゃんと断りました」

「……よ、よかったの？　本当に？」

「なにがですか？」

「だから、その……指宿さんのこと、簡単にフッちゃって。遊園地のデートもさ、実は結構楽しかったんじゃないの？　私と遊ぶより、同年代の子と行った方が、そういうところは楽しいと思うし」

　早口でそう言った後、織原さんは恥じるように顔を伏せる。

「うう……ごめんね。なんか、嫌味言っちゃって。もう不安にならないって、桃田くんを信じるって、決めたはずなのに」

「謝らないでください。今回の件は、完全に俺が悪いですから」

　他の女とデートしてきたんだ。

　なにを言われても文句は言えない。

「……ん？」

　そこでふと、テーブルの上にあるものを発見した。

　鍵と、赤いペンギンのキーホルダー。

　空になった缶の隣に、ちょこんと置いてあった。

「これ……」

「あ。えっと、それは……お守りっていうか、これにお祈りすることで、どうにか心を落ち着かせてたっていうか……」

　早口で焦あせったように弁明する織原さん。

　大変申し訳ないのだけれど、そんな彼女のことを──かわいいと思ってしまった。

　俺のせいで不安にさせてしまったのだから、本当はこんなことを思っちゃいけないんだろうけど──彼氏が他の女といる間、お揃そろいのアイテムに一生懸命祈っていただろう彼女を想像すると……あまりのかわいらしさに、にやけてしまいそうになる。

　たまらなく愛おしい。

　とにかく尊い。

　声を大にして叫びたい。

　俺の彼女は最高だ、と。

「そうですね……確かに、指宿とのデートは楽しかったですよ」

　俺は言った。

「指宿の新たな一面がたくさん見られましたし、俺のことを好きだって気持ちも痛いぐらいに伝わりました。正直、ちょっと好きになってます、あいつのこと」

「……っ」

「でも──それはやっぱり、友達としての好き、なんですよね。俺はもう、織原さんしか目に入らないですから」

　そう言って俺は、ポケットに手を入れた。鍵とキーホルダーを取り出して、テーブルの上に置く。

　赤と青。お揃いのペンギンが、二体仲良く並ぶ。

「これって……」

「俺も今日、ずっとこれをポケットに入れて、肌身離さず持ち歩いていました」

　不安に押し潰つぶされそうになっている織原さんを、しっかり正面から見つめる。小さく震えていた手を、ギュッと強く握り締めた。

「大好きです、織原さん。俺の彼女でいてくれて、本当にありがとうございます」

　この言葉は、サプライズで用意していたポエムの、末尾の文章だった。本当ならば全文朗読してこの場を感動の暴風雨に巻き込みたいところだけれど、大長編すぎて自分でもカンペがないと内容を思い出せない。うーむ。残念だ。

「桃田くん……」

　うっとりと、蕩とろけたような瞳ひとみで俺を見上げてくる。アルコールで火照ほてった顔も、かすかに潤む目元も、思わず抱きしめたくなるぐらいかわいらしかった。

　やがて、コテン、と俺の肩に頭を乗せてくる。

「……あーあー、なんか、酔っ払っちゃったなー」

　また棒読みとなって、織原さんは言う。

「すっごい酔っ払っちゃった。これは、明日になったら記憶全部なくなってるパターンだろうなー。だ、だから……今、どんなに大胆なことされても、全部忘れちゃうんだろうなー」

「織原さん……」

　ここまでされれば、いくら俺でもさすがに察する。

　数秒、至近距離で、無言のまま見つめ合った。

　もう、言葉はいらないだろう。

　二人だけの密室空間。

　見ているのは、赤と青のペンギンだけ。

　誰に遠慮することもない。

　このタイミングならば、このシチュエーションならば、彼女の体のどこにだってスマートに触れられる気がした。

　半袖体操着の、袖口の青い部分を摑むように両手を伸ばし、顔を近づけ──ようとしたところで、玄関を開く音がした。

「ただいまー」

　来訪者は、チャイムも鳴らさずにドアを開けた。まるでここが我が家であるかの如ごとく、無遠慮に廊下を突き進んでくる。

「なんか、友達が急な仕事入っちゃったみたいで、飲み会キャンセルになっちゃった。姫ちゃん、どっか一緒にご飯食べに──」

　俺達の姿を見つけた妃きさきさんは、固まった。

　見てはいけないものを見てしまったかのように、固まった。俺達も当然硬直し、この世のものとは思えぬほど凄絶せいぜつに気まずい空気が室内に満ち満ちた。

　やがて妃さんは、立ちくらみでも起こしたかのようにへたり込む。

　憔悴しようすいしきった視線は──実妹じつまいのはいたブルマーに向いていた。

「……なんであなた達は、変なプレイばっかりしようとするのぉおお!?」

　盛大な溜息ためいきのように吐き出された絶叫に、俺達はなにも言い返せなかった。

　ＪＫコスをしたり。

　ブルマーコスをしたり。

　27歳の彼女との恋は、いつも迷走気味だ。

　でも、そんな迷走を、愛おしくも思う。

　どれほど道に迷ったとしても、自分で選んだこの未来ルートの中でならば、全てひっくるめて楽しい物語にできそうな気がした。







あとがき










　なにかを『選ぶ』という行為に対しては、往々にしてなんらかの責任がつきまとうものだと思います。そんな難しく堅苦しい話でもなく、たとえば友人とご飯を食べに行くとき、自分が『あそこ行こうぜ』って提案して、それで行った店がまずかったりしたら、なんとなく申し訳なくなってしまい、責任みたいなもんを感じてしまう、みたいな話です。

　選択には責任が伴う。

　しかし同時に、人間は突きつけられた選択肢に対して『選ばない』という選択をすることもできます。ＡとＢどちらを選ぶ、という選択肢は普通に考えれば二択なのですが、実は『選ばない』という選択肢も含めた三択ですよ、みたいな。この『選ばない』という選択肢が意外にくせ者と言いますか。まあこれもそんな難しい話ではなく、友人とご飯を食べに行くとき、相手から『なに食べる？』と問われたとして、具体的なメニューを告げるのではなく、選ばない選択肢として『なんでもいい』と答えることもできるわけです。一見、相手を思いやった選択のようにも取れますが、裏を返せば選択に伴う責任を放棄しているとも言えます。今日のメニューに対して俺おれは一切責任は負わないよ、と答えているのと同義というか。ある意味、責任を完全に相手にぶん投げてる逃げの一手なわけです。もっと究極的にひねくれた思考をすれば、『なんでもいい』と答えた瞬間に、『俺はお前の望みを一つやるぞ』と超絶上から目線な施しを相手に与えているとさえ言えるのかもしれません。

　要するに、『選ばない』という選択肢って、大抵の場合自分以外の周囲に責任を押しつけてるんですよね。選択には責任が伴うからこそ、自分が選ばないと自分以外の誰かに責任が降り注ぐ。自分では選ばずに相手に選ばせてあげることって、やってる側は優しさのつもりかもしれないけれど、実際は単なる責任放棄でしかないのかもしれません。まあなんというか……夫婦がご飯のメニューで喧嘩するときって、『俺はこれ食べたい』『私はこれ食べたい』の喧嘩じゃなくて、『なんにする？』『なんでもいい』『いや、なんでもいいじゃないから』みたいな喧嘩がほとんどだよねえ、という実体験からの話でした。

　そんなこんなで望のぞみ公太こうたです。

　ヒロインがアラサーの年の差ラブコメ、第二弾。テーマは『選択』。選ばないことも一つの選択だからこそ、なにかを選ぶってことは責任重大で、重苦しくて、時に残酷で、だからこそ尊い。一巻より一気にヒロインが増えた感じですね。なんていうか……すみません。一巻発売時にツイッターで「この作品には十代ヒロインなど登場しない！」とか調子こいてましたけど、普通にＪＫ出しちゃいました。まあヒロインかどうかの定義が難しいところですけど。

　今回あとがきページがやたらあるので、この作品の方針について。

　一、ハーレムにしない。

　二、お仕事ものにしない。

　三、敵や悪役を出さない。

　この三つが一応、作品を書き始める段階で担当さんと話しあった作品の方針です。『一』は、純愛に特化させたかったので。主人公もヒロインも、他の異性なんて全く目に入らないぐらい相手に夢中な作品を書きたかったのです。『二』は、お仕事はあくまでヒロインの魅力を引き立てる背景にとどめるべきであり、話のメインには持ってこない方がいいなと思ったので。『三』は……まあ、一種の縛りプレイみたいなもんです。明確な敵や悪を出したくなかったというか、登場キャラ全員いい奴、ぐらいの作品にしたかったというか。楽しく気軽に読める作品にしたかったというのもありますが、いやいやでも世の中ってむしろ、わかりやすい悪がいないときの方が面倒くさくね？　という気もしますから、難しいところです。

　まあこの三つの方針はあくまで現時点での方針ですので悪しからず。ありがたいことに一巻の売れ行きが大変好調だったので、長く続けられるシリーズになりそうです。今後ともどうかお付き合いくださいませ。

　そしてうれしいお知らせ。

　なんと年カノ、コミカライズ決定しました！

　早くも漫画になっちゃいます。こんなに早くメディアミックスが決まったのは、ひとえに一巻をお買い上げくださった読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。詳細は随時告知してまいりますので、漫画も原作もよろしくお願いします。

　では以下謝辞。

　担当の中溝様。今回もお世話になりました。ななせめるち様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。表紙のイラストを見た瞬間、あまりのオーラに卒倒してしまいそうになりました。今後ともよろしくお願いします。

　そして、この本を手にとってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、３巻でまた会いましょう。


望公太









著者

望　公太（のぞみ　こうた）

　今作にはブルマーについて言及するシーンがありますが、ちなみに僕自身はブルマー世代ではないです。小学校でも女子は穿いてなかった。まあ、世代の問題だけではなく、地域の問題だったりもするそうな。




イラスト

ななせめるち

　イラスト担当めるちです。

　最近の得意な芸は「マテ」です。（愛犬の得意な芸です。）「マテ」って言うとこそ〜っと横を向いて食べないアピール。めちゃめちゃかわいいです！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「望　公太先生」係

「ななせめるち先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ちょっぴり年上でも彼女にしてくれますか？２　～たまらなく愛おしく、とにかく尊い～


望　公太








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　AFTERGLOW

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０１８年１０月３１日　初版第一刷発行

２０１８年１１月１５日　電子第一版発行
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